

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　表通りには仄ほの暗ぐらい頽たい廃はいが、路地裏には粘ねばついた腐敗が満ちている。

　そこはそういう場所であり、それ以外のものがない場所であった。

　崩れかけた煉れん瓦がを背に踞うずくまっている子供は物もの乞ごいのようでいて、懐ふところには近付いてきた者を脅すための刃やいばを隠している。掘っ建て小屋の前に佇たたずむ女は客待ちの合間に、情夫が仕入れてきた質の悪い阿あ片へんを虚うつろな目で吹かしている。たまに見掛ける、比較的小こ綺ぎ麗れいな服装の集団に安あん堵どする者はこの街のことを知らない。彼ら彼女らは単に中流層の一般人に扮ふん装そうして市民区域へ屋荒らしに行こうとしているだけだ。ひとりが客を装って正面玄関の戸を叩たたき、家人が誰何すいかする隙すきに残りが裏口から忍び込んで金品を奪うという小こ狡ずるい手口を使う。

　──灰はい色いろ街がい。

　匍都ハイトの南部、工業地帯と市民区域の間に挟まるようにして存在するこの小さな街は瑩えい国こくの吹ふき溜だまりとでも形容すべきものであり、実際に国民たちからもそのように扱われていた。それは、街に居を構える者たちからも例外なく。

　本来ならば、人が住むに適した場所ではない。

　原因はふたつあった。空気と水である。

　まずは空気。東側の工業地帯に林立する工場たちが吐き出す膨ぼう大だいな毒気は殆ほとんどが西風に任せて海側へと運ばれていくのだが、気流と地形の影えい響きようから一部が海に背を向け、南西の窪くぼ地ちへと流れて溜まってしまう。その窪地というのが即すなわちここ灰色街だった。

　たとえ煉れん獄ごくの毒気が現世の中にあって長くは存在し得ないといっても、昼夜を問わず機械の歯車が廻まわり続けていれば毒気の総量も尋常ではない。窪地で大気の流れそのものが澱よどんでいることも手伝てつだって、現世の浄化能力を毒気の濃のう度どが超え──灰色街の空気は饐すえた腐臭に混じって薄うすい花の香りがし、そこに住む人々の肺を少しずつ蝕むしばむものとなっている。

　水の汚れに関しては、西の市民区域、ひいては匍都ハイト全体が原因と言える。

　匍都ハイトの生活用水を支える玲无レイム川がわは北西から南東へと向かって流れる大河だが、富める者ほど清浄な水を享受できるように都市が構築されている。つまり街の中心から北に居を構えた貴族や王族が上流、西側にある市民区域が中流、東から南に至る工業地帯と灰色街が下流。

　工業地帯から灰色街辺りまで来ると、もはや十粁キロ前の清らかさなど面おも影かげすら残っていない。鉄てつ錆さびの味がする濁にごった土つち色いろの水は粗悪な麦酒ビールと割ってようやくまともに飲めるほどで、当然ながらそこを泳ぐ魚たちも身体からだに汚染をたっぷりと蓄えている。

　故に本来ここは、打ち捨てられるべき土地であった。いや、実際、国からは打ち捨てられている。灰色街という俗称はあるがどの通りにも正式な名はなく、どの建物にも番地は存在しない。この場所を住所として戸籍に登録している匍都市民はいないことになっているのだ。

　国から見放された土地に社会から見放された人々が住んでいる、ただそれだけ。

　外国からの不法移民、捨て子、何らかの理由で戸こ籍せきを失った貧民、警察軍ヤードから指名手配を受けている犯罪者──そんなところだろうか。いずれもすべてが、毒気の混じった空気を吸い、汚染された水を飲んで生きるしかない者たちである。

　けれどそんな灰はい色いろ街がいであっても、自分のような境遇の人間は他ほかにいないだろう。

　──なにせ一度死んで甦よみがえったなどというふざけた身体からだなのだから。

　イパーシ＝テテスはそんなことを思いながら、薄うす暗ぐらい路地に座り込んでいた。

　ここで暮らし始めてそろそろ一カ月になる。最初は慣なれないことも多かったが、今では特に不満を感じていない。それはイパーシがこの身体──レティック＝メイヤの製造した疑似人造ホムン人間クルス──であるが故に授かった幸運とも言えた。つまり彼は、灰色街で生きていくために必要なものすべてを完かん璧ぺきに持ち合わせていたのである。

　彼の体細胞は煉れん獄ごくの毒素を栄養素へと変換できる性質を備えており、そもそもここの空気が害にならない。人間を超えた身体修復能力に加えて煉術も扱えるから、腕っ節にものを言わせることも容易たやすかった。毒気に弱った身体で背後から刺すことしかできない輩やからとは違う。

　お陰で、衣食住を含めた必要な物は概おおむね揃そろえられた。もちろんどれも豪勢とはほど遠くあったけれど、とにかく生きるのに最低限な量と質は確かく保ほできている。

　ただひとつを、除いて。

　陽ひの光が差し込まない中で、自分の手を見る。『グラフの数珠じゆず』が巻かれた手首の先を。

　握って拳こぶしを作り、開いて掌てのひら。指先が微かすかに震ふるえていた。

　震えの原因はわかりきっている。満たされないものがあるのだ。

　人造人間ホムンクルスとして甦った時、造物主であるレティックによって付加された本能。

　つまり、殺人欲。

　当然、ここへ来てから既に何人も殺してはいた。絡まれた追おい剝はぎを切り捨てたこともあれば腕を見込んで荒事を頼まれたこともある。けれどどういう訳か、それでは駄だ目めだった。

　男では足りない。女が殺したい。

　それも若い女だ。美人ならばなおいい。トリエラという名前であれば更に素す晴ばらしい。

　自らの中に残った僅わずかな倫理と照らし合わせても、それは下げ卑びた欲望だった。他人の口から聞けば「反吐へどが出る」と思うだろう。しかしだからといって抑えることはできない。それどころか、日に日に、まるで飢えのように、徐々に心の奥に澱おりとして溜たまっていく。

　イパーシの衝しよう動どうを辛かろうじて押しとどめているのは、ひとえに理性だった。

　その辺あたりに転がっている娼婦を手にかけるのは簡かん単たんだが、彼女らを理由もなしに殺してしまえばその背後にいる情夫や元もと締じめたちを敵に回してしまうことになる。幾ら灰色街に秩序がないといっても、無差別に人を襲おそうような異常者が許される訳ではない。住人たちにとって共通の外敵と見なされてしまうことは避けねばならなかった。

　何より──イパーシには確信があった。

　恐らく自分は、一度でもやってしまうことで取り返しがつかなくなるだろう。

　ひとりめを殺せばふたりめを殺したくなる。その衝動は今のものよりももっと強くなるし、逆に殺してはいけないという抵抗感はもっと弱くなるはずだ。そうなってしまえば引き返すことなどできない。決定的に変わらねばならなくなってしまう。

　最近は、路地に座り込みじっと踞うずくまって一日の大半を過ごすことが多くなってきた。耐えるためだった。ただ当然ながら、いつまで保もつかはわからない。決けつ壊かいの時はたぶん、もう背後まで迫っている。あとは時間の問題か、或いは何かの切っ掛けか──。

　そんなことを考えていた時だった。

「やあ」

　俯うつむいていたイパーシの頭上で、声があった。

　いきなりだったせいで身体からだがぴくりと反応する。しかし敵意は感じられなかったので飛とび退のくまではいかない。眉まゆをしかめつつ、ゆっくり顔を上げた。

「眠っていたのかい？　こんな所で」

　そいつはこちらを見下ろしながら、にこやかに笑えむ。

「……誰だれだ、お前？」

　有あり体ていに表現すると、特徴のない人間だった。

　いや──特徴のなさ過ぎる奴やつだった。

　年ねん齢れいは十代後半か、二十代前半か。もしかしたら二十代後半かもしれない。若くも見えるしそこそこ歳としを重ねているようにも見える。まるで『青年』という年齢層の平均を取って圧あつ縮しゆくしたかのような、曖あい昧まいな印象があった。

　性別も一見してわかりにくい。顔立ちは整ととのっていたが、男にしては華きや奢しやだし、女にしては精せい悍かんだ。身体からだ付つきも同様で、瘦やせた男のようでもあるし胸のない女のようでもある。襯衣シヤツに服筒ズボン、薄うす手での外套コートという出いで立たちは男のものだが、性別を判断する根拠とするにはやや心こころ許もとない。長くも短くもない髪は薄茶、有り触れた色であり人種も判断できなかった。

　イパーシの問いに、そいつは軽く肩を竦すくめた。

「誰だ、か。そいつは答えづらい質問だね。名を告げてもきみは納得しないだろう？」

　変声期前の少年のような声音。

　ただし発せられた言葉はわざとらしいほど皮肉げだった。

「……ふざけてるのか？」

「まさか」

　凄すごんでみせるも、相手は動じない。

「ふざけている訳じゃない。でも、だったら……怪しい者じゃない、と言えば信じてくれるのかい？　残念ながらその釈明はできないな。何故なぜなら私は、怪しい者だからね」

　イパーシは膝ひざを立て、腰に差した剣の柄つかへ手を遣やった。

　相手に殺気はない。肩を竦めたままの仕し草ぐさで、無手の両腕を示すようにこちらへ掌てのひらを広げてもいた。にも拘かかわらず──構えなければならないような気がしたのだ。

　ここへ来てから手に入れた安物の鎧通しエストツクだったが、煉れん術じゆつを紡ぐには不足ない。

「ふふ、物ぶつ騒そうだね」

　相手は余裕を崩さない。

「だけど、物騒なだけだ。そんななまくらはよくないよ。品もなければ切れ味もないし、強度だって不足している。ああ、実によくないな」

「もう一度問う。貴様、何者だ？　目的は何だ？　俺おれに依頼でもあるのか、それとも……」

「そうだね」

　顎あごへ手を遣やって不敵に、

「私が何者か、次に挙げるうちから好きなものを選ぶといい」

　いかにもふざけているというふうに、笑う。

「煉術師組合ギルドからの使者──きみに暗殺の依頼を持ってきた。または王属煉術師──きみを殺しに来た。もしくは『辺獄院リンボ』の研究者──きみの身体からだに興きよう味みがある。或いは……」

「……っ！」

　イパーシは一挙動で立ち上がり、飛とび退のき、抜刀し距きよ離りを取る。

　煉術師組合ギルドだけならまだしも、王属煉術師や辺獄院リンボの名まで出した。

　それはつまり、

「貴様、俺の……！」

　こちらの素性を知っているということに、他ほかならない。

　だが、それでも。

「……或いは」

　そいつは剣先を眼前にしてなお怯ひるむ様よう子すを見せず、

「私はきみの協力者──レティックの遺志を継ぐ者」

　不意にそんなことを、言った。

「な、……に？」

　愕がく然ぜんとしたイパーシに向かって、

「もう一度忠告するよ、イパーシ＝テテス。なまくらはよくない。元々が質の悪い三流品なのに、度たび重かさなる煉術の使用でもはや見る影かげもないじゃないか。そんなものじゃ人は殺せない。そんなものじゃ、きみの欲求は満たせはしない」

　人好きのする、同時に人を嫌悪させる口く調ちようで。

「いつまでもここで踞うずくまって煩はん悶もんとしているつもりかい？　このまま生きるでもなく死ぬでもなく過ごすつもりなのかい？　きみの新しい身体……レティック＝ディーエ＝コーンフォールドから与えられた新しい人生は、そんなつまらないものなのかい？」

　妙な色気のある、けれど劣情を催させない態度で。

「違うだろう。きみには生きる目的があり、立ち上がる理由がある。少なくともきみの殺意は私に向けられるべきものじゃない」

　笑い、そして。

「これを使うといい」

　いつの間にかそいつの右手に、それが握られていた。

　イパーシは息を吞む。

　それは、剣だった。

　刃渡りは六十糎センチほど。柄つかを入れても七十糎センチを超えるかどうか。太く肉厚な左右対称の諸もろ刃はは単子葉植物の葉を切り詰めた如ごとき形状で、大陸で古代から用いられている闘剣グラデイウスに似ていた。

　もっとも『武器』と形容していいのかどうかは疑問である。

　刀身すべてが、半透明の赤い、宝石じみた外殻で覆おおわれていたのだ。

　外殻。まさしく外殻としか言い様がなかった。

　紅玉ルビーにしては安っぽく、色いろ硝子ガラスにしては仰々しい。鉱物のように輝かがやきながらも鮮せん血けつを煮凍りゼリーにしたかのような生々しさで以もつて、中に閉じ込められた鋼はがねの刀身を赤く染めている。

　一いち瞥べつしただけでは、細長く大きな鉱石に柄をくっ付けただけの『奇妙な物体』にしか見えないだろう。中に埋もれた刃やいばに気付いたところで脅威は感じない。

　ただ。

　外殻そのものの表面はごつごつとしていたし、中の刃に沿って先端を尖とがらせ周囲を鋭するどくさせている。硬度さえ充分であれば、人体を削り斬きることくらいは可能かもしれない。

　イパーシは故に、その剣に対して、奇妙な美しさと異様なおぞましさを覚えた。

　生なま唾つばを飲み込む。

　指先が震ふるえていた。それはさっきまでの、殺人欲求を耐えていた時のものと根を同じくする──いや、根は同じでも感情は逆だった。即すなわち、渇望。

「ふふ」

　呼吸を荒くするイパーシを笑うと、そいつはぽつりと口にした。

「アイリスの四番」

「アイ……リス？」

「この剣の名だよ。アイリスの名くらい、きみも知っているだろう？」

　煉れん禁きん術じゆつによってこの世にあり得ない武器を創造した『魔ま剣けんの母』、アイリス＝キャリエル。

　この宝石に覆われた奇妙な剣は、その四番目だというのか。

　つまりそれは、あの少年と同じということだ。

　忌いま々いましいあの人造人間ホムンクルスが持つ湾刀に、匹敵し得うる力ということだ──。

「欲しいかい？」

　ざくり、と。

　剣が地面へ無造作に突き刺された。

　手を伸ばす。

　柄つかに触れた。温かい。

「なら、手にするがいい。きみはまだ卵なんだ。これと同じ、殻に閉じこもった卵さ。つまりは孵ふ化かして雛ひなになる可能性を秘めている」

　まるで後押しするかのような、意味ありげな言葉。

　けれどイパーシの耳にそれは届いていなかった。そいつ──男か女かも定かでない不気味な人物のことなど既に、視界からはおろか頭からも消えている。正体すらどうでもいい。

「く……は」

　もはや気になるのはただ、この剣のみ。

　美しくも怪しい、抗あらがいがたい魅み力りよくを持った魔ま剣けん『アイリスの四番』のみだった。




　握った柄は象ぞう牙げに似た高貴な手触りがする。

　灰はい色いろ街がいの汚い空気の中にあってなお、刀身を覆おおう宝石の光は澄すんでいる。

　片手で軽く振ると、手て応ごたえのある丁度いい重さだった。

　さっきまで持っていた安物の鎧通しエストツクなど、これに比べれば子供の玩具おもちや以下の代物だ。

　どんな素す晴ばらしい力を持っているのか。

　煉れん術じゆつは通るのか。

　いや、それよりも──、

　この荒削りな表面で女の肌を挽ひき裂いたらどんなふうに血が飛し沫ぶくのだろうか。

「は。はは。ははははっ！」

　イパーシは笑った。

　声をあげて哄こう笑しようした。

　この赤い輝かがやきが、自分の胸に滾たぎっている汚らしい欲望をすべて包み込んでくれそうな気がした。それはまさしく宝石の中にある刀身と同じだ。たとえ刃やいばの鋭するどさが世に認められずとも、赤い殻を血で濡ぬらすことできっと満たされるに違いない。
















　今日きようの匍都ハイトは昼でも薄うす暗ぐらいほどの曇くもりだった。

　雨が降りそうで降らない、そんな空模様である。市民たちはさぞ洗せん濯たくができずに眉まゆをしかめているだろう。けれど地下深くにあっては、晴れていようが雨が降ろうが何も変わりはしない。冬になれば少しは肌寒くもなるが、それでも普通の家屋と比べて寒暖の差は少なく、そういう意味では過ごしやすい環かん境きようと言えるのだろう。

　もちろん、黴かびや虫すらも生きられない濃のう度どの毒気にさえ耐えられればの話だが。

　先代王妃の慰い霊れい塔とう、その地下。アルトの住まう牢ろう獄ごく。

　フォグはその中で揺り椅い子すに腰掛けながら、ぼんやりと本を読んでいた。

　壁かべの燭しよく台だいのみが光であり昼夜の区別などないこの部へ屋やにも、午後の怠たい惰だな空気は発生するらしい。頁ページをめくる指先ものんびりとしていた。

　実際のところ、手て慰なぐさみである。牢獄は本を読むのに適した明るさでもない。

　──とはいえ、それは自分にとっては、だ。

　顔を上げて、目前、寝台ベツドの上を見た。

　ここの主たる姫君は、部屋着ネグリジエ姿のまま寝そべって足をぶらぶらとさせながら、鼻歌交じりに絵本を眺めている。部屋が薄暗いことなどまるで気にも留とめていない。

「灯あかりを作ったらどうですか？　アルト」

　だから呼びかけてみる。

　鼻歌が止やみ、彼女はこちらを一いち瞥べつした。

　また鬱うつ陶とうしいお小言が始まった、という顔だった。

「そんなことしなくても、別に読めるもの」

「暗いのに慣なれすぎるとよくないですよ。外に出た時、陽ひの光で目を傷めてしまいます。……その調ちよう子しじゃ『日光浴』も満足にしていないのでしょう？」

「……むー」

　こちらを睨にらんできたアルトに、フォグは溜ため息いきを吐つく。

　お小言といえばそうかもしれないが、事実、壁の燭台も、彼女自身の輝かがやく銀髪も、透き通るような白い肌も、部屋を照らすにはまるで足りない。

「ついこの前、お外に出たばかりじゃない」

「この前って……もう二週間も経たってるじゃないですか。そんなことじゃ駄だ目めです。本当なら毎日ちゃんとした方がいいんですよ？」

　アルトは唇を尖とがらせていたが、フォグが視し線せんを外さないのに観かん念ねんしたのか、やがて小声で「わかった」と呟つぶやくと、寝そべったままの姿勢で右手を、つ、と横に出す。

　牢獄の中に満ちる花の香りが、揺らめいた。

　それはアルトの右腕にまとわりつき、淀よどみ、捲まき、変質し、可視化する──多数の黒い直線から成る紋様として、貼はり付いた右腕を苗なえ床どこに、まるで小さな樹きのように。

　腕を起点に描かれた煉れん術じゆつ陣じんが更に媒介となり、周囲の毒気にアルトの意志を伝達する。異世界たる煉れん獄ごくの大気を、この世にあり得ない仮想物質へと置換させていく。

　それは、光球。

　太陽と同じ色の光を放つ、手て鞠まりほどの大きさをした塊だった。

　アルトが『たいよう』と名付けているそれは、ふわゆらと宙を浮き、天てん井じよう近くで静止する。照らされた牢獄の中が、まるで昼のように明るくなった。

「……眩まぶしいわ」

　右腕の煉術陣をそのままに、アルトは眼めを細め顔をしかめる。

「我慢してください。半時は消しちゃいけませんよ」

「フォグの意地悪……」

　意地悪と言われても、やめさせる訳にはいかない。

　たとえ煉獄の毒気を常に纏まとい続ける特異体質であっても、根本のところは人と変わらない。アルトだって、陽ひの光から遠ざかったままでは健康を害すのだ。

　だから幼い頃ころから、この『たいよう』の光を定期的に浴びさせるようにしている。ただやはりフォグがいない時は怠なまけがちであるし、やらせたらやらせたで面めん倒どうくさがるのが常なのだが──まあ、素直に従う日も多いから、単に気分で反抗しているのだろう。

　そうしていると、牢獄の外で階段を下りてくる気配けはいがあった。

　ここへ来るのはフォグ以外だと当然、ひとりだけである。

「おや、日光浴中ですか？　……って、うわ、眩しっ！」

　格子越しにひょい、と顔を出したイオ＝テリーヌは、無む警けい戒かいに『たいよう』を直視してしまい小さな悲鳴をあげた。片手で目を覆おおいながら慌てて一歩を下がる。

「ほらフォグ、イオも眩しいって言ってるわ。もういいでしょう？」

「いや、よくないですよ。イオさんが眩しがっているのは単に間抜けなだけです」

「あんたねえ、言うに事欠いてそんな……あーもう、しぱしぱする……」

「中が明るいのは階段からでも見えたでしょう？　いきなり覗のぞき込むからですよ」

「……確たしかに、イオは間抜けだったわ」

「姫様までっ!?　酷ひどいです！」

　イオは目を擦こすりつつも大仰に嘆いてみせる。その様よう子すが可笑おかしいのか、アルトはくすくすと笑った。道化を演じているのか素でやっているのかはともかくとして、この侍女メイドは主人を朗らかにさせるのが得意だ。フォグは彼女のそういうところを尊敬している──もちろん皮肉でなく。堅物の自分には不得手な分野だった。

「で、どうしたんですか？　降りてきた用件は」

「あー。うん」

　ようやく目が治まってきたのだろう。イオは強い瞬まばたきを繰くり返しつつも破顔し、

「胡桃くるみを煎いったから、持ってきたの」

　脇わきに抱えた木籠バスケツトを胸の前に掲げた。

　──またこの人は甘やかすようなことを。

　そう反射的に思うが、口に出すのを堪こらえる。

　アルトが胡桃の味を知ったのは、一カ月ほど前の外出でだった。

　あの時に泊まった宿屋『黒くろ豹ひよう亭てい』で出された麵麭パンの中に入っていたこの木の実は、今やすっかりアルトのお気に入りとなっている。

　恐らくは、もういない友人──キリエとの思い出によって。

　それは故人を偲しのぶということ。彼女に育ったまともな感情。

　だから小言などで水を差したくはなかった。たかが胡桃、しばらくは存分に食べさせてやればいいと思う。栄養もあることだし。

「姫様、どうぞ。フォグ、何してるの？　さっさと取りにきなさい」

「はいはい」

　とはいえ、至れり尽くせりなのにはちょっと笑ってしまう。

　木籠バスケツトを受け取って包みを開けると、煎ってあるどころではなかった。殻は既になく、割って取り出した後で選別したのか大粒のものばかり。塩もきちんと振ってある。

「イオさんも食べますか？」

　問うと、案の定な答えが返ってきた。

「私はいいわ」

「まあ、もう小さい奴やつをつまみ食いしてきたんだったらお腹なかいっぱいでしょうけど」

「……っ、煩うるさいわね！　余計な詮せん索さくはしなくていいの！」

「食べ過ぎると鼻血が出ますよ」

「あんたはほんとそういうとこ可愛かわいくないわね、昔っから」

「お茶は飲んでいくんですよね？」

「うん」

　木籠バスケツトの中には胡桃と一緒に茶道具一式が入っていた。陶杯カツプは三つ。ちゃっかりしている。

　イオはフォグの手にある木籠バスケツトから陶杯カツプをひとつ取ると茶壺ポツトから紅茶を注ぎ、自分は牢ろう獄ごくの入り口、階段へと腰掛ける。さすがに中でという訳にはいかない。

　取って返すと、アルトは既に起き上がり胡桃を待ち構えていた。

　右腕に貼はり付かせていた煉術陣は、いつの間にかなくなっている。もう術式を稼か働どうしておかずとも充分だと判断したのだろう。毒気が濃こいこの牢獄では、煉術によって作った仮想物質も屋外より遥はるかに長く留とどまることができる。

　木籠バスケツトから出した包み紙を受け取ると、寝台ベツドの上に広げて胡桃をつまみ始めた。その仕し草ぐさは小動物のようであったが、気品が感じられるのは生まれ持った美しさのせいか、或いは彼女が王族であるせいか。それはどちらも同義なのかもしれない。王女として躾しつけられてきた訳ではないにせよ、身体からだに流れている血はふたつの国の王家のものなのだから。

　お茶を注いだ陶杯カツプを寝台ベツドの横にある棚へ置き、フォグは揺り椅い子すへ戻った。

「姫様、どうですかー？」

　間延びした声で牢ろう獄ごくの外から問うてくるイオに、アルトは頷うなずく。

「美味おいしいわ」

「フォグにはあげなくていいですからねー」

「いや……これをひとりで食べるとそれこそ本当に鼻血を出しますよ」

　包みの中の胡桃くるみは山盛りというに相応ふさわしい量であった。ふたりで分けてすら多いくらいだ。

　ひとつ手に取って囓かじりながら、アルトが上目遣いにこちらを見た。

「……欲しい？」

「アルトがくれるというなら」

「フォグがどうしてもというのなら、あげないこともないわ」

　何故なぜか得意げである。

　どうも、さっきのお小言の仕返しをしているつもりらしい。

「あら、フォグにもお恵みとはさすが姫様、お優やさしいですね」

　余計な混ぜっ返しをしてくるイオに一いち瞥べつを送り、フォグは苦笑した。

「そうですね。美味しそうですし、少し分けてもらえませんか？」

「ふふん、だったら仕方ないわね！」

　アルトはにやりと不敵に笑えむと、包みを両手にこちらへ差し出してくる。

「……でも、あんまりたくさん取っては駄だ目めよ？」

「ありがとうございます」

　三つほどつまみ、自分の掌てのひらへと載せた。本当に大粒のものばかりで、割れたり欠けたりもしていない。そうしたものはすべて取り除いてあるのだ。さぞ手間がかかっただろう。

「イオさんは、いい奥さんになれますよ」

　冗じよう談だん交じりに外へと呼びかける。

「はいはい。あんたはまたそんな皮肉を」

「本当ですって。こういう細やかさ、男性は喜ぶと思いますよ」

「……っ！　な、なによいきなりおだてて！」

「いや、僕だっていつも皮肉ばかり言っている訳じゃありませんし」

　というか、そこまで口が悪い方でもないと自分では思っている。

「イオ、結婚をするの？」

　きょとんとした調ちよう子しで発せられた主人の質問に、侍女メイドは大慌てで答えた。

「し、しませんよ！　相手もいませんし……それに、仮にいたとしても、私は姫様以外の方に胡桃くるみを煎いるつもりなんてこれっぽっちもありませんからね」

「そうなの？」

　アルトはそっけなく言って胡桃をひとつ口に放り込む。たぶんよくわかっていないのだろう。イオが自分に忠誠を誓っていることも、忠誠心を持たれることの意味も。

　ただ、相手の言葉が好意的なものであることは理解したらしい。アルトの唇が僅わずかに綻ほころぶ。嬉うれしそうなその表情は、胡桃の味だけによるものではないだろう。

　彼女たちの遣り取りを微笑ほほえましく思う一方で、フォグの心は少しだけ痛んだ。

　実際のところ、イオ＝テリーヌが夫を持つことは、恐らく未み来らい永えい劫ごうあり得ない。

　既に身み罷まかったはずの王族──アルテミシア王女が生きている事実を、秘密を知っているということは途方もなく重い。イオが家族を持つなどというのは、密書を封じた蠟ろうへ火が当てられるに等しかった。王族たちがそんなことを許す訳がない。

　本来なら平民出の侍女メイドが負うような責務ではないのだ。いや、平民出の侍女メイドだからこそ切り捨てようと判断された時にはあっさりと切り捨てられる。イオがほんの少しでも口を滑らせれば、口を滑らせた相手ともどもに胸を刺し貫いた上で玲无レイム川がわへ投げ込まれるだろう。

　それを命じられるのは、もしかしたら自分かもしれない。

　もちろんイオの持つ毒気への耐性は天てん賦ぷといっていいもので、そうそう代わりの適任者が見付かるはずもないから多少のお目こぼしは与えられる。けれどやはり、自分たちが過ごしているこの安あん穏のんは剃刀かみそりの上に載った危ういものでしかないのも確たしかだった。

　とはいえ、思い悩んでも仕方がない。

　どんなに未来が危うくても、先が見えなくても、笑って生きることはできる。笑えないことへの理由にしてはいけない。それはフォグもアルトも、イオだって同じなのだから。

「ねえ、フォグ」

　指についた塩を擦こすって払いながら、アルトが尋きいてきた。

「今日きようはずっとここにいる？」

「ええ」

　だから紅茶をひと口飲み、頷うなずく。

「今のところ、急ぎの仕事はありませんから。今日はアルトが寝るまでここにいますよ」

　その返事に、彼女は無邪気な笑顔えがおを浮かべた。

「だったら、今日は夜よ更ふかししてやるわ」

　意地悪なのか、それとも単に嬉しいのか──どちらともか。

　わからないけれど、少なくとも彼女の笑顔を見るためであれば夜更かしをしてもいい。もっとも、この姫君は夜に弱い。九時を過ぎればその銀髪を枕まくらに散らしてしまうだろう。
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　予想に反してアルトは十一時頃ごろまで眠ろうとしなかった。

　九時から先はずっと欠伸あくびばかりしていたが、一いつ緒しよにやった卓上ボード遊技ゲームがなかなか終わらなかったのもある。すっかり白はく熱ねつしてしまい、牢ろう獄ごくを辞したのは日が変わる直前だった。

　そして自宅へ帰ったフォグは、手紙受けに呼び出し状が差し込まれていることに気付く。それは『辺獄院リンボ』からで、ここひと月ほどずっと待っていたものでもあった。

　一夜明けて、昼前。

　早めの昼食を摂とった後、書状にあった時間通りに辺獄院リンボへと出向いた。

　呼びつけたのは向こうであるのだがそんなことはお構いなくいつも通りの煩はん雑ざつな手続きと厳げん重じゆうな身体検査を経た後、奥へと案内される。見み慣なれた扉を開けると、これもすっかり見慣れてしまった本の山。分け入って、その奥へいる人物へと声をかける。

「来ましたよ、トリエラさん」

「うん」

　トリエラ＝メーヴ。

『辺獄院リンボ』鍵けん器き開発部門副部長である彼女は、机の縁へりに腰を預けた姿勢でフォグを出迎えた。

　化粧っ気のない顔、そして飾るつもりのない質素な服装。ぞんざいに羽は織おった白衣すら、あちこちが薄うすく汚れている。元々の恵まれた容姿──柔らかそうな蜂はち蜜みつ色いろの髪や整ととのった顔立ち、すらりとした肢体のすべてを、まるで疎うとんじているかのような格好だ。

　実際、そう思っている節はあった。研究者である彼女が何よりも追究しているのは学問だ。煉獄の、煉術の、鍵器の、より深い、より濃こい、より詳しい知ち識しきである。

　知識を得ることがすべてに優ゆう先せんし、知識を得るためにはどんな犠ぎ牲せいも厭いとわない。研究者というのは得てしてそういうものだろう。まして彼女は、瑩えい国こくで最先端の煉術研究機き関かんにおいて、二十一という年ねん齢れいでありながらいち部門の副部長として働いているのだ。飛び抜けた頭脳だけではここまで昇進できるはずがない。そんなものはこの建物で働く者全員が持っている。

　知識に対する常人離ばなれした執念とそれを支えるある種の欠落が、たぶん彼女にはあった。

　自分の顔に塩酸をかければ煉獄の深しん淵えんを覗のぞかせてやると悪あく魔まに言われたら、果たしてどうするだろうか。さすがに断ると思いたい。そういうことができる人間は、いずれ知識の代わりに知識以外のすべてを捨てて、狂うのがわかりきっている。ローレン＝エヌ＝コーンフィールド──煉禁術を用いて人造人間ホムンクルスを創造した、フォグの親のように。

　まあ、ローレンと比すのはさすがに憚はばかられるか。

　彼女との付き合いも長いが、そこまで決定的に欠落している印象はない。ただ、身なりに気を配る暇があったら研究の方を優先するというだけ。

「約束の時間より、一分二十秒遅刻よ」

　トリエラは腕うで時計どけいを一いち瞥べつしてにやりと笑った。
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　どうも最近お気に入りの科白せりふらしい。ここ一カ月で、もう五度め。

　実際に遅れていなくても「遅刻よ」と言われ「遅れていない」と反はん論ろんすれば「私の時計では遅れているわ」と返ってくる。だったらと謝しや罪ざいすれば「責めていないわ、単に事実を指摘しただけ」──さすがにフォグもそろそろわかってきた。これは、遅刻を指摘して相手がどう反応するのかを眺めるという趣しゆ味みの悪い遊びだと。

　他者との付き合い方が少しずれている、これも彼女の欠落かもしれない。

「そうですか」

　だから努めて無表情で、受け流す。

「ん、遅刻してきたっていうのにひと言もないの？」

「気になるなら、自分の時計を一分二十秒ほど巻き戻せばいいでしょう」

「……あらまあ」

　トリエラはフォグの切り返しに感心したようだった。

「なるほど、そういう身勝手さもあるのね。……私の身勝手には身勝手で返すのか。でも残念。今回、私の時計は遅れていないの。ただの一秒もね」

「だったら謝あやまった方がいいですか？　ただしトリエラさんにではなく、時間という絶対的な規律に対して。でも、あなたも時間を遊び道具に使っているんだから同罪ですよ」

「まったくその通りね。ぐうの音も出ない。完かん璧ぺきだわ」

「完璧ついでに、僕の依頼はどうなんです？」

　それなりに楽しい会話だと思ってしまった自分に少し呆あきれつつ、話を本題へ持っていく。

「呼び出しがあったということは、できたってことでいいんですよね」

「それこそ完璧ね」

　得意げな顔をして、トリエラは立てた親指で自分の背後、机の上を示す。

「そこにある。悪いけど自分で取ってくれる？　こんな重いもの持てやしないわ」

　言いながら脇わきへと一歩退どき、フォグを手招きした。

　机の前へと歩み寄る。

　そこに置かれたのは、ひと振りの湾刀だった。

　鞘さやには納められていない。緩ゆるやかに曲がった三十糎センチ弱の刀身、内反りについた刃やいば。

　フォグの愛剣──『アイリスの十六番』である。

「しかし正直なところ、鋳い溶とかしてみたかったわね、それ。残念」

　柄つかを握って持ち上げたフォグへ、残念そうにトリエラが溜ため息いきを吐つく。

「重量、二十瓩キロ。高密度の仮想鉄を現世に定着させたのか、それとも普通の鉄を何らかの術式で圧あつ縮しゆくしてるのか、或いはもっと別の途方もない手段を使ったのか……さすがに悪名高き『アイリスの魔ま剣けん』、外から調しらべただけじゃさっぱりわからなかった」

　煉れん禁きん術じゆつを用いて作成された物質、つまりは煉禁術そのものを前にして好奇心を隠そうともしない。辺獄院リンボの研究者でなければ、興きよう味みを示しただけで犯罪行為だ。

　こういう性格はやはり、ちょっとばかり危ういと思う。

「鋳溶かすのは勘弁してくださいよ」

　フォグは苦笑した。

「これは僕にとって必要なものなんです。それに、依頼したのは刀身の研究じゃありません」

「わかってるわよ。だから残念だって言ったの」

　自分がこれを辺獄院リンボに、ひいては鍵けん器き開発部門に預けたのは、まったく別の理由からである。それは実際のところ、刀身とは関係がない。

「完璧、と言いましたよね？　試してみたい……けど、ここじゃさすがに無理か」

「遠えん慮りよしてくれると助かるわ。私の研究室だもの」

「それにしても……」

　手の中にある『アイリスの十六番』、その柄を凝ぎよう視しした。

「自分で依頼しておいてなんですが、よくもこんな短期間でできましたね」

　刀身との結合部、鍔つばの部分から伸びる把とつ手て。指をかけ、遊びを確たしかめるように軽く握った。

　微かすかな抵抗を感じる。押し込めば『作動する』はずだ。少し前まではただの偽装だったこの装置は今や、偽装ではなくなっていた。

　フォグの依頼というのはつまり、ここに本物の鍵けん器きを仕込むことである。それも、この国で普及している『愚者の石グラクシール』を使ったものではない。

「出力はどうです？」

「問題ないわ、私は天才なの」

　トリエラは言った。

　冗じよう談だんめかしつつも、自信に満ちた声こわ音ねで。

「でも、大変だったのは確たしか。なにせ起動方式がまるで違うもの」

　動力源は──『グラフの数珠じゆず』。

　悳とく国こくが開発し、二カ月前の聖堂爆ばく破は計画を境に瑩えい国こくへ密みつ輸ゆされ始めた例のあれだ。

　彼女の言葉通り、無茶むちやな注文ではあっただろう。

　本来の『グラフの数珠』は、煉れん獄ごくの扉を開くための儀ぎ式しきとして『起きろレエゼ』という言こと霊だまを用いている。それを『愚者の石グラクシール』のような物理的衝しよう撃げきに置き換えた上で、出力はできるだけ下げずにおく──一カ月足らずでできたのだから感嘆する他ほかない。

「結局、ほぼ一から作り直したに近いわ。でも、お陰で『グラフの数珠』の仕組みは完全に解析できたからむしろありがたかったかもね。……まったく恐れ入る。扉の拡大と維持に煉れん術じゆつ陣じんを使うならまだしも、それをレテュイン文法の円えん環かん直列でやっちゃうなんて。専門家じゃ逆に思い付きもしない。無知が故の偶発的な発見だったのかしら？　それにしたって、ちょっとした発想の転換は必要な訳だし……莫ば迦かの失敗に才人が学んだ、って感じ？」

　と、楽しげに語り始めるトリエラ。

「いや、すいません。僕に言われても、その……」

　フォグは慌ててそれを遮さえぎった。

　正直なところ、専門的な会話にはついていけない。

　レテュイン文法のことは一応、知っている。煉術陣を描く際の計算式で、これを用いて作成した陣は小型で簡かん素そとなる代わりに術式の独自性を欠く──だったか。

　とはいえあまり詳しくはない。推測するに、レテュイン文法で構築した小型の煉術陣で煉れん獄ごくの扉を拡大、維持できるということが瑩国の研究者にとっては新しん鮮せんだったのだろう。

「あ、悪かったわね。ユヴィオールじゃあるまいし、その辺はわからないか」

「……ユヴィオール？」

　覚えがあるようなないような名だった。

「ユヴィオール＝カタシェレティス。きみと同じ、王属煉術師よ。知らない？」

「すいません、僕は別動隊なんで」

「ここの職しよく員いんと議ぎ論ろんできるくらい博学なの。実践主義者の多い煉術師にはちょっと珍しいくらいね。研究者としてもやっていけるんじゃないかしら、あいつ」

「あ」

　それで思い出す。聖堂爆ばく破は未遂事件の際、実行犯によって組まれていた煉れん術じゆつ陣じんが爆発系であることを見抜いた王属煉術師だ。確たしか、他ほかならないトリエラの口から名を聞いた。

「そのユヴィオールさんと仲がいいんですか？」

「頭のいい男は好きなのよ、私」

「おや。でも、好きなのは頭のいい男じゃなくて、いい頭でしょう？」

「ご明察。できるなら部下に欲しいのよね……なかなか首を縦たてに振ってくれないんだけど」

　失礼な話だが、彼女が男性と睦むつまじくしている絵が想像できない。そんな暇があったら煉術陣の文法をひとつ暗記できるじゃない、などと言いそうである。

「そういえばさ。依頼があったからやったはいいけど……きみ、それをどうするの？」

　トリエラは、フォグが手に持ったままの湾刀を指差した。

「フォグくんは天てん堂どう騎き士しでしょう？　そんな大出力の鍵けん器きを装着しても意味がないじゃない。それとも、煉術師に転身でもするつもり？」

「使いよう、ってことですよ」

　フォグは片目を瞑つむってみせた。

　鍵器部分の安全装置を施せ錠じよう、把とつ手てが誤作動を起こさないようにしてから鞘さやへ納め、

「僕には完全耐性があります。だから、この量の毒気はそれだけで武器になる」

　誤ご魔ま化かし半分、事実半分のことを言った。

　フォグの正体を、トリエラは知らない。

　毒気に対しての完全な耐性を持っていることは教えているが、フォグが対外的に使っている『たまたま持ち合わせて生まれた特異体質』という説明を、そのまま信じている状態だ。フォグが人造人間ホムンクルスであること、ひいては毒気への耐性が耐性などではなく、毒気を喰らって人間を超えた膂力と反射神経を得る特性であることは、アルトの出自に次ぐ秘ひ匿とく事項であった。

　もっとも完全耐性という表向きの方便すらトリエラにとっては興きよう味み津しん々しんな現象らしく、もしきみが死んだら身体からだを引き取らせて欲しい、などとたまに冗じよう談だんめかして言われる──ひょっとしたら半分くらいは本気なのかもしれないが。

　ともあれ、この身体と『グラフの数珠じゆず』の持つ大出力を組み合わせない手はない。

　トリエラに説明した通り牽けん制せいとして使うこともできるし、フォグ自身が喰くらって力にすることもできる。相手の強さに応じて吸収量を変えることで、力の調ちよう節せつも効く。

「なるほど、使いよう、ねえ。そういうものなのかしら。私はそういう戦せん術じゆつ論ろん、よくわからないけど……。でも正直、無茶むちやを言ってくれて助かったわ。解析するいい機き会かいだったもの。お陰で『グラフの数珠』はもう、うちで量産することも可能よ」

「……するんですか？　量産」

　眉まゆをひそめたフォグへ、トリエラは残念そうに笑えんだ。

「あくまで理論上、よ。あの小さな珠たまに煉れん術じゆつ陣じんを組み込むのははっきり言って匠たくみ仕事だわ。この国の職しよく人にんにそれができるかどうかってところ。やらせるにしても、あっちから買った方が安く付くかもしれない。そういう意味じゃ、あれは実に悳とく国こくらしい仕事よ」

　悳国はかつて技術大国として名を馳はせた。今でこそ煉術による大量生産によって瑩えい国こくが産業を牛ぎゆう耳じってはいるが、機械の小さな部品を作成したりなどの繊せん細さいな手仕事が要求される分野においては、まだまだかの国に並び立つものはいない。

　ただしそのことと『グラフの数珠じゆず』を瑩国で生産するかどうかは別問題である。

「安心なさい。我が国は『愚者の石グラクシール』を捨てることはないわ。あの石の開く扉の大きさは──煉術が発明されてから二十余年──煉術師の健康と煉術の出力、それに規模、すべてにおいての最適解を目指した結果、長い間かけて決められたものよ。大きな力を持てば、人はそれだけ死に急ぐ。力の大きさをわきまえなければ尚なお更さら。『グラフの数珠』はその辺の煉術師が気軽に使っていいようなものじゃない」

「そうですね」

　クリスティーナ＝ウェインにケネス＝ブランドン、瑩国で一流と呼ばれる煉術師たちでさえも、大きな力に魅み入いられ、溺おぼれた。一方でレティック＝メイヤは劣勢時に激げつ昂こうしてなお『愚者の石グラクシール』しか使わなかった。恐らくは、それらが答えなのだろうと思う。

　力とはつまるところ生きるためのもので、死に急ぐためのものではない。ならば自らの生命を削るような力など、一時的な快楽以上の意味を持たないはずだ。

「今のところ『グラフの数珠』が市し井せいに出回ってるって話も聞かないですし、大丈夫でしょう。瑩国議ぎ会かいも裏から悳国へ圧力をかけているはずです」

　そうは言いつつも、フォグの心には薄うすい不安があった。

　灰はい色いろ街がいや酒場を中心に出回っている阿あ片へんは、法で禁じられてもなお匍都ハイトを蝕むしばんでいる。梅毒や淋りん病びようの類たぐいが流行しているにも拘かかわらず、売春宿への客足は衰えない。

　往々にして人は自らの生命と引き替えにしてでも一時的な快楽を求める。そして力というのは、阿片や娼婦よりも強烈な快楽となり得る代物だった。

　何より──力を求めてしまったからこそ、煉術はこの国に広まったのだ。

　今のところ、と自分は言った。

　それはまさに文字通りの意味でしかない。

　今のところ。つまり、明日あしたはわからない。

　だからこそフォグは自分の武器に『グラフの数珠』を仕込んでくれるようトリエラに依頼した。いずれ現れるかもしれない一時的な快楽に負けた者を相手に戦うために。けれどより強い力を求めた時点で、フォグに彼らを責める資格などありはしない。

「……矛む盾じゆんですね」

「なにが？」

「いえ、こっちの話です」

『グラフの数珠じゆず』が解析できたことに喜び──快楽を感じているトリエラも同類だろう。

　だからフォグが期待するのは、人の良心などではない。瑩えい国こく議ぎ会かいの外交手腕と、その結果として悳とく国こくにかけられる圧力だけだ。せめて悳国が諦あきらめてくれればいいと思う。自分の、ひいてはアルトの仕事がきついものにならないように。
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　辺獄院リンボを辞したその先の門口で、王宮から来た遣つかいの者が待っていた。

　今すぐ登城すべし、との命に、思わず肩を竦すくめる。

　午前も午後も呼び出しがかかるとはまるで使い走りだ。もっとも、それが自分の任務でもあるので文句は言えない。フォグの仕事は常に、誰だれかに呼びつけられることから始まる。

　そして時に──始まりは、とても回りくどい。

「フォグ、きみに呼び出しがかかっている」

　王宮内にある、王属軍総司令官執務室。

　部へ屋やの主にしてフォグの上司たるリチャード大だい公こう爵しやくの言葉に、フォグはつい失笑した。

「……はあ」

　呼びつけられた用件が、呼びつけられていることを知らせるものとは。さすがにそれは想像していなかった。これでは路地裏に描かれている矢印の落書きではないか。『真まっ直すぐ進め』『右へ行け』『角を曲がれ』『上を向けば』『莫ば迦かが見る！』──。

「なんだ？　なにか私はおかしなことを言ったか？」

「いえ、こちらの事情です。すみません」

「思い出し笑いとは、失礼な奴やつだな」

「仰おつしやる通りです」

　我ながら、仮にも王弟殿下を前に不敬な態度である。当のリチャードがこの性格でなければ絞首を言い渡されてもおかしくない。

「まあいいさ」

　言葉とは裏腹、気にしたふうもなく、リチャードは肩の力を抜くと笑った。

「私も、きみのそういうところを気に入っているのだよ。他ほかの貴族連中のように手て揉もみで媚こびを売られるよりはよほど心地ここちいい」

　だからつい、フォグも調ちよう子しに乗ってしまう。

「でしたら次から手揉みで媚を売ることにしますよ、大だい公こう爵しやく様」

「おい、そろそろ怒るぞ？」

　怒るというより苦笑を浮かべ、机の引き出しから葉巻を取り出すリチャード。

　燐寸マツチを擦すって火を点つけ、煙を吐き出して言う。

「まあ、怒るというのであれば、私はまさにこの件で怒るべきなのかもしれんがね」

「……どういうことですか？」

　フォグが問うと、

「怒るかどうかはきみの返答如何いかんではあるが」

　王弟は困ったように、けれど視し線せんを鋭するどくして、言った。

「呼び出しは『レキュリィの宴うたげ』からだよ、フォグ」

「……レキュリィ？」

　思ってもみなかった単語を聞き、さすがにフォグも眉まゆをひそめる。

『レキュリィの宴』。

　それは市民区域の一画、通称『特区シテイ』と呼ばれる場所に本拠を構える総合商社の名だった。

　この国で商あきないを行う職しよく種しゆのほぼすべてには、職業ごとに組合ギルドというものが存在する。紡ぼう績せき工こう場じようや製鉄業などの大きなものから、鍛冶かじ屋やや書店などのような製造業に販売業、ひいては宿屋や飲食店といった接客業、果ては女ぜ衒げんや、もちろん煉れん術じゆつ師しにも。

　それぞれ職種によって組合ギルドの機き能のうは異なるが、業界全体の利益と相互扶助を目的として作られた同業者の寄り合いであるという本質は変わりない。組合ギルドに所属することで彼らは自分たちの仕事を盛り上げ、食い扶持ぶちを確かく保ほしていた。

　そして──総合商社という肩書きでそれら組合ギルドすべてを統括し、瑩えい国こくの商あきないそのものを操あやつっているのが、即すなわち『レキュリィの宴うたげ』と呼ばれる組そ織しきである。

　本部のある『特区シテイ』は現在、国の政治機き構こうから完全に隔絶された場所となっている。柵さくで囲まれた五百米メートル四方ほどの広さを持ったその区画は彼ら直属の自じ衛えい軍ぐんによって治安維持がなされており、警察軍ヤードすらも立ち入ることが許されない。言ってみれば首都の内部にある小さな独立国だ。王家の威光も議ぎ会かいの政治力も、特区シテイへ影えい響きようを与えることはできない。

　そんなところから、フォグは名指しで呼び出されたのだ。

「正直、冗じよう談だんじゃない、と言いたいな」

　王弟にして大だい公こう爵しやくであり、王属軍総司令官──瑩国で三本の指に入る影響力と権力を有しているリチャード＝ミル＝ラエをして、冗談ではないと言わしめる。

『レキュリィの宴』は、それほどまでの組織だった。

「煉れん術じゆつ師し組合ギルドならともかく、その更に上だぞ？　きみはいったい何をやらかしたんだ？」

「……僕が知りたいくらいですよ」

　本音だった。まったく身に覚えがない。

　リチャードの言う通り、煉術師組合ギルドからの呼び出しならまだわかる。フォグは市し井せいの煉術師としてあそこに名前を登とう録ろくしていた。仕事の内容によっては、時として『組合ギルド所属の煉術師』という立場が必要となるからだ。

　ただやはりフォグの本来は、権力闘とう争そうの道具として働く王の傀かい儡らい。人造人間ホムンクルスという出自を加味するなら、生きている禁忌である。王家がそんなものを飼っているという意味では、アルトと同様に歩く醜聞とさえ言える。

「本来なら断りたいところだ。きみは機き密みつの塊だからね」

「念のために尋ききますが、呼ばれているのは僕だけですよね？」

「ああ。幸いにもね」

　アルトは煉れん術じゆつ師し組合ギルドに所属さえしていない。フォグと違い表立って動くこともほぼなく、かろうじて王属軍禁衛遊ゆう撃げき隊たいの名めい簿ぼに名前が確かく認にんできるのみだ。その名簿自体を手に入れることすら市民には不可能なはず。

　これで彼女まで一いつ緒しよに呼び出されていたとしたら、王族の着ている羽織物ガウンが夜な夜なひとりで外へ出掛けてお喋しやべりをしていないかどうかを疑う必要があっただろう。

「行く……しかないですかね」

「もう一度問うが、思い当たる節はないのか？」

「残念ながら。ひょっとしたら、王属軍所属という僕の立場が組合ギルドに露ろ見けんしたのかもしれませんが……だからといって、呼び出されるに足る理由になるとも思えませんし」

　本来の立場や任務を隠したまま組合ギルドに登録している煉術師など、掃いて捨てるほどいる。玩具おもちや屋やや本屋の組合ギルドでもあるまいし──そういった清せい濁だくを合わせて吞のみ込んでいかなければ、煉術師組合ギルドなどとても運営してはいけないはずだ。

「だとしたら、本当にわからんな。……すまないが、素直に行ってきてくれるか。レキュリィあそこばかりは我ら王族とて、どうしようもない」

　リチャードは珍しく、懊おう悩のうの溜ため息いきを吐ついた。

　もちろん断ること自体は可能だが、後々においてそれが何らかの損害へと繫つながる可能性があるから始末に負えない。有あり体ていに言えば、あまり強気に出られないのである。

『レキュリィの宴うたげ』は民衆の支持が極めて厚い。

　あの組そ織しきが行う組合ギルドの総括、商あきないへの取り組み自体は実に公明正大であり──それが故に、すべての組合ギルドから信用され、ひいては市民たちの信頼を勝ち得ている。本部周辺が治外法権の特区シテイとなっているのも市民区域が本部を中心に形成されているのも、その証あかしだった。

　あの組織に敵対するのは、市民に敵対するのと同義である。市民革命を経て誕たん生じようした立りつ憲けん君主制の下では、市民の感情を無視した政治などできはしない。

「大丈夫ですよ。無理難なん題だいを言われるって訳でもないでしょう」

　ただ、だからこそ『レキュリィの宴』そのものが、自分に害を為なすとも思えなかった。

「僕の立場や今までしてきたことを振り返って鑑かんがみても、彼らに大きな不利益を与えたことがあるとは思えません」

　もちろん最大級の警けい戒かいはしていくし、用件が想像できない以上、臨りん機き応おう変へんに対応する必要はある。が、自分を通じて王宮やアルトが危険に晒さらされるというのも考えにくい。

　リチャードはしかし、それでも寄せた眉まゆを崩さなかった。

　立場上楽らつ観かんできないのだろう。考え込みながら、言う。

「とにかく、経過はすべて報告してくれ。あと、向こうでは穏おん便びんにな。仮に何かあっても早まるような真似まねだけはしてくれるなよ」

「僕がそんな血気盛んに見えますか？」

　半ば呆あきれつつ抗こう議ぎする。

　だがここでは、相手の方が一枚上手だった。

「見えないから言っているのだよ。……きみはそうと決めたら冷静に腹を据えた上で、故意に早まった真似をする。血気盛んに早まってくれた方がよほど扱いやすい」

　王弟の返答はフォグを完全にやり込め、フォグは苦い顔で恭うやうやしく礼をする以外の手段を完全に奪われてしまうのだった。
















　今日きようも変わらず、匍都ハイトの空は灰はい色いろの雲に覆おおわれている。

　この天気が続き始めてからもう三日め。そろそろ誰だれしもが、いい加減に雨でもざんざ降ってからさっぱり晴れてくれればいいのにとうんざりしている頃ころだろう。外で肉体労働に勤いそしんでいる労働者階級の男たちだけは、暑くなくて過ごしやすいと喜んでいるかもしれない。

　フォグはといえば、やはりこの天気は少し困る。日光を浴びながらの外出は好きでも嫌いでもないが、外を歩いていて雨に見み舞まわれると難なん儀ぎであるからだ。特に今日のように、目的地が遠い場合はなおさら。濡ぬれ鼠ねずみになったまま歩くのは厭いやだった。

　市民区域とひと口に言っても、面めん積せきとしては匍都ハイトの七割以上を占めている。

　その中心部に『特区シテイ』は存在した。

　城からは歩いて二時間ほどの距きよ離り。馬車を使うかどうか迷った挙げ句に歩いてしまったが、空模様を見る限り選択を間違えたかもしれない。

　貴婦人たちが晴れの日に差している傘、あれは雨避けにぴったりな気がするのだけど……などと益やく体たいもないことを考えてしまうが、奇き矯きような振ふる舞まいで悪目立ちをする訳にもいかない。ただでさえ、貴族服を着た少年が街中をうろついていること自体が珍しいのだ。

　大通りを進み、商店街を通り過ぎ、煉れん術じゆつ師したち御ご用よう達たしの武器防具屋が居並ぶ物ぶつ騒そうな路地を抜け──城を出てからきっかり二時間。約束した時刻の十五分前。

　フォグはようやく、街を唐突に区切る鉄柵に行き当たった。

　右を見ても左を見ても続いている、フォグの背丈二倍ほどの高さの仕切り。

　聞くところによれば、一辺五百米メートルほどという。ほぼ正方形に街を切り取っていて、それはまさしく国境であった。この内側では瑩えい国こくの法律など通用しない。

　柵さく越ごしに見る限りはごく普通の街並みに見える。建物の造りも路地の雰囲気も、外側と殆ほとんど変わらない。民家らしきものもあれば何らかの店らしきものも並んでいる。だが民家に見えるのはすべて『レキュリィの宴うたげ』で働く者の住まいであり、店というのはつまり彼らが柵の中のみで生活するために設けられた施設でしかない。外部から隔絶されているという意味では、アルトの牢ろう獄ごくと似たようなものなのだろうか。

　柵に沿って外周を歩き、ようやく門を発見する。

　警けい備び員いんらしき男が前に立って守っていた。門そのものはやたらと簡かん素そ、気取ったところがまるでなく、それ故に無む機き質しつで空恐ろしい印象がする。

　制服姿の警備員に名を告げ、中に入れてもらう。佇たたずまいからして相当な手練てだれであることが窺うかがえた。腰に差した剣の柄つかには鍵けん器きが埋め込まれてもいる。

　門から続くのは大通りで、大通り沿いには各種組合ギルドの事務所が並んでいた。

　通りを行き当たった場所に、やや小さめの屋や敷しきが見える。

　あれが特区シテイの中心──『レキュリィの宴』本部だろう。

　民衆の支持厚いといっても『レキュリィの宴』という組そ織しきそのものは、謎なぞに包まれている。つまり、具体的に商社自体を取りまとめている長おさの顔を、誰だれも知らないのだ。

　社名に使われたレキュリィというのがその名だと言われてはいる。とはいえ女性名とも姓ともとれる響ひびきであるから、決め手にはならない。

　市民たちの間では、年経た老人であるとか、妙みよう齢れいの女性であるとか、実は高名な貴族であるとか、様々な噂うわさが飛び交っている。極端なものになると、年端もいかない少女だの仮面を被かぶった謎なぞの紳士だのの荒こう唐とう無む稽けいな人物像まで。もはや講こう談だんである。

　その正体を知ることができるとは思えないが──フォグ程度に会ってくれるのであれば謎として噂うわさになるはずがない──ともあれ中に招かれただけでも珍しいことなのだから、腹を据えて観かん察さつしてやるくらいのつもりでいよう。

　そんなことを考えつつ、屋や敷しきの玄関へ立った。

　扉の前に据えられた、狼おおかみの頭部を模した浮き彫りレリーフ。そいつの咥くわえた呼び出し輪ノツカーを数度、叩たたく。殆ほとんど待つことなく、ぎぃ、と音をたてて扉が開いた。

「フォグ殿でいらっしゃいますかな？」

　出迎えたのは、背広を着込んだ初老の紳士だった。瘦やせた長身、後ろへ撫なでつけた白髪、穏おだやかな物腰、伸びた背筋。世間の手本になるような執事バトラーの装いである。糸のように細い眼からはどんな感情も窺うかがえないが、むしろそれが好印象でさえある。

「はい。この度たびはお招きに預かりました」

　応こたえると、紳士は上品に一礼する。

「どうぞ」

　案内され屋敷の中へと足を踏み入れる。

　建物は、内装の意匠をはじめとして家具や調ちよう度ど品ひんに至るまで近代ロスジア調──三十年ほど前まで流行の最先端だった美術様式でまとめられていた。つまりこの建物は少なくとも三十年前に建造され、以降ずっと時代の趨すう勢せいを無視し当時のままを保っているということだ。

　持ち主の趣しゆ味みだろうか。

　だとしたら、けっこうな年とし嵩かさかもしれない。なにせこのロスジア調は、流行が過ぎ去った途端とたんまるで唾だ棄きされるように廃すたれ、今や前時代の象徴として嘲あざけりの対象にさえなっているものだ。煉れん術じゆつによって産業革命が成り、時代が刷新されたのが原因である。

　不覚にもフォグは、自分がどんな用件で呼び出されたのかという不安よりも、この屋敷、ひいては主人であるレキュリィという人物に対しての興きよう味みに心を奪われていた。匍都ハイトでも一、二を争う謎なぞとされるかの者の正体、果たしてどんなものなのか。もし叶かなうならば、会ってみたくさえある。そんなことを考えていると、執事バトラーが立ち止まった。

　二階、廊下を進んだ奥の一室。

　彼は扉の前で恭うやうやしく礼をし、静かな、けれどよく通る声をあげる。

「失礼します。連れて参りました……奥様」

　──『奥様』？

　フォグが眉まゆをひそめたのと同時、中から声があった。

「うむ、入れ」

　執事バトラーによって扉が開かれる。

　部へ屋やは、妙に薄うす暗ぐらかった。

　それもそのはずで、窓がひとつもない。部屋を照らす光は燭しよく台だい。壁かべに八箇所ほど、奥に据えられた執務机の上にひとつ、中央に置かれた小さな卓テーブルにひとつ。

　卓テーブルの背後に、長椅子ソフアがあった。

　そこに人がひとり、こちらを向いて寝そべっている。

　悠々と、泰たい然ぜんと。

「……よく来た。招きに応じてくれてご苦労」

　彼女は横柄に、同時に鷹おう揚ように、笑う。

　そう──彼女、だった。

　しかも、幼い。大人おとなふたりが座れば窮きゆう屈くつになるような長椅子ソフアに寝そべって全身が納まるほどに。せいぜいが十を超えた程度か、ともすればまだ下か。

　ただし態度や口く調ちようは、外見にまったくそぐわない。

　垂らした長い髪は炎か血のように鮮あざやかな赤毛。あちこちに髪留めや数珠じゆずなどの装飾品が鏤ちりばめられており、東方にある異国の貴族を思わせる。

　纏まとった服は舞踏着ドレスのようでもあるが、これも異国風の紋様が刺し繡しゆうで入っていた。裙スカートがやけに長く、歩く時は引ひき摺ずりそうだ。ただしそれ以外は身体からだにぴったりしている。大人のものを無む理り矢や理りに着ているのではなく、わざと背丈より長く拵あつらえているようだった。

　液体の満ちた硝子杯グラスを手にして弄もてあそびつつ、少女は口を開いた。
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「やれ、儂わしが労ねぎらっておるのだ。……せめて挨あい拶さつなりともせぬか」

　まるで年経た老婦人のような喋しやべり方かた。不釣り合いにもほどがある。

　もちろん驚おどろいてばかりもいられない。

　咎とがめられ、慌てて胸に手を当て礼をする。

「初めまして。お招きに預かりました。……王属軍所属、フォグにございます」

　対する彼女は見下すような態度のまま、言った。

「儂がレキュリィだ」

　それはあっさりと、フォグの虚を突くように。

「え……レキュ……リィ？」

　だとすると、この少女が。

『レキュリィの宴うたげ』の長おさにして、この国の組合ギルド、ひいては商あきないすべてを裏で支配する──。

　本当であれば、荒こう唐とう無む稽けいな講こう談だんこそが事実だったということになるが。

「そんな顔をするでない」

　少女は笑う。

　高貴さと高慢さを白粉おしろいに混ぜて塗ったような、そんな顔で。

「まあ、驚おどろくのも無理はない。とはいえ、驚くにはまだ早いかもしれぬよ、ぬしは」

「……、何を仰おつしやってるんです」

　眉まゆをひそめたフォグを嘲あざけっているのか、少女は余裕の表情で目を閉じ、息を吐き、それから開ける。だがそこで──彼女の視し線せんを見返した瞬しゆん間かん、フォグの背に妙なものが走った。

　得体えたいの知れないおぞましさ。

　緩ゆるやかな恐怖。

　違う。

　これは、

　おぞましく怖ろしい、懐かしさ──？

「ぬしはさっき、初めまして、と言うたな。だが儂わしは初めてではないぞ。ぬしのことをようく知っておる。ぬしも儂のことを知っておるはずだよ」

　少女は笑う。

「ただ、魂が知っておっても、頭が知っておるかどうかはわからんがな。何せぬしが生まれた時、儂はまだ蒸留器レトルトに繫つながれた三角壜フラスコの中だ」

　嗤わらい、

「儂わしの名はレキュリィ。名のみだ。姓はない。ぬしと同じくな」

　微笑わらって、告げた。




「久しぶりだな……兄様よ。儂はぬしの妹だ。嘆きの川コキユートスにおける第三円トロメア……客人に対する裏切りの称号を与えられた、『ローレンの雛ひな』の三番目よ」




　瞬間、身体からだは反射的に動いていた。

　背後へ手を遣やり、腰の湾刀を抜き放ちつつ大きく跳ちよう躍やく。部へ屋やの隅まで退さがって距きよ離りを取り、少女──いや、少女の貌をしたそいつを見据える。

「おやまあ」

　レキュリィはそれでも長椅子ソフアから動かず、硝子杯グラスの中に入っていた液体を悠々と飲み干す。

「葡萄酒ワインをもう一杯用意できるか？　カルブルック」

「今は無理でございます、奥様」

　扉の傍そばからいつの間に移動したのか。レキュリィの横で老ろう執しつ事じが厳おごそかに答えた。

　カルブルックという名らしい執事バトラーは、彼女のことを『奥様』と呼ぶ。

　それも含めて、すべてがフォグにとって不可解で、同時に警けい戒かいすべきことだった。

「くく。いきなり得え物ものを抜くとはな。ぬしは、儂に怨うらみでもあるのか？」

「……ふざけているんですか」

　自然、声も低くなる。

「あなたの言葉にはどこを切り取っても信しん憑ぴよう性せいがない」

「信じてくれと言うた覚えはないぞ？」

「だったら何故なぜ、そんなことを騙かたる！　あなたは何者だ!?」

「だから言うたろう。ぬしの妹だ、と」

「そんなことが……！」

　あるかないかと言われれば、わからない、としか言い様がない。

　生まれたばかりの頃ころの記き憶おく、つまりローレンの研究室で過ごした日々のことはもはや大半がおぼろげだった。他ほかのきょうだいたちの顔も知らないから尚なお更さらだ。ましてや創成途中の人造ホムン人間クルスに知性や意い識しきがあるのか、どんな形をしているのかなども──いや、そもそも製造方法が同じだとも限らない。真偽を確たしかめようがなかった。

　しかし、だからこそ噓うそではないかもしれないのだ。

　少なくとも相手はフォグの出自を知っていて、更にはフォグが噓かどうか判断できない言葉を投げかけてくる。あからさまな噓でもなく事実とも言い切れないことを口にできるというのは、すべてを知っている証拠なのではないか。

　こちらの疑心暗鬼を見抜いたように、少女が肩を竦すくめた。

「信じてくれと言わぬのはな、ぬしが信じるに足る証拠を儂わしが持っておらんからだ。残念なことに、儂はぬしと違い、煉れん獄ごくの毒気を喰くろうて力にすることなどできぬ。まあ……儂ら『ローレンの雛ひな』はみな、何らかの方法で毒気を克服してはおるのだがな」

「だったら、それを見せてくれればいい」

　フォグは『アイリスの十六番』を掲げ、鍵けん器きの把とつ手てに指をかけた。

「毒気なら、ここにあります」

「見せてもいいが、つまらんぞ？」

　レキュリィはゆっくりと首を振った。

　外見に似合わない、世間擦ずれしたような仕し草ぐさで。

「儂の特性である『供犠の血トロメア』はな、言わば煉獄との共生だ。儂にとって毒気は、大嫌いな香りであり、しかしそれ以上ではない。つまり、毒気に不快感を持つが寿命までは縮ちぢまない……どうだ、つまらんだろう？　それに証拠にもならぬ」

　これもやはり噓うそか本当かの判断がまったくつかない。

　高こう濃のう度どの毒気を大量に吸わせればいいのかもしれないが、時間がかかりすぎる。

　ただ、つまらん、という彼女の言葉にだけは同意できた。

　煉獄の毒気を喰くらって力にするというフォグの特性は、確たしかに毒気の克服である。二番めの弟だか妹だか──『第二円アンテノラ』の力は知らないから比較できる対象が自分ひとりしかいないにせよ、毒気で寿命が縮まないだけというのに何の意味があるのか。

　フォグの心を読んだかのように、レキュリィが得意げな顔をした。

「ローレンにとっては、そもそも力が荒事に役立つかどうかなどどうでもよかったのだよ。あやつの目的はただひとつ、煉獄を理解すること。知り、識しり、紐ひも解とき、繙ひもとく。その一いつ環かんとして、あやつは人造人間ホムンクルスを使い毒気を克服しようとした」

「それが、どんな……」

「一番めのぬしに与えたのは、毒気を喰くらい栄養にする機き能のうだ。しかしそれは人間とほど遠い。煉獄から出いでた生物がたまたま人間の形をしているだけに等しい」

　──人間とほど遠い。

　自分が化け物だと指摘されたようなものなのに、何故なぜか妙な説得力があった。

「二番めの──儂にとっては姉だが、あれに与えられたのは、人間を超えた機能だ。毒気を克服するというよりも、むしろ毒気を毒気のまま乗り越える、だな。だがそれはローレンにとっても回り道だった。あれは失敗作だよ。ただ人間でないというだけだ」

　姉。雌性体なのか。まだ見ぬ『彼女』がどんな特性を持っているのか、レキュリィの言葉だけではわからなかった。ただ、どうもフォグ以上に常じよう識しき離ばなれしているらしい。

「そういう意味で、儂はそこそこ成功だったようだよ。煉獄の毒気を毒とせず、吸っても生命を削らない生物……適度に化け物過ぎず、適度に人間の範はん疇ちゆうに留とどまっておる」

「僕の持つこの力は失敗だった、と？」

「あくまでローレンにとっては、な。ぬしにとって役立っておるのならそれでいいと思うぞ。実際、ぬしと儂わしが戦えば、百度やって百度とも儂は殺される」

「ふざけるなっ！　そんな詭き弁べんで……」

「言うたろう？　毒気を克服することこそが目的だった、と」

　フォグの激げつ昂こうをあくまで居い丈たけ高だかに遮さえぎり、空の硝子杯グラスを弄もてあそびつつ。

「ぬしのような、人間を模した煉れん獄ごくの生物が、ではない。二番めのような、人間ですらない化け物が、でもない。儂のような……人間に近しい、ほぼ人間である存在が毒気を克服してこそ意味がある。ローレンは、儂の夫は、そう考えたのだよ」

「……夫、だって？」

「左様さよう」

　レキュリィはフォグを、まるで見透かすように睨ねめた。

「儂はあやつの娘にして妻であり、仔こにして伴はん侶りよよ。あやつに人間を、この国を導みちびくことを託された……そうさな、ローレンの遺志を継ぐ者、と言うてよい」

　確かく定てい的てきな証拠など、まだ何ひとつとして示されていない。

　けれどフォグにはもはや、噓うそだ、と断じることができなかった。

　少女の姿をしていながら『レキュリィの宴うたげ』という組そ織しきを作り、市民の賛さん同どうを得、議ぎ会かいや王家とは別の方向から国を牛ぎゆう耳じっていること。

　建物はおろか調ちよう度ど品ひんまでもが、三十年ほども前の──ローレンの青春時代に隆盛を極めていた近代ロスジア調で固められたこの屋や敷しき。

　そしてフォグ自身のことはもちろん、フォグすらも知らないローレンのことすらもを滔とう々とうと、まるで見てきたように語る少女の態度。

　フォグがここに呼び出された理由も単純明快だ。

　つまり、兄だから。

　同じ『ローレンの雛ひな』だから。彼女が同胞に会いたがったから。

　何もかもに真実味があり、否定できる材料もない。

　それでも──いや、それが故に剣を下ろすことのできないフォグへ、レキュリィは笑い、まるで継母ままははが子に対するような空恐ろしい穏おだやかさで言うのだった。

「まあそう警けい戒かいするな。そもそも儂はぬしに敵対するつもりはない……わざわざ呼び出したのは用件があるからだ。それを話そうぞ」
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　フォグが来る日と来ない日ではアルトの機き嫌げんが違うということに気が付いたのは三年ほど前になるだろうか。それはほんの些さ細さいな差で、もちろん自分に対してきつく当たってくるとか過剰に甘えてくるといった変化がある訳ではないのだが、仕えるべき主人の心情を少しでも推し量るのが侍女メイドの役目であると思うので、イオ＝テリーヌはいつも、フォグが来ない時にはお菓子を普段ふだんより甘くしたりとか意い識しきして地下へ降りる回数を増やしたりなどしている──そして今日きようは、そういう日であった。

　フォグの普段の仕事がどんなものであるのか、イオはよく知らない。

　恐らくは、時々アルトと一いつ緒しよに行う『お出かけ』の準備だったりそれに関係する諸もろ々もろの雑事だったりするのだろうが、いつもあまり深くは尋きかずにいる。

　もちろん『お出かけ』も同様だ。危険な仕事だというのはわかる。秘密にしなければならない類たぐいのものであることも。何せ、『お出かけ』の度たびに、アルトの逃亡防止策として牢ろう屋やへ入れられるのは他ほかでもないイオなのだから。

　けれどやはり、詮せん索さくしようとは思わない。

　必要なのは沈ちん黙もくであり、好奇心は猫をも殺す。お喋しやべりな侍女メイドなど猫以上に鈴を着けなければならない存在であり、鈴が一度でも鳴ったのなら首を刎はねてしまった方がいい。王宮とはそういうところであり、特にイオが仕えている主人の秘密は何よりも重い。鈴が鳴るどころか足音をたてることすら許されないのだ。

　だから何も尋かないし、何も言わない。楽らつ観かん的てきで気が利かないなどとよく言われるイオだが、決して思し慮りよが足りない訳ではなく、むしろそういう機き微びに人一倍聡さとくさえあった。もちろん、本人に自覚はないのだけれど。

　ともあれイオは──フォグの留守によって生じたアルトの寂しさを埋めるべく、焼いたお菓子を携えて塔の階段を下りていた。

　お菓子を差し入れる度たびフォグには眉まゆをしかめられるのだが、知ったことかと思う。そもそもアルトは、イオかフォグが来なければあの牢ろう獄ごくでずっとひとりぼっちなのだ。暇さえあれば行くべきで、お菓子があればなおいいに決まっている。

　数日前から続く曇くもり空ぞらは塔の地下にも影えい響きようを及ぼしていた。いつもより気温が低くて湿っぽい。とはいえこれも毎日通っていなければわからない変化だろう。基本的には一年を通して環かん境きようが変わらない。夏は涼しく冬は暖かいという意味では、むしろ過ごしやすくある。

　そんなことを考えながら、最下層へ到着。

　格子から洩もれる燭しよく台だいの光に眼を細めつつ、顔を覗のぞかせた。

「姫様ー。起きていらっしゃいますか？」

　揺り椅い子すに腰掛けて本を読んでいたアルトが、顔を上げた。

「イオ」

　表情に僅わずか笑えみが差す。来訪に喜んでくれているのだ。

　この瞬しゆん間かんが、イオにはたまらない。幸せと言ってよかった。

「焼き菓子クツキーを持ってきましたよ」

「いいの？」

　フォグに許しを得たのか、という意味の問いに心中で嫉しつ妬としつつ、

「構いませんよ。フォグが怒ったら私に言ってください、黙だまらせてやりますから」

「じゃあ、もらう」

　今度ははっきりと笑顔えがおになった。

　格子の隙すき間まから包みを差し入れ、床へ丁てい寧ねいに置く。そうしてからイオは一時的に階段辺あたりまで退さがって距きよ離りを取り、アルトが直接歩いてきて菓子を受け取る──いつもしていることだ。

　立ち上がって後退しようとした。

　それを見付けたのは、たまたまだった。

「……ん？」

　格子の奥、部へ屋やの隅。アルトの寝台ベツドがある場所とは反対側。

　燭台の灯あかりで影かげになっていた部分だったので違和感は気のせいかとも思ったが、目を凝こらすと錯さつ覚かくなどではなかった。石畳の床が、濡ぬれている。

　水ではない。何故なぜなら、青い。

　アルトの瞳ひとみの色ともまた違う、透き通った青。

　まるで海のような。藍晶石カイヤナイトを酸で溶かして滴したたらせたような。

「姫様？」

　思わず問うた。イオがその場から動かないのにきょとんとしていたアルトが、中途半端に立ち上がった姿勢でこちらを見る。

「あの青い水、何です？　姫様の煉れん術じゆつですか？」

　この部屋で起きる不ふ可か思し議ぎなことはほぼすべてが彼女の手によるものだし、きっとこれもそうだろう。でも、どんな用途を持っているものなのか。

　軽い疑問だった──なのに。

「……何、あれ」

　アルトはぽかんとして、そんなことを言う。

「え？」

「私、知らない」

　それからすぐに一歩を下がり、恐怖したように身を竦すくませる。

「知らない。私、あんなの……知らない」

　彼女にとって牢ろう獄ごくの中はまさしく箱庭であり、牢獄において彼女はまさしく神である。自由にならないものなど何もなく、家具や床、壁かべ、天てん井じようを除いたすべてのものの創造主であって然しかるべきだった。なのに、知らないと言う。

「じゃあ……」

　水漏れ？　地下水が溢あふれてきた？　それとももっと別の──。

　青い液体は、粘度と色を増している。

　更には拡ひろがっている。じわじわと、まるで意志を持っているかのように。

　もはや壁かべの隅に留とどまらない。床を這はい、壁を登り、絨じゆう毯たんにまで浸食し、今やちょっとした水みず溜たまりのようになって、部へ屋やの一画を占拠していた。

「……ひ」

　アルトの喉のどから悲鳴が洩もれた。

　同時。




　ぎゅちゅ、と。




　液体が蠢うごめいた。いや、液体の中から沸き浮かんで出てきたそれが、蠢いた。

　壁に生はえたかのように、腕が突き出てくる。

　それに伴って、引っ張られるように身体からだが。

　床に沁しみた液体から盛り上がるように膝ひざが。

　膝の下にある沼地から剝はがれるように足が。

　少女だった。身体の重要な部分に黒い革紐ベルトだけを巻き付かせた、それ以外は殆ほとんど全裸の、まだ年若い女だった。ともすればアルトよりも若くすら見える。

　身体すべてが引き挙がった直後、さっきまで壁や床や絨じゆう毯たんに拡ひろがっていた青い液体──つまりそいつが出てきたもの──は彼女の手足を、身体を、這い舐なめるように覆おおい隠していく。

　いや、ように、ではない。

　細くも幼さの残る肢体へ、緊きん縛ばくじみた動きで妖よう艶えんに絡みつき、青色の衣となる。

　もはやそこには青絹を纏まとった少女ひとりしかいなかった。液体から湧わき出てきたのか、或いは液体そのものが変質したのか。わからない。頭がどうにかなりそうだった。

「随分と暗い部屋」

　少女は周囲を見渡した。

　彼女が言葉を喋しやべったことにすら、イオは恐れ、びくりと震ふるえた。

　アルトも同様に、唇をわななかせる。

「あ……」

　かちかちと歯の鳴る音が、牢ろうの奥から微かすかに聞こえた。

　けれど。

　イオ＝テリーヌは、勘違いをしていた。

　アルトの抱いている恐れが、自分と同じものである、と。

　自分のように、唐突に現れた正体不明の少女を、正体がわからない故に恐れている──と。

「こんなところであなたは、ずっと暮らしてきたのね」

　少女の声は牢ろう獄ごくの壁かべに谺こだます。

「可哀かわい想そう。でも、恵まれているわ。ここには友達がいない代わりに外敵もいないものね」

　外見に不釣り合いなほど艶なまめかしい、ちぐはぐな色気のある声。

「あ……、き」

　アルトはまた一歩たじろいだ。

　少女から逃げるように。首を微かすかに振りながら。

「き……り」

　イオにはわからない。わかる由よしもなかった。

　アルトが抱いているのは、もう二度と見ることのなかったはずの顔と再び出会ってしまったが故の恐怖であることを。

「久しぶりだね、アルト。元気にしていた？」

　少女は笑う。

「……キリエ」

　そしてアルトは、少女の名を虚うつろに、おもむろに呼んだ。
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　こちらが抜刀したままであることを無視して、レキュリィは長椅子ソフアに寝そべったままの姿勢を崩そうともしなかった。これではまるで自分は道化のようだ──そう思ったフォグは、ひとまず湾刀を鞘さやへと納める。ただし、いつでも動けるように気を張ったままで。

　どのみち情報の面で相手に翻ほん弄ろうされている以上、自分が会話の主しゆ導どう権けんを握ることはできない。だったら付き合ってみるのも一いつ興きようだ。

「話がある、と言いましたね」

　レキュリィと執事バトラー、両方を睨にらみつける。

「聞かせてください、僕をここに呼び出した用件を。……別に、兄妹で再会を祝いたかった訳でもないんでしょう？　少なくとも僕は、できるなら会いたくもなかった」

「くく、言いおるわ」

　笑ったレキュリィはフォグから視し線せんを逸そらすと、硝子杯グラスを執事バトラーへ掲げた。

「葡萄酒ワインを一本持ってきてくれるか、カルブルック」

「危険にございます、奥様」

　カルブルックは直立したまま答えた。

「かの若者は未いまだ殺気を発しております」

「構わん。だからこそ、だ。儂わしが敵意を持たないことを示さねば打ち解けてはくれまい？　まあ、襲おそわれたら襲われた時、よ。ここで死ぬとならばそれが儂の運命ということだ」

「運命などという概念を奥様は信じておいでなのですか？」

「いいや。運命などくだらん。唾だ棄きすべきよな。くく……心配ないよ。こやつは儂わしを殺したりはせん。害になるかならぬかわからん内から手を出すほどの狂犬でもあるまい」

「……承知致しました」

　言葉と同時、カルブルックが踵きびすを返す。フォグを横目に部へ屋やを出て行く。

　残されたのは──人造人間ホムンクルスふたりだけ。

「さて、と」

　そこでようやく、レキュリィは寝そべらしていた身体からだを起こした。

　ただし立ち上がりはしない。あくまで長椅子ソフアに背を預けている。

「先に言うておくがな。儂はぬしのことをすべて知っている」

　フォグは眉まゆをひそめた。

「……すべて、というのは？」

「すべて、だよ。ぬしが隠そうとしていること、隠していること、隠さねばならぬと思うておること、ありとあらゆるすべて。それができるからこそ儂は兄たるぬしのことを知り得たし、ぬしをこうして呼びつけられている。すべては特区シテイの……『レキュリィの宴うたげ』の力だ」

　──まさか、アルトのことも？

　背に緊きん張ちようが走るが、まさか自分から問う訳にもいかない。

　牽けん制せいだと判断し、

「だったらどうだと言うんです」

　強気の態度を取る。

「それが交渉材料になるとでも？　まさか、脅迫でもするつもりですか」

　だが、返ってきたのは否定だった。

「ならぬな。脅迫もせぬ。そもそも脅迫する意味などない。むしろ逆だよ。頼んでおるのだ。お互い腹を割って話そう、とな」

「……、あなたの目的は何ですか？　何故なぜ、僕を呼びつけた？」

「先も言うた通りだ。人間をよき方向へ導みちびくこと。この国をよき方向へ導くこと」

「抽象的過ぎます。僕に関係があるんですか？」

　問い詰めると、レキュリィは再び笑った。

「皆が平等に幸せな暮らしをするなどという、昨今流行しておるヘリックス主義を標ひよう榜ぼうしておるのではもちろんないぞ。儂わしの……ひいてはローレンの『よき方向』とは単純至極」

　そして──言う。

「煉れん獄ごくと上手うまく付き合い、人の世をよく回すこと。煉獄に上手く馴な染じみ、他国に先んじること。煉獄を上手く御し……瑩えい国こくをより豊かにすること」

　自身に満ちた声で。

　さも、当たり前のことのように。

「そのために儂は『レキュリィの宴』を作り、組合ギルドを、ひいては民衆たちをまとめている。物流を支配し経済を制御することで政治や工業に影えい響きよう力りよくを与えてもいる。すべては、煉術という新しい力を得た社会が上手く回るように。悪い方へ転がらぬように」

「何を……」

「そのための人造人間だ」

　愕がく然ぜんとするフォグへ、妹は断定した。

「儂はそれを成し遂げるためのものを持っておる。老いのない身体からだと、時を経ても歪ゆがまない思想、煉獄の毒気で縮ちぢまることのない生命。……ぬしのように煉獄と親しむのではなく、二番めのように煉獄の恐怖を過剰に受け取るのでもない。ただあるがまま、利点と欠点を冷静に見詰められる──夫は、ローレンは、儂をそういうふうに作ったのだよ」

「……ローレン」

　フォグの親にして『造物主』の異名を取る重犯罪人。

　煉れん禁きん術じゆつに手を出し、煉獄の毒気から人間を造るという禁きん忌きを犯した男。

　その目的が、人を導みちびく？

　人を、この国を『よき方向』とやらへ誘う──？

　フォグは拳こぶしを握にぎり締しめながら、レキュリィを睨にらみ付けた。

「……あなたは」

　声が震ふるえる。抑えきれない。

「あなたは僕に、その手伝てつだいをしろというんですか？　そんな傲慢な……自分勝手な理想を押しつけることに、僕を巻き込みたいと？　……ふざけるな！」

　思わず、叫んだ。

　飛び出して斬きりかからなかったのは、理性がまだ残っていたからか、或いはその余裕もないほど頭に血が上ってしまったからか。

「僕らは人造人間ホムンクルスだ！　人間じゃない不完全な存在……毒気から造られた人間未満の生物だ！　幾ら不老であろうと、思想が歪ゆがまなかろうと、煉獄の毒気に親和性を持っていようと、その事実は変わらない！　いや……それらはすべて、人間未満である証あかしでしょう!?　そんなものがどうして、人間以上を気取れる理由になる？」

「人間以上を気取っているのではない。人間以外であることに自覚的なだけだよ。……人間になりたくてたまらないらしい、ぬしと違ってな」

「黙だまれっ！」

「ぬしの怒りが何なのか、それは単純だ。ぬしは人間でありたいのだろう？　何故なぜならば、ぬしの傍そばにおるあの娘が人間であり、同時に化け物であるからだ」

　──『あの娘』。

　それはつまり、フォグの大事な、何よりも大事な。

「ぬしは自身が人間でありたいと願ねがうことで、人間の範はん疇ちゆうに収まらない力を持ったあの娘がまだ人間であると思い込みたいのだ。くだらんな……あれは人などではないよ。偶たまさかが重なりに重なって、煉禁術の構築式なしに人の肚から産まれたというだけの、化け物よ」

　大事な、決して侮辱するなど許されない、あの少女を──。

「……もう、いい」

　自分でもぞっとするほど、静かな声が出た。

「もううんざりだ。たくさんだ。あなたの理り想そう論ろんや思想なんて、聞きたくもない。あなたが僕と同じ人造人間ホムンクルスであろうとなかろうと、どうだっていい」

「ほう」

　再び、腰に手を遣る。

　柄つかを握り、二十瓩キロの重量を持った全長二十七糎センチの刃やいばを引き抜く。

　どこか楽しそうな声のレキュリィを睨にらみ付けた。

　ああ、と思う。

　リチャードの自分に対する評価は間違っていた。冷静に腹を据えた上で故意に早まった真似まねをする──そういう傾向があることは確たしかだが、残念ながら、そうではない時もある。

　冷静でいられるものか。

　冷静でいてたまるか。

　冷静でいていいはずが、ない。

「あなたは彼女の存在を知っている。そして何より……彼女を侮辱した。僕にとってはそれだけで、あなたを殺す理由に足る」

「ほう」

　それでも動かないレキュリィに向かって、身を沈め大きく跳ちよう躍やくした。

　距きよ離りはおよそ三米メートル。一気に詰め『アイリスの十六番』を振るう。過たず刃やいばは彼女の頭を、まるで果物のように叩たたき割る──そのはずだった。

　直前で割って入った細い紐ひものようなものが刃に巻き付き、引っ張り、軌道を逸そらす。搦からめ捕とられそうになるのを握力で留とどめるが、代わりに姿勢が崩れた。

　投げ飛ばされた形になり、床へ転がる。

「……っ!?」

　即座に起き上がったフォグの視界に映ったのは、背広スーツを着込んだ長身の老人。

　視し線せんがどこに向けられているのかもわからない糸目でこちらを見ている。

「狂犬、でしたな」

　カルブルックがレキュリィへと、無感情に言った。

「おひとりにしたのはやはり間違いでした」

「いや、悪いのは儂わしだよ。わざと怒らせた。それに、主のため嚙かみ付いてきた辺り、狂犬というよりは忠犬と評した方がよかろうて。くく」

　反はん論ろんする気はない。ただし、剣を納める気もない。

　もう一度構えた。

　邪じや魔まをした執事バトラーを凝ぎよう視しする。彼が手に携えている得え物ものは、鞭むち──いや、蛇じや腹ばら剣けんだ。

　ただし、まるで紐ひものように細い。ひとつひとつの節は短く、短刀へ巻き付けるといった芸当ができたのはそれ故か。節だけではなく刃も細かい。鮫さめの歯に似ている。恐らくは『断裂鋼オータム11』のように肉を挽ひき潰つぶすことも可能だろう。

　無造作に床へ垂れているので長さはわからないが、短くて三米メートル、長くて五米メートルか。

「そういえば、兄にい様さまよ」

　レキュリィはふざけたことに、再び長椅子ソフアへと寝転んだ。

　いつの間にか台の上へ葡萄酒ワインの瓶が置かれている。既に栓せんは抜かれ──いや、違う。栓が瓶の口ごと切り落とされていた。まさか、さっきの一いち撃げきでついでにやったのだろうか。

　葡萄酒ワインが、硝子杯グラスに注がれた。

「ぬしの大事な大事な姫君……アルテミシア妃ひ殿でん下か。あれは実に強い。国内におる煉れん術じゆつ師しを完全に把握しておる訳ではないが、この国で三本の指に入る力はあろうな」

　アルトのことを知っているくせに『完全に把握していない』とは、まったく謙けん虚きよなことだ。

　心の中で皮肉を吐き捨てつつ、もう一度身構える。

　レキュリィの持つ、葡萄酒ワインの満たされた硝子杯グラスだけが動いた。

　口を付け、飲んでから、

「だが、姫君に付き従う騎き士し殿は、果たしてどうかな？」

　彼女は余裕の態度で、笑った。

「兄様よ、瑩えい国こくで三本の指に入る煉術師たるアルテミシア妃殿下の騎士よ。……しかし、ぬしは天堂騎士として、この国では十本の指にも洩れるのではないか？」

「……何ですって？」

　──僕が？

　煉れん獄ごくの毒気を喰くらい力とする人造人間ホムンクルス、『消失点カイナ』たる僕が？

「彼女の従者として相応ふさわしくないと、そう言いたいんですか」

「解釈は自由だよ。ところで……そこにいるカルブルック、こやつは瑩国でも三本の指に入る天てん堂どう騎き士しだ。もし儂わしの言葉を否定したいのであれば、どうだ、仕し合おうてみぬか？」

　明らかな挑発だった。

　普段ふだんであれば、こんな安っぽい科白せりふに乗りはしない。

　ただ今のフォグは、怒っていた。何より、冷静でいなければならない理由──守るべき対象であるアルトはここにおらず、だから感情を抑える必要もなかった。

「わかりました」

　自分は冷静だ、と思い込んだまま、身を沈めて目の前の敵を見据える。

「だったら、やらせてもらいましょうか」

「承うけたまわりました」

　老ろう執しつ事じは胸に手を当て、あくまで恭うやうやしく一礼する。

「カルブルック＝ティーウェ……謹つつしんで、お相手仕つかまつります」
















　牢ろう獄ごくに突然現れた少女。

　彼女のことを知っているらしいアルト。

　そして少女は笑い、アルトは茫ぼう然ぜんと、お互いを見詰めながら立っている。

　イオ＝テリーヌはそんなふたりを見て、自分がどうすべきかを必死で考えていた。

　外に出て誰だれかに知らせるのが上策だろうか。けれど、こんな状況の中でアルトをひとりにしておく訳にはいかないし、何よりフォグが留守にしている今、誰に知らせればいいのかわからない。国王陛下か、王弟のリチャード殿下か。お目通りを願ねがってすぐに会ってくれるのだろうか。こんなこと前例がないのだ。だいたい、誰に取り次げばいいのやら。

「ひ……」姫様、と叫びかけ、すんでのところで思おもい留とどまった。

　相手がもしアルトの立場を知らなかった場合、自分が秘密を明かしたことになってしまう。

「……っ、あなた、誰なの」

　得体えたいの知れない少女へ問うた。

　確たしかアルトは、キリエ、と呼んだはずだ。

「初めまして、侍女メイドさん」

　キリエは微笑する。幼い中に妖よう艶えんさを混じらせた、気味の悪さで。

「悪いけれどあなた、お呼びじゃないの。口を挟まないでくれる？」

「……っ」

　気け圧おされ、その場にへたりこむ。

　たとえ毒気への耐性が高くとも、イオは切った張ったなど経けい験けんしたこともないただの一般市民である。それが恐怖によるものであることすら、理解できなかった。

「キリエ。……どうして生きてるの？」

　身を竦すくませたままアルトが問うた。

　薄うす手での寝ね間ま着き、その胸元を握にぎり締しめ、怯おびえたように。

「キリエはもう死んだのに。私が、焼いたのに」

「ふふ。相変わらずねアルト。やっぱりフォグさんがいないと恐い？」

　まるで友人のような馴なれ馴なれしい口く調ちようで、彼女は人差し指を立てた。

「……見てもらった方が早いかな？」

　そんなことを言い、

　す──。

　人差し指を立てた右手を、水平に突き出す。

　奇妙な現象が再び起きた。

　キリエの腕に巻かれた青絹が、じわりと滲にじみごぽりと泡立ち始める。

　脱げるように、或いは溶けるように。

　それは件くだんの青い粘液となって床へ滴したたり、けれど絨じゆう毯たんには染みこまずそのまま溜たまりとなり、キリエの足あし許もとへと拡ひろがって、そのままキリエは腕を液体の中へと突っ込んだ。

　突っ込んで、まさぐって──引っ張り出す。

　彼女の五指は白い棒のようなものを握っている。違う、それは棒などではない。肌であり、腕であり、手首だった。その先には力ない肘ひじが続き、

「……え」

　肘が、動いた。

　引き上げられたその腕に繫つながった身体からだは、顔は、引き上げた少女とまったく同じ。

　もうひとりの少女が目を開ける。自分の力で動く。もはや手助けを必要としない。まるでお風ふ呂ろから出るような気軽さで液体の中から膝ひざを立てる。青い液体はさっきと同じように彼女の肢体へと巻き付いて固まった。固まって、衣服となってできあがり。

　時間にして一分あったかどうか。

「これが、答えだよ」

　二番めに出てきたキリエが笑い、

「私は、私たち。私たちは多数の『キリエ』から成る群体」

　一番めに出てきたキリエが、得意げに笑った。

　イオはあんぐりと口を開けたまま、動けない。卒倒せずに済んだのはたまたまだ。あまりのことに現実味がなく、思考を停止してしまっていたからに過ぎなかった。

　アルトはといえば、恐らくは異常さを異常と認にん識しきできていないのだろう。

　きょとんとした顔で、鸚おう鵡む返がえしに尋ねる。

「……ぐんたい？」

「ええ」「ええ」

　ふたりのキリエは言葉を重ねる。まったく同じ声音の二重奏。

「私たちはね、アルト。あなたの大事なあの人フオグの妹。ローレン＝エヌ＝コーンフィールドの手による煉れん禁きん術じゆつの申し子……人造人間ホムンクルスなの」

「ホムン……クル……ス」

「そう。煉れん獄ごくの毒気から毒気によってのみ産みだされたもの。人の貌かたちをしていながら老いず、病まず、死を遠ざけ、人に非あらざる力を持った、人を超えた存在」

　こんな異様な状況下にあって、イオは何故なぜか吞気のんきにも、なるほど、と思った。

　フォグが人間でないことは自分も知っている。

　というよりは、気付いていた。

　当然だ。だって初めて会った九年前からこっち──彼の外見にはまったく変化がないのだから。イオが十五の頃ころ、彼は僅わずかに年上、十六か七ほどに見える少年だった。そして自分が歳としを取って成人を過ぎてもなお、彼の背丈や顔立ちはずっとあの頃のままだった。

「私は彼と同じなのよ、アルト。フォグと同じように、煉獄の毒気を克服した存在……だから私は、あなたの友達になれたの」

　でも、どうしてそうなのかは尋きかなかった。尋く必要はなかった。

　不ふ思し議ぎに思いはしたし、変だなという疑問を抱いたこともあるが、それでも。

「キリエ……が、フォグと、同じ？」

「私、もう一度、あなたの友達になりに来たわ」

「ともだち。キリエと……私、が」

　それでも、関係ないと思ったのは。

　彼がどんな存在であろうが関係ないと思ったのは──。

「……姫様！」

　気付くと、イオは怒ど鳴なっていた。

　大声で。いけないとわかってはいたが、敢えていつもの呼び方で。

「そいつの言うことなんか、聞く必要ありませんっ！」

　立ち上がる。腰が抜けているんじゃないかと不安だったが、幸い、足に力が入った。

　袖そでから鍵かぎ束たばを取り出し、一本を鍵穴に突っ込む。

　回し、開け、中に一歩を踏み出そうとした。

「……っ、駄だ目め、イオ！」

　瞬しゆん間かん、アルトが血相を変える。

「来ちゃ駄目！」

「ええ、わかっています」

　努めて笑った。

　花の香りは濃こい。進めばもっと強くなるだろう。三歩で咳せき込み、五歩で胸が熱あつくなり、アルトを抱だき締しめれば三日は寝込み寿命が三年は縮ちぢむはずだ。

　そう、充分にわかっている。

　でも、一歩。

　二歩、

「イオ！」

　三歩──。

　そこでイオは、歩みを止めた。

　それ以上先には進まない。進めないのではなく、進まない。

　喉のどが咳せきを欲するのを必死で我慢し、いつもの笑顔えがおで。

「私のこと、心配してくれているのですか？」

「だって……イオ、私に近付いたら、身体からだが！　だから……駄目！　もう駄目！」

　アルトは薄うつすらと涙を浮かべている。

　イオは逆に、嬉うれし泣なきしたいくらいだった。

「姫様。私も同じです。姫様のことが、心配なんですよ」

　この麗うるわしくも可愛かわいらしい王女が、主人が、侍女メイドごとき自分のため涙を溜ためてくれている。

　自分のことを、大事に思ってくれている。

「だから、これ以上は進みません。だって私は、姫様が悲しむことなんかしませんから。そんなこと……絶対にしません。でもね」

　そうだ──だから。




「私はこれ以上進めませんけど……毒気を克服できませんけど、それでも私は姫様のお側そばにおりますよ。フォグだって同じです。あいつが姫様のお側仕えをしているのは、私と同じ、姫様と同じ理由です。人造人間ホムンクルスだからって理由なんかじゃ、ないんですよ」




　九年前。

　フォグがアルトの創成した葡萄酒ワインを飲み干したのは、完全耐性を持っていたからではない。人造人間ホムンクルスだからこそ飲み干せたというのはあるかもしれない。本人もひょっとしたらそう言うかもしれない。けれど、正しい答えじゃない。本質は違う。

　あいつは──そうすればアルトが笑ってくれるから、そうしたのだ。

　少なくともイオはそう信じている。

　だからあいつが成長しなくても何も尋きかなかった。

　何者だろうが、人間ではなかろうが、アルトに対して自分と同じ気持ちでいてくれるのであれば、どうだっていい。それだけでいい。

「そいつの言うことなんか聞いちゃいけません。そいつは姫様を恐がらせてるだけじゃないですか。姫様を騙だまして、言うことを聞かせようとしているだけじゃないですか。姫様のことを心配なんて……全然していないんですよ」

　この少女は違う。

　イオと同じ気持ちな訳がない。

『友達になろう』など、ただの甘かん言げんだ。

「イオ、下がって！　出て行って！　……わかったからっ」

　アルトの絶叫に笑顔えがおのまま頷うなずき、イオはそのまま数歩を後退する。

　牢ろうから出、それでも熱ねつを持った肺が痙けい攣れんしようとするのを抑え込む。大丈夫だ。せいぜい今夜に微熱が出る程度。寝て起きたら治る。

「無茶むちやをするのね」

　侮ぶ蔑べつするように、呆あきれたように、キリエの片方がイオを一いち瞥べつした。

「そんなにこの姫様が大事？」

「ええ、大事よ」

　だからイオは答えてやる。皮肉げに、吐き捨てるように。

「あんたなんかには決してわからないでしょうけど」

「……ねえ、キリエ」

　安否を気き遣づかう視し線せんをイオへと送っていたアルトだったが、無事を確たしかめたのか再びキリエに向き直る。ただ、視線にあるのは恐れや戸惑いではない。

　純粋な──疑問に満ちた視線だった。

「あなたは、本当に死なないの？　……私と仲良くしても」

　問いかけにキリエは得意げな顔をする。

「そうね。死なないわ」

「でも、あの橋の上で……あなたは死んだわ。私と仲良くなったせいで、死んでしまった」

「ふうん、なるほど」

　いったい何が楽しいのか、大おお袈げ裟さに唇を歪ゆがませ、

「あなたは私の死をそういうふうに捉とらえたのね。自分と仲良くなったのが原因だ、って？　まったく歪んでいるわ。……だったらあなたにもわかるように言い換えてあげる。私はね、アルト。正せい確かくには死なないんじゃないの。死んでも構わないのよ」

「どういうこと？」

　くつくつと、嗤わらう。

「私は兄にい様さま……あなたのフォグみたいに、毒気への完全耐性なんか持っていないの。今ここにいても本当は胸が焼けるように痛いし、あなたに触れれば血だって吐くし、確実に生命が削られていくわ。でも、構わない。だって私は群体……『群体アンテノラ』だもの」

　群体、という言葉をイオは知らない。アルトも知らないだろう。

　けれどイオにはもう理解できていた。

　この人造人間ホムンクルスは、つまり、

「今ここにいる私たちが死んでも、私の身体からだはなくならない。まだ別のところに在る私が生きているもの。『私』がひとりでも無事であれば、『私』は奇跡の青い泉からまた何人だって産まれてくるわ。同じ顔、同じ身体、同じ記き憶おく、同じ感情を持った『キリエ』がね。全員をひとり残らず殺してしまわない限り……いつまでも」

　──死を克服することによって毒気を克服した存在、なのだ。

　しばらくの沈ちん黙もくがあった。

　アルトはキリエの言葉を聞き、彼女の得意げな視線を受け止めながら何事かを考え込んでいた。やがて目を閉じ、理解したように頷うなずき、再び大きな瞳ひとみ──キリエの海にも似た青とは違う、まるで空のような青を宿した目を開け、少しだけ笑って、言った。

「あなたはフォグと違うわ、キリエ」

「へえ」

　ふたりのキリエが同時に浮かべたのは、好奇心と、何故なぜか少しの苛いら立だちだった。

「どう違うのかしら？」

　アルトは頰ほおに貼はり付いた銀髪を指先で払い、それから鷹おう揚ようにも不安げにも見える無表情のまま、けれど惑いなく、はっきりと答える。

　まるで今ここにいない少年を想おもうように、僅わずかに宙を見上げ。

「フォグは私が触れても死なないわ。私と一いつ緒しよにいても、私の髪を梳とかしてくれても、私と手を繫つないでも決して死なない。でも……あなたは死んでしまうわ。私に触ると死んでしまう」

「そうね」

　次いで格子の向こうにいるイオに、小さな微笑ほほえみを向けて。

「イオとも違う。イオは私に触れると死んでしまうけど、私がそれで悲しまないようにって、いつも考えてくれているもの。私を心配してくれているもの。でも、あなたは違う。私が悲しんでも平気なんでしょう？　私を心配なんてしていないんでしょう？」

「……そうね」

「だったら、キリエ」

　アルトは片手を突き出した。

　白い肌に紋様が浮かぶ。直ちよく線せんを乱雑に引いたようなそれは、すぐに腕から浮かび上がって立体化し、空中に描かれた煉れん術じゆつ陣じんとなっていく。




「あなたは、私の友達ではないわ。私のせいで何度も死ぬ、それだけの人よ」




　瞬しゆん間かん。

「……『いばら』」

　アルトの足あし許もとから、棘とげの林立した蔓つるが出現した。

　出現すると同時、急きゆう激げきに生長していく。蔓が伸び、増え、まるで九頭竜ヒユドラのように蠢うごめき始める。尻尾しつぽにも足にも似た根は床に埋まっておらず、絨じゆう毯たんの上を這はって、

「凄すごい……」

「本当、凄い。とても素敵すてきよ」

　どこか虚うつろな薄うすい笑えみを浮かべたふたりのキリエへと、襲おそいかかる。

　彼女たちは避ける様よう子すも防ぐ仕し草ぐさも見せなかった。

　巻き付く蔓も、食い込む棘も、緊きん縛ばくされる手足もなすがまま──宙へ持ち上げられる。

「……く」「か、は」

　首に食い込んだ茨いばらに喉のどを掠かすれさせながら、キリエたちはそれでも楽しげだった。

「ねえ、アルト。……あなたの言う通りよ」

「あなた、殺すのよ。私を、私たちを殺すの。何度も何度も殺すの」
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　返事はない。

　アルトは、仮想植物『いばら』に縛しばり付けられたキリエたちを、無言で見上げるのみ。

「何度も、何度も、何度も殺すわ。そうして、殺し殺した果てに……」

「……私とあなたは、わかり合うのよ」

　もういい、とでも言うように。

　煉れん術じゆつ陣じんを生はやした片手が、す、と横に振られた。

　それに応じて、蔓つるの一本から小さな蕾つぼみがふたつ産まれる。

　どちらとも産まれた途端とたんに蠕ぜん動どうし、瞬またたく間まに生長し、葉は擦ずれが肉感的になったような奇怪な音とともに蕚を破り花冠を広げていく。

　大きさは──あまりに巨大だった。人ひとり分はある。

　しかも花弁の中にあるのは雄お蕊しべや雌め蕊しべなどではない。

「ふふ……恐い。恐いわね」

　牙きば、だった。

　鋭するどい一本一本が隙すき間まなくびっしりと並んだ様はまるで擂すり鉢ばちか下ろし金。ぎちぎちとしながら花弁を大きく開く様は、まるで薔薇ばらの形をした獣けもの。

「喰え」

　アルトがぽつりと呟つぶやき、そして。

　大口を開けた薔薇ばら、そのひとつが、茨いばらによって縛しばり上げられたキリエの片方へ鎌かま首くびをもたげて飛びつき、蔓つるごと一気に──包み込むように、吞のむ。

「あははははは！　あはははははははっ！」

　残されたキリエが狂ったように哄こう笑しようし始めた。

「今回はこういう殺され方をするのね!?　次はどんな殺され方かしら？　アルト、この私が死ぬ様をちゃんと覚えておいてよ！　何度だって私は苦しんでみせる！　何度だって私は死んであげる！　何度だって私はあなたの前に現れる！　何度だっ……」

「うるさい」

　キリエの喚わめきは、アルトの小さなひと言に呼応した薔薇の花によって制された。

　──ばくり。

　さっきもうひとりのキリエを喰くったのとは別の薔薇が、さっき喰われたもうひとりのキリエと同じように、頭の先から爪つま先さきまでをまるごと、その花弁の中へ閉じ込める。

　あとはもう、咀そ嚼しやくだった。

　肉の潰つぶれ引き裂かれる音が、生々しく牢ろう獄ごくに谺こだます。ぎちゅ、ぐちゃ、ねちゃ、と。蕾の形となった薔薇の花たちは、その内部でキリエを嚙かみ砕き溶解して、

「消えろ」

　腕に展開されていた煉れん術じゆつ陣じんが雲散するとともに、蔓が、棘とげが、花が、『いばら』が、石化したように動きを止め、塵ちりとなって砕けていく。

　中にあったキリエたちは、もはや血の一滴すら残っていなかったらしい。

『いばら』が消失しても絨じゆう毯たんを汚すものはなかった。

　部へ屋やを染めたのはただ、イオのいるところまで届く噎むせ返るほど濃こい煉れん獄ごくの香り。紛い物の薔薇が散った後に残る、世界のどこを探してもない花の馥ふく郁いく。

　──終わった、の？

　あまりの光景に茫ぼう然ぜんとしていたイオはようやく我に返り、牢獄の中を覗のぞき込む。

「姫様……」

　アルトは無表情だった。

　こちらの呼びかけに反応もしなかった。

　その場に立ち尽くしたまま、数度、目をぱちぱちとさせる。

「姫様っ！」

　思わずイオは叫ぶが、それでもアルトは動かず、

「……う、う」

　やがて瞬まばたきごとに、彼女の目め尻じりに涙が溜たまっていく。

　肩が震ふるえ、よろめく。

　背後の寝台ベツド、布団の上にふぁさ、と腰を落とし、

「ひっく。く……ふええ……ん」

　顔を覆おおって、赤子のように泣きじゃくり始めた。




　それはかつて心を通わせた友人を敵に回した故の悲しみなのか。

　或いは、緊きん張ちようと不安から解き放たれた故の撓たわみなのか。

　いや、たぶんそれらの入り交じった、それでいてもっと別の──。




「ひめ……さ、ま」

　イオにはどうすることもできない。

　駆け寄っていって抱だき締しめたい。頭を撫なでてあげたい。手を握ってあげたい。身体からだは今にも動きそうで、さっさと行けとイオの首筋をちりちりさせている。でも、できなかった。近付けば、中に入れば、アルトはまた悲しむ。イオの身体を気き遣づかって、別の涙を流してしまう。

「……何よ」

　だからイオの無念は憤いきどおりとなって、今ここにいない少年への文句を言わせた。

　彼女を抱き締めても、頭を撫でても、手を握っても悲しませずに済むのは、あいつだけなのに。姫様を慰なぐさめることができるのは、あいつだけなのに。

「こんな時に。こんな大変な時に、どうしてあんたはいないのよ」




　　　　　　　　　　　　　[image: ]




　打ち合わせた剣けん戟げきは幾度めだろう。

　襲おそいかかってきた蛇じや腹ばら剣けんを払いのけたのは何回めで、こちらの攻こう撃げきが受け止められたのは何回めだろう。果たしてどちらが多いのか──考えずともわかっている。圧倒的に前者だ。

　フォグは息を切らせながら、相手と距きよ離りを取った。

　度たび重かさなる交こう錯さくの果てに体感した敵の間合い、その一歩外を保つ。

　身体も酷ひどい状態だ。服のあちこちは裂け、その下の皮ひ膚ふからは血が滲にじんでいた。

「動きに無む駄だが多すぎますな」

　対する老ろう執しつ事じカルブルックは朴ぼく訥とつに、フォグの戦いを分析した。

「剣術とは、自らの身体を機き械かいとするに似ています。すべての動きを合理的に、すべての対応を理り論ろん的てきに、相あい対たいする敵と嚙かみ合う歯車の如ごとく、廻まわり舞まわねばなりません」

　まるで教授するかのように、

「一方では、自らの心を水とするにも似ています。敵を、周囲の大気を、空間を、自己を取り巻くすべてを自己と同一化し、泉の中にいる魚の如く、感じ勘付かねばなりません」

　糸目を一層細め、言う。

　落ち着いていた。呼吸を微み塵じんも乱していない。着衣も整ととのったままで、塵ちりのひとつとしてついてはいないだろう。何から何までフォグとは対照的だった。

　──冗じよう談だんじゃない。

　自分だって素人しろうとではない。近衛このえ騎き士し用ようの王宮剣術を身に付けているのだ。

　もちろん得え物ものが騎士剣と湾刀で違う分、自己流な部分は多いが──それにしたって、こうまで力量に差があるとは思いもしなかった。

「とはいえ、あなたが一流であることに変わりはありませんよ、フォグ殿。かなりの腕前です。市し井せいにいる有う象ぞう無む象ぞうなどまず相手にならぬでしょうな」

　挙げ句、同情じみたお世辞まで送られるとは情けない。

「だったら……あなたは何なんですか。そんな僕を子供扱いするあなたは」

「フォグ殿、ひとつお尋ねします」

　問うたフォグへ、カルブルックは逆に質問を返した。

　そしてそれは、

「あなたが、あなたの主を守るために相対すべきなのは、市井にいる有象無象ですか？　それとも……闇に紛れ影に隠れ市井には姿さえ見せない、人である限界を超えて人智の及ばぬ力を手に入れた……私どものような輩やからですかな？」

「……っ！」

　フォグをとてつもなく、思い知らせる。

「我が主たる奥様は、人造人間ホムンクルスにして『レキュリィの宴うたげ』の長おさです。洩もらしてはならぬ秘密に加えて生命を狙ねらわれる理由、それらを数え始めれば幾夜も明けましょう」

　くく、とレキュリィが長椅子ソフアの上で自慢げに笑うのを横目に、

「もし私が一流の天てん堂どう騎き士しでしかなかったら、あなたの剣により奥様は殺されていた。そうでなかったからこそ守れたのです。……同じことが、あなたにも言えましょう？」

「く……」

　言葉が胸に突き刺さった。

　全身に受けていた裂傷よりも痛かった。

　フォグの役目、それはアルトを守ることだ。

　もし今のこの戦いが、彼女の前で行われていたとしたら。もし将来、このふたりを暗殺せよという命令が王宮から出たら。できないとかできなかったとかでは済まされない。自分は、取り返しの付かない過ちを犯すことになってしまう。

「……、あなたの言う通りですよ」

　故に、顔を上げた。

　カルブルックを直視し、唇を咬かむ。

「まったく言い訳のしようもない。僕は未み熟じゆくです」

　だがその分──という訳でもないが、既に冷静さは取り戻せている。

　さっきまでとは違い、抑えきれない怒りや激げき情じようなどもない。自分への無力感が頭を冷やしてくれたのか、それとも頭に昇った血が傷から流れ出てしまったか。

　とにかく今のフォグには、さっきまでより多くのものが見えるようになっていた。

　剣を降ろし構えを解き、問うた。

「……なにもかもあなたの掌てのひらの上、ですか？　レキュリィ」

　そう。

　これはつまり、レキュリィの計画した──余興だ。

　自分の兄たるフォグを呼び出し、実力を見極め、そうしておいて懐柔しよう、という。

「ふむ」

　名を呼ばれ、少女の貌かたちをした人造人間ホムンクルスは唇の端を歪ゆがませる。

「なかなか有益だったぞ、兄にい様さま。ぬしのことを理解もできたしな」

「初対面の相手を理解するために、まずは怒らせる──正直に言わせてもらいますが、傲ごう慢まんなやり方ですね。まるで貴族です。相手を対等に見ようという気がまるでない」

「くくく。まあそう言うな。儂わしはこのなりだ。対等に接してもなかなか対等に見てはくれんでな。このくらい居い丈たけ高だかになっておくのが丁度いいのだよ。……ぬしも最初は、儂の言葉をまるで信じておらんかっただろう？」

「今でも信じていませんよ、半分はね」

「半分信じてくれたのならば上々というものだ」

　そんなレキュリィを一いち瞥べつし、今度はカルブルックへ。

「……あなたにも、とんだ道化をやらせてしまったものですね」

　老ろう執しつ事じは応こたえず、微わずかに眉まゆだけを動かした。

　なので、構わず続ける。

「僕の実力を見極めた上で、稽けい古こをつけてくれたんでしょう？　あなたの攻こう撃げきには最初から殺気がなかった。それに、殺すつもりであれば最初の一撃で殺せたはずだ」

「フォグ殿はなかなか筋がよろしい」

　かしこまった様よう子すで、カルブルックがにやりとした。

「あなたが冷静さを失ってさえいなければ、私も怪け我がをしていたかもしれませんな」

　だからフォグも謙けん虚きよな笑えみを浮かべ、

「まあ……とはいえ」

　──しかし。

「それとこれとは、また別問題です」

　再び湾刀を掲げ構えを取り、言った。

「僕はあなた方の、人を導みちびくだなんていうふざけた思想や主義にはまったく賛さん成せいできません。偶たまさか同じ道を歩くことがあったとしても、いつか必ず対立する時はくる。……もちろん、今がその時じゃない、っていうのは理解しているつもりです。だからあなた方の考えに乗っても構いません。つまり、協きよう調ちよう姿勢を取ることも厭いとわない」

　現状で利害が異なってもいる訳ではないし、何より対立するにしてもフォグの実力が足りていない。そんな状態では、表向きにでも友好的になる以外はないだろう。

「……ただ」

　ただ、しかし、だ。

「あなた方に……僕の目を覚まさせてくれたお礼をしたいと思うんです。言い換えるなら、それは僕の意地だ。このまま、情けないまま引き下がるのでは格好が付かない」

「く、はははっ！」

　フォグの言葉とともに、レキュリィが高らかに膝を打った。

「面おも白しろい！　確たしかにぬしは今の今まで、人間として戦っていたな！」

「……なるほど」

　カルブルックが再び蛇じや腹ばら剣けんを持つ手に力を込める。

「それは確かに、受けて立つに吝やぶさかではありませんな」

「ありがたい話ですね」

　フォグは笑った。

「全力を出させてもらいますよ」

　今、持てる限りの力を。

　いい機き会かいだ。瑩えい国こくで三本の指に入るという天てん堂どう騎き士しとどれだけ渡り合えるのか。

　それを、試す──。

　逆手に持った湾刀の柄つか、鍵けん器きの把とつ手てに指をかけた。

　握力をかけて引き絞る。周囲に満ちる濃こい花の香り。『愚者の石グラクシール』が開くよりも遥はるかに大きな扉から毒気が湧わき出てくる。人造人間ホムンクルス『消失点カイナ』たる力の源が。

　鼻や口からではなく身体からだそのもので吸って、喰くらい。

「いざっ！」

　フォグは掛け声とともに、間合いを一いつ瞬しゆんで詰めた。

　速度は今までの三倍か、五倍か。

「……ぬ！」

　さしものカルブルックも細い目を見開く。

　咄とつ嗟さに横へ飛んだのはさすがと言うべきか。もちろんフォグの目にはゆっくりと見える。が──動体視力が向上したお陰で、彼の動作がいかに無む駄だのないものかが手に取るように理解できた。足の運び、構える仕し草ぐさ、こちらを捉とらえる視し線せん、すべてが流れるようだ。

　思わず感心しつつも、再び一歩で後を追う。踏み込みの衝しよう撃げきで絨じゆう毯たんの表面を弾はじけさせながら懐ふところへ侵入。下段から上段へ『アイリスの十六番』を跳ね上げる。

「な……っ!?」

　今度はフォグが驚きよう愕がくする番だった。

　本来ならば相手は反応さえできないはずだ。何が起きたかもわからない内に脇わき腹ばらを抉えぐられていてもおかしくない。しかし、結果はまったく違っていた。

　フォグの振り上げと示し合わせたかのように、蛇じや腹ばら剣けんの刀身が湾刀の軌道上へと緩かん慢まんな動きで割り込んできたのだ。まるで、兎うさぎを追い抜いていく亀かめを見ている感覚。

　恐らくは、フォグの構えや動作、姿勢から判断して、どういうふうに打ち込んでくるかを予期していたに違いない。膨ぼう大だいな経けい験けんと圧倒的な力量のなせる業わざだった。

　なるほど、こんな芸当ができる相手とまともに戦っては勝てない訳だ。

　もちろんそれだけで諦あきらめる訳にはいかない。何せ今のフォグは、人間ではない。

　剣けん閃せんが蛇腹剣に阻はばまれる直前、軌道を止めた。圧倒的な速度で振られた二十瓩キロの短刀を腕力だけで静止させる。人にはあり得ない動き。

　そうしておいて、蹴けり。屈かがみつつほぼ水平に、相手の足を払う、いや、いっそ折るように。

　当たったと思った直後、フォグは舌打ちを洩もらした。

　空振り。

　蹴り足も尋常ではない速度だったはずだ。なのにカルブルックは既に一歩を大きく後退していた。まるで魔ま法ほうだった。直前まで膝ひざに力を入れた様よう子すもなかった。

　──まさか。

　膝を一切使わず、足首だけで跳んだのか。

　しかもさっきと同じく、フォグが剣を止めたと見るやその瞬間に先読みをして。

　凄すさまじい。確たしかにこの老ろう執しつ事じは、自身の言葉をそのまま実現している。

　すべての動きを合理的に、すべての対応を理り論ろん的てきに、相あい対たいする敵と嚙かみ合う歯車の如ごとく。

　自己を取り巻くすべてを自己と同一化し、泉の中にいる魚の如く──。

　こちらが人間以上の速度と力で攻こう撃げきを仕掛けても、その動きが先読みできるような拙つたなさであれば対応は容易たやすい。こちらが向こうの動きを読もうにも、極限まで洗練された技術を用いられていれば予期することすらも叶かなわない。

「……だったら」

　フォグは一歩を大きく飛とび退のき、壁かべに据え付けられていた本棚の傍そばへと着地した。

　背丈ほどの高さを持った本棚の、端を摑つかんで力任せに持ち上げ、

「これなら……どうですっ！」

　カルブルックから二米メートルほど離はなれたレキュリィ目掛けて、

　片手で投げ飛ばす。

「……ぬ、っ!?」

「む……！」

　レキュリィとカルブルックが揃そろって驚きよう嘆たんの声をあげた。

　狙ねらいは正せい確かく。本棚は中に詰まった本ごと部へ屋やの中央、長椅子ソフアの方向へ飛んでいく。

　同時にフォグはカルブルック目掛け、駆けだした。

　さあ、どうする。

　主を守るのであれば動作が遅れる。敵を迎むかえ撃うつのであれば主は守れない。二者択一の状況で、この男はいかに動くのか。

　挑戦的な視し線せんを送ったフォグを、カルブルックは一いち瞥べつし──意外なことに、か、それともある意味で期待通り、か──小さく、笑えんだ。

　カルブルックの姿が横、本棚の向こうへと消える。

　レキュリィを助けに行ったと判断したフォグは、標的を彼女へと変更。

　本棚が落下した瞬しゆん間かんを狙って高く跳ちよう躍やくしそのまま天てん井じようを蹴けって三角飛び、レキュリィを助け出す最中のカルブルックを本棚越しに上から強きよう襲しゆうしようと考えるが、

「く!?　あ……っ」

　跳躍しようとした瞬間、後頭部を強い衝しよう撃げきが襲おそった。

　見なくてもわかった。それは、老ろう執しつ事じの操あやつる蛇じや腹ばら剣けんだった。

　レキュリィを救出に向かいながら同時に剣を振るい、先端を大きく回り込ませてフォグの背後から頭部を打ったのだろう。意い識しきの外から喰くらわされた一いち撃げき。皮ひ膚ふが強化されていたので刃やいばで傷付くことはなかったが、強烈に脳が揺らされた。

　瞬間、気が遠のいていく。いかな人造人間ホムンクルスでもこうなってはどうしようもない。

「まっ、た……く」

　倒れる寸前、心中で苦笑する。

　完敗だった。悔しさはなかった。ただ、こちらを殺さずに気絶させるというあまりに予想通りの決着だったことが少し腹立たしかった。

　たぶん次に目覚めるときは城だろう。ご丁てい寧ねいにもリチャードに宛あてて運び込まれているに違いなかった。さて、ならばあの王弟にどう言い訳をしたものか。

　そんな心配をしながら、フォグは絨じゆう毯たんに崩れ落ちて意識を失った。
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　カルブルックの手により気絶したフォグが屋外へ運ばれていった後。

　自室にひとりきりとなったレキュリィは、破は壊かいされてしまった長椅子ソフアを後しり目めに、苦笑しつつ溜ため息いきを吐ついた。腕を組んで壁かべに背を預け、荒れ果てた部屋を眺める。

　その視線の先、暗がりの奥に、人の立つ気配けはいがあった。

「きみにとっては期待外れ、だったかな？　彼は」

　そいつはゆっくりと、こちらへ向かって数歩進む。

　燭しよく台だいの火に照らされて浮かび上がるのは、男とも女ともつかない、個性を消失させたような青年の顔。初めて見る者はきっと、髪の短い女か髪の長い男かわからずに戸惑うだろう。整ととのった顔立ちの割に色気はなく、まるでよくできた人形のようだ。

　とはいえレキュリィは、そいつと初対面ではない。

　だから彼へ笑って答えた。

「そんなことはない。この部へ屋やをここまで遠えん慮りよなく荒らしたのは、あやつが初めてだよ。……カルブルックも久しぶりに冷や汗をかいたのではないかな？　くく。訂正すべきだろうね。あの力を用いた時のあやつは、天てん堂どう騎き士しとして瑩えい国こくで五本の指には入る」

「なるほど」

「ぬしにとってはどうだったのだ？」

「それはもう」

　彼は胸の前で両手を合わせた。わざとらしい所作だった。

「実に勉強になったよ。人造人間ホムンクルス……『消失点カイナ』の常じよう識しき外はずれな力と『アイリスの十六番』。この組み合わせは脅威のひと言に尽きる。敵にはなりなくないな。もちろん、この国の誇る天堂騎士であるカルブルック翁おうと『アイリスの七番』の組み合わせも、だけど」

「……知っていたのか」

「もちろん。私は趣味人マニアなんだ。『アイリスの魔ま剣けん』には目がなくてね」

　フォグは最後まで気付かないままだったが、彼をさんざん痛めつけた蛇じや腹ばら剣けんもまた、アイリス＝キャリエルの煉れん禁きん術じゆつにより製造された魔剣だった。

『アイリスの七番』──細かな節とそれに生はえた微小の刃やいばたちから成る鞭むちのような剣は、使用者の意志に反応して自在に、まさしく蛇の如ごとく動くという特性を持つ。フォグに気付かれず背後へ回り込めたのも、煉れん獄ごくの毒気で強化された彼の意い識しきを奪えたのも、これによるものだった。ゆっくりと忍び寄り、速度を重さに変えた一いち撃げきを放ったのである。

「それにしても面おも白しろいな。知っているかい？　アイリスの魔剣には番号によって傾向があるんだ。一番から五番までは、使用者のことなどおかまいなし。身体からだや心を蝕むしばんで傷付けながら、怖気の出るほど凄すさまじい力を発揮する。対して六番から十番──カルブルック氏の『七番』も含め──これらは対照的に、そこまで大きな力がない。その代わり、使い手を選ばず平等だ。害もない。武器としてはこの辺が最も安定していると言っていいね」

　レキュリィが無言なのを傾けい聴ちようと見て気をよくしたのか、青年は更に続けた。

「フォグくんの持つ十六番を含めた……十一から十六までの二ふた桁けた番号は、実に極端だ。つまり常人にはまったく扱えない。普通の人が見れば武器としては失敗作以外の何ものでもない代わりに、使いこなせる者が持つと驚きよう異い的てきに強い」

「ふん。まるですべてを見てきたかのような言いい種ぐさだな」

「実物は五本くらいさ。あとは資料だけだよ。私の立場上、そういうものも見ることができる。ただ、最後の二本……十七番と十八番がどんなものなのか知る者はいない。形状も所在も不明。一切が謎なぞに包まれているんだ。まあ、ひょっとしたら『レキュリィの宴うたげ』の情報網もうには既に何かが引っかかっているかもしれないけど、ね」

　含蓄じみた彼の視し線せんを受け流し、

「わざわざ隠し部べ屋やから覗のぞかせたのは、ぬしの魔剣に対する知ち識しき欲よくを満たすためではないぞ？　そのこと、わかっていような」

　念を押す。と、

「もちろん」

　途端とたん、青年がわざとらしいほどの諂へつらいを見せた。

「フォグくんの人造人間ホムンクルスたる力と性能をこの目で見る。その代わりに私は『宝ほう珠じゆ』……辺獄院リンボが『グラフの数珠じゆず』と呼んでいるあの鍵けん器きの密みつ輸ゆを停止する。正せい確かくには、停止するように取り計らってもらう、だけどね。大丈夫、そこは信用してもらいたいな」

「信用？　何としても守ってもらわねば困るぞ。あやつのことだけではない。儂わしの姿を見せた上で正体も明かしているのだ。条件としては破格に過ぎるよ」

「そんなにあの『グラフの数珠』が嫌いかい？」

　レキュリィは問うてきた青年を睨にらみ付けてから僅わずかに俯うつむく。

　ふと手を見ると、まだ空の硝子杯グラスを持っていたことに気付いた。

　軽く弄もてあそび、それを放り棄すてて、

「……あれは人の手に余る。悳とく国こくなどがどうなろうと知ったことではないが、少なくとも我が国にあってはならん。人と煉れん獄ごく、大気と毒気の均きん衡こうを崩す代物だ」

　溜ため息いき混じりに、言う。

「へえ」

　感心したように青年は手を叩たたいた。

「本当に人間の、この国のことを憂うれいているのか」

　空虚なその言葉を、レキュリィは再び無視した。

　周囲を見渡し、無様に横倒しとなった本棚へと歩み、上に腰掛ける。

　そして──。

「もう行くがいい、ユヴィオール＝カタシェレティス」

　青年の名を忌いま々いましく、吐き捨てた。

「ぬしが何を企たくらみ何を為なそうとしているのかは知らん。が、もし儂に敵対するつもりなら、瑩えい国こくと民たみどもの、そして儂の道を阻はばむつもりであれば……儂はぬしを叩たたき潰つぶすぞ。財力を、権力を、暴ぼう力りよくを、知力を、すべてを駆使してぬしの道を閉ざしてみせよう」

「わかっているさ」

　肩を竦すくめ、いかにも軽々しく、青年──ユヴィオールは頷うなずき、こちらに一礼する。

　踵きびすを返して部へ屋やを後にする彼を、レキュリィは眼めを細めて見送った。
















　フォグが目覚めたのは、陽ひもそろそろ落ちようかという夕方過ぎだった。

　曇くもり空ぞらは窓に嵌はめ込まれた硝子絵画ステンドグラスを光らせず、部へ屋やはただ仄ほの暗ぐらいまま鬱うつ蒼そうとして侘わびしい。長椅子に寝かされた身体からだを起こすと、執務机に座っていた人物が顔を上げた。

「む、気が付いたか」

　そこは、リチャードの執務室だった。

「……はい」

　王弟の言葉にフォグは俯うつむく。後頭部が重い。

　手足を眺める。衣服はあちこちが破れたままだったが傷口は既にない。これは当然だった。フォグは、喰くらった毒気を身体からだの治ち癒ゆ力りよくに変えることもできる。手足をもぎ取られたり内ない臓ぞうを引ひき摺ずり出されでもしない限り、軽い怪け我がはすぐに治ってしまうのだ。

　五体の無事と、腰の鞘さやに『アイリスの十六番』がちゃんと差されているのとを確かく認にんし、顔を上げた。リチャードと目が合うと、渋じゆう面めんとともに低い声がかかる。

「無様にやられたものだな」

「申し開きもありません」

「む、随分と謙けん虚きよじゃないか。珍しい」

「詭き弁べんで誤ご魔ま化かすつもりはありませんよ。……どこまで聞いておいでですか？」

「概おおむね、だな。きみが知っていて私の知らない情報はほぼないと考えてもらっていい」

　手紙らしきものをひらひらとさせながら、リチャードは言った。

　恐らくはレキュリィからのものだろう。気絶したフォグと一緒に届けられたに違いない。

　これには驚おどろいた。そうすると彼女はあの屋や敷しきでの遣り取りはもちろん、自身の正体までもを王家に明かしたというのか──いや、確たしかに考えてみればもはや秘密にする意味はない。知りたければフォグから聞けばいい話で、フォグ自身、黙だまっておく気など毛頭ないのだから。

「すみませんでした」

　ただそのことと、自分が失敗したこととはまったく別問題だ。

「完全に僕の失策です。処分を考えておいでですか？」

　正直なところ、殺されても文句は言えない。

　だがリチャードから返ってきたのは、どこか困ったような苦笑だった。

「処刑……と言ったところで、きみはそれを受け入れるのか？」

「いえ、その……」

「心配するな。私は怒っていないよ。他ほかの王権派議ぎ員いんたちにもきみの失敗は知らせていない。仮に知られたとしても関係ないな。きみは王家所有の人造人間ホムンクルスとしてではなく、私の部下として赴おもむいたのだ。失敗の責任は上司たる私が負うべきことである」

「……、ありがとうございます」

　フォグは素直に頭を下げた。

　もちろん、リチャードは彼なりに冷れい徹てつな計算を働かせたには違いない。今フォグを安易に罰しても、失うことにより生じる損害が大き過ぎると判断してのことだろう。ただ、その計算をおくびにも出さず、寛容さとして示す──それはリチャードが国民から慕われる所以ゆえんのひとつであり、王弟としての立場から為なすことが可能な最大限の優やさしさでもあった。

「ところで、今日きようは何日ですか？　僕はどのくらい寝ていたんです？」

「おいおい。私を暦代わりに使うとは、本ほん調ちよう子しが出てきたじゃないか」

　安あん堵どしたように失笑するリチャード。

「大丈夫だ。まだ今日の出来事だよ。今は六時前だ」

　それでもしっかりと教えてくれる辺り、やはりお人ひと好よしではあるのだろう。

「さて、のんびり寝てもらっている訳にはいかない。きみが問題を山ほど持ち帰ってくれたことには変わりないのだからな。まったく……今日は騒さわがしいことこの上ないよ」

「他ほかに何かあったのですか？」

　そんな口振りだった。

「後で話す。まずは順を追って、きみの関かかわったことからだ」

「はい」

　居住まいをただす。

　リチャードはひと呼吸置き、告げた。

「結けつ論ろんから言おう。王権派議ぎ員いんと『レキュリィの宴うたげ』とは、ある一点で協調姿勢を取ることにした。それはつまり、匍都ハイトの、ひいては瑩えい国こくの治安維持において、だ」

「つまりは？」

「きみは聞かなかったかもしれないが……『グラフの数珠じゆず』は思っていた以上に匍都ハイトの煉れん術じゆつ師したちを蝕むしばんでいるそうだ。煉術師同士の戦せん闘とうが一部で過か激げき化かしているのはもちろん、使い手の予想を超えた出力で発動してしまった煉術の暴ぼう発はつによる市民への被害も出始めている。情報が水面下で抑えられているのが救いだな。それは『レキュリィの宴』の功こう績せきと言っていい。まったく……より強い力を求めてより強い毒気に魅み入いられる。これではまるで阿あ片へんだよ」

　その比ひ喩ゆは正しいかもしれない。

　あの鍵けん器きはまさしく、煉術師にとっての阿片となり得る。

　毒気を扱うという危険な商売柄、もっと自制が利く者たちばかりだと思っていたのだが──その予想は大きく外れてしまったらしい。

「組合ギルドが『グラフの数珠』の所持並びにそれを用いての依頼遂行を禁止したそうだが、そうすると今度は組合ギルドを通さずに依頼を請うけ負う輩やからが出始めた。国外から不法入国した……流れ者の煉術師たちも一枚嚙かんでいるふうだ。このまま放置しておけば『グラフの数珠』の導どう入にゆうを許容する別の組合ギルドまで立ち上がりかねない。匍都ハイトを舞ぶ台たいにした戦争が起きてもおかしくないぞ？　それも、一カ月前のあれとは比べものにならない規模でな」

「煉れん術じゆつ師したちを二分する、勢力争いになるってことですか」

　しかも、勝ってはならない側がより強い武器を持った戦争。

　想像しただけで悪夢的だった。

「それで……王権派議ぎ員いんと『レキュリィの宴うたげ』とが協きよう調ちようしてその流れを防ぐ、と？」

「ああ。更に言えば王属軍も、だ。政治と軍事、両面から『グラフの数珠じゆず』の普及拡大を抑える。もちろん王権派議員たちについては、これから私が説得するのだが……まあ、難むずかしくはない。そもそもが国益に繫つながることであるしな。『レキュリィの宴』が介入することで、庶民院議員たち、ひいては庶民院派の貴族院議員たちも我らに票を投じるだろう。つまり、議会の半数以上だ。こうなれば、表からも裏からも圧力をかけることができる」

「なるほど」

　さすがの手際、という讃さん辞じはむしろレキュリィに相応ふさわしいのかもしれない。

　目的達成のために誰だれと手を組むのが最も効率的か──彼女はそれを見極めて王宮に協力を求めたのだろう。もちろん、ただ申し出ただけでは突っぱねられる可能性がある。フォグと、そしてアルトのことまでもを調しらべ、こちらの弱みを握った上で交渉に臨のぞんだという訳だ。

「たいしたものですね、あちらは。僕は正直なところ忌いま々いましいですよ」

「そうだろうさ。私とていい気分ではない。実質的に主しゆ導どう権けんを握っているのは向こうなのだからな。だが……気分や感情で政治はできんよ」

　身分や地位などを鼻にかけている凡百の貴族であればとても口に出せない科白せりふだ。そういう意味ではリチャードもまた、賛さん嘆たんに値する。

　レキュリィの手紙を矯ためつ眇すがめつしつつ、切れ者の王弟は更に補足した。

「それから、これは向こうが何らかの手を打った結果のようだが……これから先『グラフの数珠』の密みつ輸ゆや横流しは減るだろう、とのことだ。信用できるかどうかはわからんが、噓うそを吐つく理由もないし、事実と見て動いていいだろう」

「……そうですか」

　その情報に、心中で首を傾かしげた。

　フォグは、『グラフの数珠』がこの国へ流入していることの背景に、あのいけ好かない貴族──メネレック伯はく爵しやくの暗あん躍やくがあると睨にらんでいた。自分の孫をマーガレット王女に婿むこ入いりさせたがっている彼が、王女と悳とく国こく王子との婚約を阻止せんがためにやっているのではないか、と。

　勘ぐり過ぎだったのだろうか。或いはフォグには思い及びもしない手段を使って、メネレックへと働きかけたのか。詳細がわからない分、妙に不気味だった。

　既にメネレックの件はリチャードに伝えてある。推測の域を出ない以上手が打てない状態のようだが、ともあれ判断するのはフォグの役目ではない。

「差し当たっては、組合ギルドに所属しない煉れん術じゆつ師したちの動向だ。主義によるものか、思想によるものか、もしくは単に力を求めてか。或いは主義思想のために力を求めてのことかもしれんが、とにかく……注意しておかなければならないし、何か起きれば王属軍を総動員してことに当たらなければならない。無む論ろん、きみたちもだ。安い仕事だなどと我わが儘ままを言わんでくれよ」

「わかっています」

　さすがにこれには頷うなずくしかなかった。

　あの屋や敷しき、カルブルックの言葉が脳裏に甦る。

　闇やみに紛れ影かげに隠れ市し井せいには姿さえ見せない、人である限界を超えて人智の及ばぬ力を手に入れた輩やから──もしそういう奴やつらが組合ギルドを無視して独自行動を起こしでもしたら、匍都ハイトは、この国は果たしてどうなってしまうのか。

　人であることを半ば捨てた奴らの中にはこの混乱を面白がる者たちがきっといる。それに乗じて変な気を起こされでもしたら厄やつ介かい極まりない。

　溜ため息いきを吐つきつつ、長椅子ソフアに座り込んだ。

　レキュリィの思惑通りにことが進んでいるという忌いま々いましさよりも、いずれ必ず訪れる戦いの方が気がかりだった。せめてアルトが無事でいられればいいのだが──そのためにはカルブルックに言われた通り、自分がもっと強くあらねばならない。

「そういえば、殿下」

　考え込んでいたフォグはふと思い出し、尋きいた。

「先ほど、今日きようは騒さわがしいとか仰おつしやっていましたが……あれは？」

　他ほかにも何か起きたのだろうか。

　リチャードはすると、懊おう悩のうに満ちた顔になり、

「ああ、こちらはこちらで大いに問題だ。というよりも、王宮としてはむしろこっちの方が遥はるかに重要かもしれん。まあ、相手の目的も所属もわからん以上、手の打ちようがない話なのだが。きみにも関係ある話だ。尋きたいことも幾つかある」

「どういうことですか？」

　厭いやな予感がした。

　妙に持って回った言い回しだったし、何より『王宮としては遥かに重要だ』というその表現が気になる。まさかとは思うが、アルトに何か──。

「先に言っておくが、心配はないぞ。無事ではあったそうだからな」

「ちょっと待ってください、殿下。それは……」

　血相を変えて再び立ち上がったフォグを、リチャードが制する。

「落ち着け。だから後回しにしたのだ」

「だから、とはつまり、アルトに何かあったんですか!?」

　その後はもう、思考する以前に身体からだが動いていた。

　リチャードが何か言いかけたのを無視して、踵きびすを返し小走りで扉へ向かう。ぞんざいに開けられた部へ屋やの扉もそのままに、王宮の廊下であることも忘れて駆けだす。

　呆あきれたような顔でそれを見送ったリチャードが「まったく……」と呟つぶやいた時には、フォグの姿はもう廊下の向こうに消えてしまっていた。
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　今にも雨が降ってきそうな空は、灰はい色いろ街がいの陰惨な頽たい廃はいによく似合う。

　湿った空気は気候のせいかいつもよりしつこく肌にへばりついてきて、羽は織おった上着が鬱うつ陶とうしい。ただ、この不快感は本当に湿度のせいだろうか。自分の肌が上気しているせいではないのか。そうかもしれない。何故なぜなら自分は今、まともではないから。

　イパーシ＝テテスが、宝石状の外殻に覆おおわれた奇妙な剣──『アイリスの四番』を手に入れてから、まる二日が経たとうとしていた。

　自分にとっても意外なことに、まだこの歪いびつな剣は人の血を吸っていなかった。いや、意外、という表現は正しくない。正せい確かくを期すならば、残念なことに、だ。

　この二日ばかり、ふらふらと灰色街を彷徨さまよっていた。当て所なくではあったが、目的ははっきりしている。女だ。それも若い女を殺すために、だ。

　けれどどういう訳か、これがまったく見当たらない。たまに出会うのは大人おとなの男で、しかもこちらと目が合うや慌ててどこかへ逃げてしまう。いつもなら夜になれば娼婦たちが客を求めて通りに立っているというのに、それもいない。

　不ふ思し議ぎでたまらなかった。どうして俺おれに殺させてくれないのか、という憤いきどおりだけが募った。

　いかな灰色街でも抜き身の闘剣グラデイウスをぶら提げた男がうろうろ徘はい徊かいしていれば、女子供は身を隠すし男だって警けい戒かいして近寄らないのは当たり前で、つまりそんなこともわからなくなるほど、イパーシの箍たがは外れてしまっていたのだった。

　既に陽ひは半ば以上落ち、三米メートル向こうは闇やみになりかけている。

　今日きようはここらでやめておこう、そう思い、手近な荒ら屋に踏み入った。

　この街には、定住している者のいないぼろぼろの建物が幾つもある。雨風を満足に凌しのげることすらできないそれらは、もっぱらイパーシのような浮浪者たちに、一夜の仮宿として使われていた。もっとも、宿と呼ぶにはまったく値しない。

　床などはない。剝むき出だしの地面は草さえも生はえない腐った土で、泥になっていなければ上々といった具合。壁かべは朽くちかけた戸板が申し訳程度に二辺を囲っている程度。天てん井じようもない。実質的にはむしろ、割れた板で中途半端に区切られたただの空間に過ぎない。

　その中央にイパーシは座り込んだ。

　微かすかな空腹感はあるが、寝て起きれば消えているだろう。灰色街の空気にほんの僅わずかだけ含まれる煉れん獄ごくの毒気は、イパーシにとって麵麭パンの欠片かけら程度の栄養を持つ。

　それよりもやはり苦痛なのは、満たされない殺人欲だった。

　食物を詰め込むものとは別の胃袋が存在しているみたいだった。それは一日中、寝ているときでさえも、空腹に悲鳴をあげる。殺したい。女を解体したい。若い女の肚はらを引き裂いて臓ぞう腑ふを引っ張り出し、体温を感じたい。できれば女の名前はトリエラがいい。

　──ああ、そう。トリエラだ。

　トリエラ＝メーヴ。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪の毛が綺き麗れいで、可愛かわいくて、そのくせ身なりに気を使ったり男と仲良くすることに興きよう味みなどなく、好奇心や探求心ばかりが旺おう盛せいだった少女。村長の家に入り浸っては、村に一冊きりしかない煉れん獄ごく学がくの専門書を何度も何度も読よみ耽ふけっていた。

　殺人欲が渇望するにつれて、おぼろげだった記き憶おくは徐々に鮮せん明めいさを増していた。つまり、思い出しつつあった──村長や村人たちのことはともかく、トリエラに関するものだけは。

　彼女がいたから、自分は煉術師になったのだ。トリエラならもし工場勤めを無事に終えてさえいればきっと匍都ハイトで煉術に関係した職しよく業ぎように就いているだろうと信じ、だったら自分も煉術師になればいつか再会できるんじゃないかと思って。

　もし彼女が死んでしまっていたらどうしようと不安になった。

　そうだったら、もう彼女を殺せなくなる。

　手足の折れ曲がる感触を楽しむことも、乳房を引ひっ搔かいて悲鳴を堪能することも、下肚に腕を突っ込んで子宮を握にぎり潰つぶすことも、頸けい動どう脈みやくを切って噴ふん出しゆつする血ち飛沫しぶきを浴びることも、叶かなわぬ夢となってしまう。好きな女を──愛する人を殺せないのは不幸だ。ただでさえトリエラは、自分に残ったただひとつだけの記憶、最後の縁えにしなのに。

　剣を抱き、踞うずくまって震ふるえていると、不意に背後から声があった。

「眠れないのかしら？　まあ、眠るにはまだ早いけれど」

「……っ!?」

　反射的に起き上がり振り返ったのは、警けい戒かい心しんからではない。

　その声が、若い女のものだったからだ。

「おはよう」

　イパーシの顔を見て、彼女は笑った。

　年若い。まだ十三、四ほどか。

　目め許もとは愛らしく、頰ほおは柔らかげ、厚みのある唇。幼さの残る顔立ちだったが、それとはまったく不釣り合いなほど妙な色香がある。青あお色いろの反たん物ものをぞんざいに巻き付けたような露ろ出しゆつの多い服装は、未み成せい熟じゆくな身体からだと相まって背徳感の混じった劣情を催させた。藍あいの髪、その隙すき間まから覗のぞくのはこれも同色の瞳ひとみ。まるで童話にある、深海から出てきた人魚のようだと思った。

　思って、直後──気付く。

「お前、は……？」

　印象がかなり変わっていたが、よく見れば覚えのある顔だった。

「久しぶりね。イパーシ＝テテスさん。いえ、私にとってはオットー＝フェイさん、かしら？　以前、あなたと一いつ緒しよにお仕事をしたんだけど、覚えている？」

「キリエ＝スージィ……」

「あら、名前まで。嬉うれしいわ」

　噓うそだ。

　何故なぜなら彼女は、死んだはずだ。兄であるミシェル＝スージィ諸もろ共とも、レティック＝メイヤとケネス＝ブランドンに殺された。

「どうして、お前は」

「こういうことよ」

　横からまた声があった。

　目の前にいるキリエとは別の、しかし同じ音色の声。

　声だけではなかった。顔、髪型、服装、立たち居い振ふる舞まい、すべてが酷似している。まるで姿すがた鏡かがみをこの場に持ってきたかのように。

「双子……か？」

「そんなくだらないものではないわ」

　と、今度は背後から。

　合計三人──並んだキリエたちは扇情的に微笑ほほえみ、言った。

「私たちは『群体アンテノラ』」

「同じ顔、同じ姿、同じ記き憶おくを共有し増殖する特性を持った」

「人造人間ホムンクルス……ローレンの雛ひなよ」

　茫ぼう然ぜんとする。

　人造人間ホムンクルス？　こいつが？

　あの少年フオグと同じ、ローレンの造った──。

　反射的に、イパーシは少女たちを睨にらみ付けた。

　ローレンの雛。それは人造人間ホムンクルスのなり損ないであるイパーシにしてみれば、自身の劣等感を刺し激げきし存在意義を危うくする、忌いま々いましい奴やつらでしかない。稀き代だいの天才と謳うたわれたローレンに造られた人間以上の力を持つ化け物と、才能の足りない甥おいがそれを真似まねて造った人間未満の自分。考えただけで反吐へどが出そうになる。羨うらやましく憎らしくてたまらない。

　だがそんなイパーシと裏腹、相手たちは実に楽しげだった。

「ねえ。どうして私がここへ来たかわかる？」

　キリエのひとりが座り込み、手を伸ばしてくる。

　撫なでられる頰ほお。指は顎あごへ移り、喉のどを、胸をまさぐる。

「私はね、イパーシさん」

　もうひとりが、背後からもたれかかってきた。

　軽い接せつ吻ぷん。耳や首筋を啄ついばむ唇は、男をよく知る娼婦の手練。

　三人目が横へ踞うずくまり、イパーシの腕に縋すがり付いて、囁ささやいた。




「私はあなたを、満たしに来たの」
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　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イパーシの衝しよう動どうは飽和した。

　胸の奥から熱あつい何かが溢あふれてくる。性欲と食欲を混ぜたくって劣悪にしたような、この世で最低の類たぐいに属する、酷ひどくおぞましい、けれど甘美なもの。

　キリエを、目の前で自分の胸を撫なでていたひとりを搔かき抱く。

「あ」

　青い服を力任せに破いた。何故なぜか布地は粘性の液体に手を突っ込んだような触感で、それがますますイパーシを興こう奮ふんさせた。露ろ出しゆつした薄うすい乳房を無む理り矢や理りに鷲わし摑づかみし、爪つめを立てる。肩口を荒々しく舐なめ回す。押し倒して足を開き割って入り、太ふと腿ももを膝ひざで押おし潰つぶし、

「ん……」

　耳元で聞こえた嬌きよう声せいに心しん臓ぞうを跳ねさせながら。

　右腕に握っていた剣を──まるで自分自身のように──少女の肚はらへと突き立てた。

「……か、はっ！」

　剣といっても刃やいばなどではない。ごつごつした、宝石状の、下ろし金にも似た外殻だ。

　だから刺さらない。肉を挽ひき潰つぶしながらめり込んでいく。皮ひ膚ふを破り、脂肪を抉えぐり、骨を砕き、そうして子宮に到達し、捻ひねる。回す。突く。何度も、何度も、何度も。

「あ、が！　が、き、いああああああああああああっ！」

　キリエは絶叫した。喉のどから、全身から絞り出すように。

　嫌いやがっている。苦しんでいる。死に臨のぞんでいる。イパーシがそれを与えている。性交よりも満ち足りていて、強ごう姦かんよりも恍こう惚こつで、食事よりも美味うまく、美酒よりも酔える。

「く、は。ははっ、はははははっ！」

　もはやキリエは悲鳴をあげていなかった。喉からひゅうひゅうと空気音だけを洩もらしながら手足を痙けい攣れんさせている。真まっ青さおになった唇を舐なめ、口をこじ開け、舌を吸い、歯を立てて先端を嚙かみ千切った。するとその身体からだは大きく跳ねた。

　キリエの舌を咀そ嚼しやくしつつイパーシはゆっくりと顔を上げる。衣服も肌も返り血でしとど濡ぬれていた。とてつもない満足感があった。ああ──自分はこのために生まれてきたのだ。

「ふふ。どうだった？」

　自分が無惨に死ぬ様を見たというのに、キリエたちの顔に恐怖の色はなかった。

　それどころか、楽しげですらある。

「私の身体、気持ちよかったかしら」

　扇情的な言葉が行為の余よ韻いんを引き延ばす。

　と、恍こう惚こつの中で彼女の笑顔えがおを眇すがめていた眼めが、大きく開かれた。

「な……」

　いつの間にか、キリエが殖えている。

　さっきまでイパーシの身体を愛あい撫ぶしていたのは三人。今し方その中からひとり殺した。

　けれど、こっちを見詰めて笑っているキリエはやはり三人──減っていない。

「お前、は……？」

「だから言ったでしょう？　群体アンテノラだって」

　ひとりが笑えんだ。

「あなたが望むなら、何人だって相手をしてあげられるのよ。さっきはお腹なかの中を搔かき回したわね。次はどうする？　口の中に押し込む？　それとも胸を使う？」

「でも、何人も私ばかり殺していたら、そのうち飽きてしまうんじゃないかしら」

「ん……かもしれないわね」

　そうしてキリエたちは、姦かしましく会話を始める。

「大丈夫よ。私たちに飽きたら、他ほかの女の人を殺せばいいわ」

「むしろ私たちは、手ほどき役。初めてを教えて慣なれさせる、生いけ贄にえね」

「着替えを持ってきてあげなきゃ。そうして街に出ましょう？　こんな汚い場所じゃなく、石畳で舗ほ装そうされた道に煉れん瓦がのお家うちが並ぶ、市民区域に」

「その方がいいわ。こんな格好でこんな場所をふらついていたってろくな女にありつけないもの。盗品の香水も、草の汁で作った紅も、瘦やせた身体からだも、どれも美味おいしくないだろうし」

「だから、ねえ、イパーシさん」

　一斉に。

　キリエたちがこちらの瞳ひとみを、悪戯いたずらっぽく覗のぞき込んだ。

　そして三人口を揃そろえ、まったく同じ発声で、

「あなたはまだたくさん、何人も、何十人も、殺していいのよ」

　──告げる。

「あ……う、あ」

　今度はイパーシがうめき声をあげる番だった。

　許された。さっきのあの快感を、あの行為を、自分は行ってもいいのだ。

　キリエのひとりが立ち上がり、踵きびすを返した。

「じゃあ私、服を調ちよう達たつしてくるわ。それから、剣を納める鞘さやも」

　彼女の背中を見送る脇わきで、もうふたりのキリエが袖そでを引っ張ってくる。

「何をぼうっとしているの？」

「え……」

「私はまだここにふたりもいるわ。続きをしましょう？　まだ、できるでしょ？　今度はもっと激はげしく。もっと狂おしく、もっとじっくりと」

　誘惑は、再び剣を握らせた。

　行為に耽ふけるため、イパーシはキリエのひとりを再び押し倒した。
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　太陽が沈んで夜が更ふけても、王立煉れん導どう院いん──辺獄院リンボが眠ることはない。

　そこには自身の寝食などよりも研究の方が重要だという風ふう潮ちようが蔓まん延えんしていた。

　決まった勤務時間がなく一定の成果さえ上げれば子細は問われないという特殊な給与体制だから尚なお更さらで、むしろ夜になってからの方が人は増える。深夜の方がより思考の回転が速まると信じて疑わない者が、研究者たちには多いからである。

　トリエラ＝メーヴはといえば、その深夜信仰を持たない。

　だがその代わり、昼夜を問わず集中できるという、ある意味でもっと厄やつ介かいな資質があった。結果として二十四時間を問わず常に辺獄院リンボへ入り浸っている状態である。

　眠くなったら仮眠室で寝ればいい。あまり使いはしないが浴室も完備されている。着替えも一週間分くらいは研究室に置いている。家に帰るのは、その着替えがなくなった時と、疲労が極限に達して思考力が鈍にぶった時くらいだった。

　そんな訳で今日きようも彼女はいつもと同じく、辺獄院リンボでの夜を過ごしていた。

　ここ数週間ほどずっと熱ねつ中ちゆうしていた『グラフの数珠じゆず』の分析と改造が昨日きのう終わったばかり。だから少しは息抜きをということで、資料室から引っ張り出してきた書物を読よみ漁あさっている。当然ながら、ひと仕事終わったから家に帰ろうという発想はない。

　と、研究室の扉が叩たたかれた。

　間隔を空けて三度。この叩き方をするのはトリエラの知る限り、ひとりだけだ。

「やあ」

　どうぞ、という間もなく入ってくる。

　だから本から目を離はなさず、振り返りもせずに問うた。

「こんな夜中にどうしたの？」

「夜中といっても、まだ十一時前だよ」

「私の時計とけいでは、十一時を五分ほど回ったところね。それに十一時も過ぎれば、普通は淑しゆく女じよの部へ屋やに立ち入るなんて遠えん慮りよするものよ」

　いつもの冗じよう談だんを言ってみる。すると、

「だったら……」

　声の主は近付いてきて不意にトリエラの手を取り、腕時計の螺ね子じを少しだけ回した。

「これで、十時五十五分。十一時前になった」

　──まさか、自分の時計を巻き戻されるとは。

　これは予想していなかった反応である。

　トリエラは思わず目をぱちくりとさせ、それから一いつ瞬しゆんの後、くすくすと笑いだした。

「やっぱりあなた面おも白しろいわ、ユヴィオール」

「そうかい？」

　闖ちん入にゆう者しやたる青年、ユヴィオール＝カタシェレティスは、

「きみにそう評してもらえるなんて、光栄だよ」

　部屋の壁かべに背を預けつつ、得意げに肩を竦すくめた。

「どうだか」

　トリエラがこの『面白い友人』と出会ったのは、一年ほど前だった。

　王属煉れん術じゆつ師しである彼が、担当事件の件で辺獄院リンボへ調ちよう査さの依頼にやってきたのが切っ掛けである。煉術陣、ひいては煉術にかなりの知ち識しきを持っており、話が合った。

　それからというもの、こうしてちょくちょく遊びに来るようになった。月に二、三度、多いときは週に一度ほど。他愛たわいない煉術談だん義ぎを小一時間ほど交わすのが常である。

　知識豊富で話をしていて楽しいのに加え、男だか女だかわからないなよっとした外見や変に気取った喋しやべり方かたが、トリエラにとっては愛あい嬌きように感じられた。

「それにしても、きみが淑しゆく女じよを自称するとは驚おどろきだね。私としては淑女のきみに外で会いたいと、何度も誘っていたつもりなんだけど」

　まあ、こうしてからかってくるのが欠点ではある。

「あなたがいつも私を女扱いするから、それに対する皮肉よ。だいたい、いつも言ってるわよね？　外で会いたいなら王属煉れん術じゆつ師しなんかさっさとやめて私の部下になってくれって」

「外でも仕事の話しかする気がないってことじゃないか。やれやれだ。……私は本気なんだけどな。半分くらいは」

「私だって本気よ、半分以上は」

「きみの言う半分と私の言う半分は、内容が異なってるみたいだけど」

「外でお茶でも飲むって意味じゃ一いつ緒しよでしょ？」

「それはそうかもしれないが、きみはお茶が好きなのかい？」

「まあ、お茶屋よりは王立図と書しよ館かんで会った方がいいかもしれないわね、残念ながら」

「違いないな」

　軽口を飛ばし合っていると、ユヴィオールがふと表情を変えた。

「今日きようは真面目まじめな話があって来たんだ」

「何なの？」

　きょとんとするトリエラに、溜ため息いきが返ってくる。

「……『外で会いたい』なんて誘い文句は、しばらく使えなくなるかもしれない」

「は？」

　言葉の真意がわからない。婉えん曲きよく表現に過ぎる。

　説明を求める視し線せんを無言で送った。

　すると彼は少しだけ笑顔えがおに──ただし、楽しさよりも厄やつ介かいさの濃こいものに──なり、

「匍都ハイトが、少しばかり危険なことになりつつあってね」

　そんなことを言う。

「どういうこと？」

「例の、きみたちが研究していた『グラフの数珠じゆず』だよ」

　ユヴィオールの視線が鋭するどくなった。

「あれが、少しずつではあるが市し井せいに出回っているそうだ。やはり煉術師にとってあの鍵けん器きは魅み力りよく的てきらしい。しかも、二流三流の輩やからには特に、ね」

「え、そうなの……？」

　トリエラには驚きだった。

　つい昨日きのう、フォグから聞いた話と違っていたというのもある。彼は逆に「流出している話は聞かない」と言っていたはずだ。だが、それよりも釈然としないのはやはり、

「本当なの？　正直、理解しがたいわ」

　不合理──それに尽きる。

『グラフの数珠じゆず』は、出力が大き過ぎるのだ。

　濃のう度どの高い毒気は何よりも自らを害す。吸うだけで生命を削るし、それによって起動された煉れん術じゆつは使い手の力量を超えて暴ぼう発はつだってしかねない。

　煉術を使うのに最も適しているのは『愚者の石グラクシール』である。

　そもそも『愚者の石グラクシール』によって開かれる扉の大きさとそこから流れ出る毒気の量は、この国の煉術における統一規格であり、基準だ。煉術の規模と威力を定義する冠かん位いも、煉術師の適性検査に用いられる耐性値も、すべては『愚者の石グラクシール』の使用を前提とした上で成立している。

　故に『グラフの数珠』を使うということは、基準を無視するということだ。基準の無視は秩序の崩ほう壊かいに繫つながる。冠位に意味がなくなれば場に応じた適切な術式を使用するという概念が消え、自己の適性以上の毒気に触れ続けるのは、適性の足りない者が煉術師となるに等しい。

「使う意味がないもの。我が国が培つちかってきた煉術学の歴史に唾つば吐く行為だわ」

　首を傾かしげたトリエラに、

「きみは学者だからね」

　わからないかもしれないな、と、ユヴィオールは溜ため息いき混じりに苦笑した。

「現場で働く……特に切った張ったをやる煉術師たちにとって、そういうことは二の次だから。まずは生き残ること、次に目の前の戦いに負けないこと。そのために大きな力を求めたとしても、責められはしないさ。まあ、自殺行為であることは認めるけど」

「……そうかしら」

　言われても、やはり釈然とはしなかった。

　目の前の戦いを切り抜けられるかどうかが重要なのは理解できる。負ければ死ぬかもしれない、死んだらすべてが終わりだ。けれど『グラフの数珠』を使って勝ったとしても確かく実じつに寿命は縮ちぢむし、煉術の制御を失敗でもすれば元も子もない。だったら『愚者の石グラクシール』で安全に使える煉術を駆使して確実に勝てるような方法を考え、実行すべきなのではないか。

　人間が知性の動物である所以ゆえんは、そこにあるのだから。

「まあとにかく、だ。私が言いたいのは、気を付けてくれってことさ」

　議ぎ論ろんを拒こばむかのようにユヴィオールが話題を変える。

「ついさっき、王属軍にも命令が下った。しばらくは匍都ハイト全域で厳げん戒かい態勢だそうだ。力に魅み入いられてとち狂った輩やからが莫ば迦かなことをやらかす恐れがあるからね。それに、考えたくないけれど思想犯も。ヘリックス主義者なんかの中には、目的のためなら命を厭いとわないのもいる」

「私がそれに巻き込まれるってこと？」

「きみは疲れ果てたふらふらの状態で家に帰ろうとすることが多いだろ？　ただでさえ強盗やなんかに遭いやすいのに、こんな状態じゃ尚なお更さらさ」

　トリエラは思わず苦笑した。

　確たしかに、彼の言う通りである──恥ずかしながら。

　ユヴィオールもそれがわかっているのか、悪戯いたずらっぽく指を立てる。

「まあ、この建物の中にいれば安全だけどね。可能な限りは仕事をしてるといい。どのみち、滅多めつたに家には帰らないんだろ？」

「そうね。もし家が破は壊かい活動に巻き込まれてても気付かないかもしれないわ」

「私は、きみさえ無事ならそれでいいよ」

　歯の浮くような科白せりふを堂々と言ってのける目の前の青年に、トリエラはこそばゆさを覚える。たぶん本人は大おお真面目まじめで、だから少し悪いなと思うのだけれど。

「気を付けるわ。家に帰る時間も、なるべく昼間とかにする」

「それがいい。夜は危ない」

　背を預けていた壁かべから離はなれ、ユヴィオールは笑った。

「じゃあ、私はこれで」

「あら、もう帰るの？」

　まだ来てから十分と経たっていないはずだ。

　何より、いつもの煉れん術じゆつ学がく論ろん議ぎもまだしていない。

「言ったろ？　厳げん戒かい態勢だって。私の仕事も昼夜なしなのさ」

「悪かったわね。ありがとう、わざわざ」

　どうやら本当に、忠告だけをしにきてくれたらしい。

　素直に感かん謝しやを述べると、背を向けながらひらひらと手を振ってくる。

「きみのためならこのくらい何ともない、さ」

「それはどうも」

　気き障ざな物言いに苦笑しながら、友人を見送る。

　正直なところ──彼が自分を女扱いしてくれるのは、ほんの少しだけ嬉うれしくあった。

　故郷の幼おさな馴な染じみを思い出させるのだ。きみは将来僕のお嫁さんになるんだよ、と、いつも何のてらいもなく口にしていた少年。確たしかふたつばかり年下で、毎日毎日、同年代の男の子たちにからかわれてもまったく気にもせず、傍そばを離はなれてくれなかった。

　トリエラが匍都ハイトへ出発する日にはわんわん泣なき喚わめかれて、工場勤めの不安や家族と離れる悲しみなんかがすっかり吹き飛んでしまったのをよく覚えている。ユヴィオールに対して親しみを覚えるのは、幼馴染みのあの少年に似た部分を感じてのことに違いなかった。

　あの子は元気にしているだろうか。次男坊だったから、自分と同じくここへ出で稼かせぎにやらされている可能性もある。だったらひょっとしたらもう、煉れん獄ごくの毒気にやられて──。

　首を振り、厭いやな思考を頭から追い出した。

　同じようにして故郷からここへ来た昔馴染みは他ほかにもけっこういるはずだ。でも、わざわざ消息を調しらべる気にはならなかった。今でもならない。いつかどこかで偶然再会できれば儲もうけもの。それまでは考えるのもやめておこうと決めている。

　まあ、どのみち子供の頃ころの思い出だ。

　会えたら会えたで、こんな身なりに気も遣つかわない学者莫ば迦かになってしまった自分は、きっとがっかりされるだろう。だからこのままでいい。たまに思い出して、微笑ほほえむだけで。

「……イパーシ」

　トリエラは小さく彼の名前を呟つぶやきながらも、ひとりきりになった研究室で再び本を開き目を落とした。口にした名前を、数式の隙すき間まに滑り込ませるように。
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　辺獄院リンボの門を出た青年──ユヴィオール＝カタシェレティスは、そのまま大通りを南に、市民区域へと向かう。十分ほど歩いたところで裏路地に入り、そのまま安酒場の扉を潜くぐった。

　客はまばら。見渡し、店員の女を呼び止め麦酒ビールを頼むと、卓テーブルのひとつに腰掛ける。

　そして真向かいに座った相手に、微笑みかけた。

「やあ、待ったかい？」

「いいえ。今来たところよ」

　答えたのは少女だった。

　露ろ出しゆつの多めな服装も相まって、年若い娼婦にしか見えないだろう。深夜の酒場ともなれば尚なお更さらだ。だがそのお陰で、不自然でも場違いでもない。

「客が名乗りを上げたりはしなかったのかな」

「下衆げすな冗じよう談だんは嫌いよ」

　少女はつんとするも、仕し草ぐさはわざとらしい。藍あい色いろの髪がふわりとし、同色の衣服、その袖そでが微かすかに揺れた。細い反たん物ものを巻き付けたような、羽衣じみた奇き矯きような意匠である。

　店員が麦酒ビールを持ってくるのを待って、ユヴィオールは問うた。

「そちらの首尾は？」

　少女は楽しそうに言った。

「六人」

「へえ……けっこう殺したね、彼」

「ええ、けっこう殺されたわ、私」

　事情を知らない者には意味がわからないであろう会話だった。

「今は？」

「満足して眠っちゃった。でも、明日あしたからはもう歯止めが利かないでしょうね。ふふ……きっと、とんでもないことが起きるわ。あなたの方は？」

「私のやっている手回しは実に面めん倒どうだよ。そもそも私はきみと目的を異にしている。きみの信奉する聖母と精せい霊れいに興きよう味みもない。拠よって立つものがないと、作業も億おつ劫くうなものさ」

　ユヴィオールの諧かい謔ぎやくに、少女は呆あきれ顔がおをした。

「あら、私だって正統丁てい字じ教きようなんかに興味はないわ。法王庁に義理がある訳でもなし。神様に仕えているのはただの巡り合わせよ。それが楽しいからやっているの。……ま、あの司教様は素敵すてきだけど。私のことをよくわかって愛してくれるもの」

「楽しいから、か。恐こわい娘だ。だったらきみは私と同じかもしれないね」

「どういうこと？」

「ここへ来る前に、友人と話をしてきたんだ」

　少女の質問を無視して、ユヴィオールは語り始めた。

「煉れん術じゆつ師したちの話さ。友人は、煉術師たちが大きな力を求める理由がわからないと言う。現状を工夫して研けん鑽さんすればいいじゃないか、とね」

「……で？」

「世の中には、ただ快楽のみを求める、そんな輩やからがいるんだ。楽しければそれでいい、そのためには苦痛や不幸、理不尽をも厭いとわない連中がね。彼女はそれを理解していない。自らも知ち識しき欲よくという快楽を求めている欠落者であることに気付いてもいない。おかしな話さ」

「つまりあなたの目的は、快楽なの？　楽しいことをしたいの？」

「正直、面めん倒どうではあるかな──王属煉術師として国家の安あん寧ねいを守る立場にいながら、それを隠かくれ蓑みのにして鍵けん器きの横流し。おまけに、瑩えい国こくに混乱をもたらそうとやって来た正統丁字教の手先を手伝てつだったりもする。更には組合ギルドに離り反はんしたがっている煉術師たちの手引き。他ほかにもきみに言えないことをまだまだやっているよ。二枚舌どころじゃない」

「じゃあ、あなたの目的は何なの？　どうしてそんな面めん倒どうくさいことを？」

「いや、面倒というのは言葉の綾あやさ。実際は楽しいよ。あちらこちらにいい顔をして、唆そそのかし、誑たぶらかし、騙だまし弄ろうして人々を操あやつるのはね……それが目的かと問われれば確たしかにそうだ。私は楽しいからやっている。自らの愉ゆ悦えつのためにこういうことをしている」

「話の回りくどい男は嫌いよ」

　少女は眉まゆをひそめた。

「私はあなたと違って、理屈を捏こね回す必要性を感じないわ。楽しいからやっている、それだけよ。人間未満に生まれた化け物が、人間以外の力で人間を翻ほん弄ろうする。楽しいじゃない？」

「どうだか」

　しかしユヴィオールは少女の言葉を否定する。

　いや、それは或いは少女に対してのものではなく、自分に対してのものか。

「快楽っていうのはね、憎悪と紙一重なんだよ。憎しみをまき散らす時、そこには快楽が生まれるんだ。さて、だとしたら……きみや私の快楽は、嗜し好こうからなる純粋な法ほう悦えつかな？　それとも憎悪からなる不純な愉悦かな？」

　瞬しゆん間かん、ふたりの間に僅わずかな緊きん張ちようが満ちた。

　少女から放たれる明めい確かくな殺気を受け流し、その対流が刺とげ々とげしいものを成す。

　──しばしの後、少女の方が目を逸そらした。

　諦あきらめたように溜ため息いきを吐つき、彼女は言う。

「どうでもいいけれど」

「なんだい？」

　周囲を見渡し、声を潜ひそめ。

「あなた、自分からべらべらと秘密を喋しやべる癖くせ、やめた方がいいと思うわ。幾ら人の少ないお店だからって、聞き耳を立てている人がいるとも知れないっていうのに。それでよく間諜スパイなんてものが務まるものね。鳴きすぎる夜鶫ナイチンゲールは闇やみの中でも射られてしまうわよ」

「ああ、そんなことか」

　くだらない。そう口の中でだけ呟つぶやき、微笑ほほえんだ。

　微笑んで、右手を卓テーブルの上に立て、ぱちん、と指を鳴らす。

　瞬間。

　店主が、店員が、客が、掃除夫が、つまりユヴィオールと少女以外の、店にいる全員が──ゆっくりと次々とその場に、眼めを剝むいて崩れ落ちる。

「……な」

　さしもの少女も、驚きよう愕がくに椅い子すから立ち上がった。

「あなた、何、を……」

「『淡い蜜蜂ロツテ４』。遅効性の神経毒を持つ微小の羽虫を創成し操あやつる、第だい三さん冠かん術式だよ」

「第三冠？　そんな高位をいつの間に。しかも……」

「十三匹だね」

　こともなげに答えて、笑う。

「夜鶫ナイチンゲールはね、闇やみに紛れて心しん臓ぞうを啄ついばむんだ。どんなに喧やかましく鳴いても聴きく者がいなければ、それはただの寂しい歌さ。だから問題ない。何も問題はない」

　少女の顔には怯おびえすらあった。

　だからユヴィオールは満足し、木杯の中の麦酒ビールにようやく口を付ける。
















　匍都ハイト市民たちはもう一週間以上、太陽を見ていない。

　晴れるでもなく大雨になるでもない、曇くもり空ぞらと時折ぱらつく小こ雨さめ。その影えい響きようか朝方や日暮れには霧きりも出ていて、蕭しよう々しようとした雰囲気が街中を覆おおっている。

　だがここ数日の市民たちが陰いん鬱うつな気分で毎日を送っているのは気候のせいばかりではなかった。むしろ最近の空模様は、天が人々の心情を察しているかのようでもある。

「昨日きのうはふたり、これで十二人だって」

　塔の地下。

　牢ろう獄ごくへ降りてきたイオ＝テリーヌが格子越しにフォグへ寄よ越こしたのは一枚のちらし、新聞の号外だった。街で配られていたのをわざわざ貰もらってきたのだ。

　それを受け取り眺めながら、小さく溜ため息いきを吐つく。

　見出しにはこうある──『引き裂き魔ま、またしても凶行』。

　昨夜ゆうべで十二人めの被害者、そのすべてが女性。死体はまるで獣けものが引き裂いたかのようなぼろぼろの状態で発見されるという陰惨極まりない連続殺人事件は、最初の犯行から僅わずかに五日しか経たっていないにも拘かかわらず、今や匍都ハイト市民全員の噂うわさとなっていた。

「危ないですよ、無む闇やみに外へ出ると」

　号外をひらつかせつつ、フォグは眉まゆをしかめた。

「イオさんも女性なんですから」

「……って言ってもねえ。お城が私たちの生活用品を支給してくれる訳でもなし。街へ出ないと待ち針一本、布一枚買えないのよ」

　溜息混じりに肩を竦すくめるイオ。

「それに、昼間に出掛ける分には大丈夫でしょ？　今のところ、被害者が出てるのはいつも夜中。殺されてるのは殆ほとんどが立ち……、いや」

　立ちんぼ、と汚い言葉を使いかけ、アルトがいることを思い出したのか口ごもり、

「その、夜に仕事に出てた人たちばかりみたいだし」

「今のところはそうですけど、これからも同じとは限りませんよ。実際、犯人については何もわかっちゃいないに等しいんですから」

　果たして誰だれがこんな狂気の沙さ汰たを行っているのか──その謎なぞは、市民たちの恐怖心と好奇心を大いに刺し激げきし、同時に警察軍ヤードを大いに困らせていた。

　殺害方法はめちゃくちゃだ。被害者は軒並み生きたまま無む理り矢や理り肚はらや胸を裂かれ、内ない臓ぞうをぐちゃぐちゃに搔かき回されるという悲惨な死を遂げていた。

　まず真っ先に挙がったのは煉れん術じゆつ師しによる犯行で、次いで異常者による猟奇殺人。猛獣使いなどという荒こう唐とう無む稽けいな説まで出た。現在最も有力なのは一番めであり、もしそうだとしたらこれは、煉術実じつ験けんのため無差別殺人を繰くり返した十年前の犯罪者レイド＝オータムの再来と言っていい事件であり、当時を知る者たちは否応なく彼を思い出しているらしい。

　また一方で、犯人の性別や年ねん齢れいは様々な証拠や憶おく測そくが入り交じり特定困こん難なんになってもいる。

　襲おそっていたのは異様な風ふう貌ぼうの男だという目もく撃げき情報があり、被害者が若い少女に誘われて夜の中へ消えていったなどという証言もある。いや東洋風の出いで立たちをした老人だ、猛もう獣じゆうを連れた少年だ、筋骨隆々の大男だ、奇き病びように冒された若い女だなどと、街に流れる風説は枚挙に暇いとまがなく、レキュリィの正体について流れていた噂うわさ話ばなし以上だった。

　この号外にも、その手の憶測記事が載っていた。『新たな目撃者現る、引き裂き魔まは片腕の長さが一米メートル半はある奇形者』──まったく下世話極まりない。

　フォグはといえば、こういった無責任な木ぼく鐸たく連中よりも正せい確かくな情報を得ている。昨日きのうから警察軍ヤードと王属軍、加えて『レキュリィの宴うたげ』が協力して事件の解決に取り組み始めており、その報告書をリチャードから見せてもらっているからだ。

　報告書には、気になる点が幾つかあった。

　まずは噂にもある通り、被害者の何人かが行方ゆくえ不ふ明めいになる直前、若い女らしき人物と会っていたというもの。それから、つい今朝けさになって警察軍ヤードへ犯行声明と思おぼしき手紙が届いたということ。内容は『これからもまだまだ死者は増える』といったありきたりな文面だったそうだが、筆跡から判断するに若い女が書いた可能性が高いという。

　そう──若い女、だ。

　警察軍ヤードはこれを、犯人が煉れん術じゆつ師しである証拠だと見ている。女の力では人間の身体からだを引き裂くことなどできないはずで、組合ギルドに所属していない外れ者の煉術師が『グラフの数珠じゆず』を用いて辻つじ斬ぎり紛まがいの殺人を繰くり返しているのだ、と。

　その推理は間違ってはいないだろうが、本質からは遠い。

　フォグは『若い女』が誰だれなのか知っている。いや、彼女以外にいないと思っている。

　五日前、アルトの目の前に現れた、ひと月前に死んだはずの少女。多数の身体にひとつの記き憶おくを共有するというフォグの『妹』、人造人間ホムンクルス──キリエ。

　彼女が凶行に及んでいるのであれば、それは恐らく自分たちに対する挑発だ。もちろん他ほかにも目的があるのかもしれないが、少なくともこちらを誘っているのは間違いない。

　新聞の号外を握にぎり締しめる。寝台ベツドの上で仰あお向むけになって本を読んでいるアルトを見た。

　見かけ上はいつもと変わりない。けれどキリエのことに今もまだ動揺しているのは確たしかだ。

　あの日、城の外に出ていたのが悔やまれる。

　イオの助けもあったとはいえたったひとりでかつての友人と再会し、訣けつ別べつし、そして戦い、殺した──アルトにとってどれほどの傷となっただろう。特に夜などは、自分が手を握っていないと眠りにつけないようになってしまっていた。

　厄やつ介かいなのは、五日前のあれがまだ始まりに過ぎないということだ。

　たとえアルトが動揺したままであっても関係ない。これから先、キリエは自分たちの前に必ず立ちはだかるし、アルトもまたキリエを避けては通れない。王属軍禁きん衛えい遊ゆう撃げき隊たいという立場である限り、戦わないという選択肢など存在しなかった。

　そのことを思う度たび、フォグは罪悪感を覚える。

　キリエはフォグの関係者、言わば『妹』なのだから。

『第二円アンテノラ』が実際に生まれていたことなどつい先日まで知らなかったし、まさかそれがキリエであるとは当然ながら予想だにしていなかった。その上、人造人間ホムンクルスとしての彼女にはまだ会ってもいない。だが、それでも身内であることには変わりないのだ。

　そんな彼女が──自分の関係者が、アルトを苦しめている。アルトの敵となっている。やるせなく、たまらない。

「ねえ、フォグ」

　そんなことを考えていると、不意に格子の向こうでイオが呼びかけてきた。

　彼女にも五日前、随分と責められた。大事な時にどうしていなかったのだ、と。

「何です？」

　あれ以来、申し訳なさがあった。

　だけどイオはフォグの感情を知ってか知らずか、薄うすく微笑ほほえんで言う。

「あんたさ、あんまり根を詰めない方がいいよ」

「え……」

「いろいろ大変だと思うけど、あんたが深刻な顔してると姫様だってゆっくりできないわ。ね、姫様？　フォグのこと心配になっちゃいますよね」

「アルト……が？」

　──僕のことを？

　思わず寝台ベツドの上に寝そべったアルトを見る。

　彼女は、こちらへ向けていた視し線せんを慌てて本で隠し、そのままごろんと布団の上で転がる。

　背を向け、

「……知らない」

　ぽつりと、言った。
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「ほらね」

「いや、でも……」

　そもそも、アルトを守るのがフォグの役目だ。そんな自分が逆に心配されるなどあってはならない。むしろ心労をかけてしまったと申し訳なくなってしまう。

「相変わらず堅物ねぇ」

　イオは呆あきれたように眉まゆをしかめると、格子越しに肩を竦すくめた。

「いいこと？　姫様は、あんたのことが心配だから心配してるだけ。それをあんたが気に病むのは、姫様に対して失礼ってもんでしょ。それに……あんたはそもそも、悪いことした訳でもないんだから。悪くないんだったら堂々としてりゃいいし、暗い顔していい理由にもなんないわ。暗い顔してると、暗いものを呼び込んじゃうのよ」

　彼女の表情は、こちらを咎とがめつつも明るかった。

　さすがだ、と思う。こういうところはいつまで経たっても敵かなわない。

　だからフォグは大きく息を吐き、

「そうか。そうですよね」

　肩の力を抜いた。

　確たしかに、思い悩んでいても仕方ない。

　どのみちフォグとアルトは独断で動くことができないのだ。それを判断するのはあくまで王権派議ぎ員いんであり、リチャードである。キリエの存在と彼女が自分たちを狙ねらっていることは既に彼へ伝えてある。だったら命令が出るまでは待つしかなかった。

「アルト」

　こっちに背を向けている姫君を呼んだ。

「……なに？」

「遊技ゲームをしませんか？　久しぶりに『世界征服リスク』なんてどうです」

　すると彼女はむくりと起き上がり、まるでそれを待っていたかのように破顔する。

「いいわ。私はグリモア女王であなたは山さん賊ぞくのオースティンよ」

　だからフォグも笑い、

「それはまた、勝つのに苦労しそうですね」

　棚に仕し舞まってあった駒こまと盤ばんを取り出して、アルトの許もとへと赴おもむいた。

　盤に駒を並べ、骰子さいころを弄もてあそび、目の前の楽しげな顔を眺めながら思う。

　外で起きている連続殺人事件とキリエに、自分たちは近いうち対たい峙じすることとなるだろう。それはアルトの、そしてフォグの使命であり仕事なのだから。

　けれど、使命を果たすのも仕事をこなすのも、手段であって目的ではない。それらすべてはこうして笑いながら日々を過ごすために存在する。

　だったら──この平和を守るために、自分はやるべきことをやり、打つべき手を打とう。

　盤上で繰くり広げられるこの遊技ゲームのように。たとえ待ちの時間であっても、あらゆる可能性を、起きるかもしれない事態を予測し、対応できるべく身構えていよう。

「何してるの？　フォグの番よ」

　駒の能力が不利な山賊のオースティンであっても、工夫次第では勝てる。もちろんそれは、現実世界であっても同様のはずだった。
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　引き裂き魔まによる連続殺人事件は五日前から匍都ハイトを戦々恐々とさせていたが、それでも、自分が被害者になるかもしれないという不安を持っている人間は少ない。警察軍ヤードの制服を着た厳いかつい男たちが刺とげ々とげしく街中を警けい備びしている様よう子すに恐れを感じたり、殺人犯にかかった懸けん賞しよう金きん狙ねらいの煉れん術じゆつ師しと思おぼしき連中が武器を片手に歩いているのを遠巻きに見詰めたり、むしろそういった──犯人を捕まえようとしている輩やからこそが物ぶつ騒そうな空気を作りだしている状態にあっては、新聞記事の中の殺人というのは妙に現実感がないものだ。

　事件の主な被害者となっている女性たち、ひいては娼婦連中ですら同じだった。

　友人が被害者となっただの遺棄された死体の発見者になっただのの生々しい空気に触れた者はともかくとして、それ以外の女たちは「まさか自分が襲おそわれることはないだろう」と気楽に構えてすらいた。自分は娼婦でないから、娼婦ではあるが若くもないから、事件の現場からは離れた場所で客を取っているから、贔ひい屓きしか相手をしていないから──襲われない理由など幾らでもあるし、理由さえあれば人は危き機き感かんを無視することができる。

　シャデル＝ベリィレイトも、そんなひとりだった。

　彼女はその日、買い物のため街をうろついていた。

　年ねん齢れいは二十八。普段ふだんは貴族街に住まう、男だん爵しやく夫人である。夫は鉱山経営で財産を築き爵位を買った成り上がりで、彼女自身も侍女メイドとして働いているところを見み初そめられた、元々が庶民の出。故に、舞ぶ踏とう会かいだの社交場だのの高貴な雰囲気には馴な染じめず、かつての貧乏時代に欲しくても手が出なかった衣服や装飾品などを金に任せて買かい漁あさるという、あまり褒ほめられたものではない趣しゆ味みに没頭する毎日を送っている。

　もちろん、連続猟奇殺人事件のことを知らない訳ではない。だが、そもそも自分は貴族であり娼婦などからはほど遠い。更に今は夕方であり、事件が起きているという深夜でもない。だから自分が被害者になり得るなどとは、夢にも思っていなかった。

　通りに馬車を待たせたまま、シャデルは服屋の中で品物を物色していた。お付きの執事バトラーなどはおらずひとりである。服装も貴族服ではなく普ふ段だん着ぎ、顔立ちはそれなりに整ととのっているにせよ風ふう貌ぼうは華やかさとほど遠かった。貴族というより小こ綺ぎ麗れいな一般市民という印象だ。

　外套コートを眺めていると、横から声をかけてくる者があった。

「こんにちは、お姉ねえさん」

「あら、私のこと？」

　普段は奥様などと呼ばれている身、お姉さんという単語に内心で心を浮き立たせながら振り返る。年若い、十三、四ほどの少女がそこに立っていた。

　藍あい色いろの髪を後ろでまとめた、可愛かわいらしい娘だった。身なりからして中産階級の子だろうか。

「何か用かしら」

　問うと、何故なぜか憂うれいに満ちた表情となる。

「ええ。すみません。私、少し困っていて……」

　シャデルは内心で少し訝いぶかしみつつ、彼女を観かん察さつした。

　掏す摸りや詐さ欺ぎの類たぐいを疑ったのだ。が、衣服の布地や裁さい縫ほうはしっかりしている。意匠も品がいい。きちんと洗せん濯たくされてもいるし、身体からだからは香水の匂においもする。貧民街からやってきた輩やからではこうはいかない。偽物や安物、汚れた盗品で取とり繕つくろうのが精一杯のはずだ。

　問題ないと判断し、にこやかに微笑ほほえみかける。

「どうかしたのかしら？」

「ええ、実は、私の母が来週誕たん生じよう日びなんです」

　すると少女は、はにかみながら語り始めた。

「お祝いに髪留めを買ってあげたいんですけど、どんなものが似合うかよくわからなくて……それで困っていたところに、お姉さんがいらっしゃって。お姉さんの蜂蜜色の綺麗な髪、母にそっくりなんです。だから……その」

「あらあら」

　思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

　密ひそかに自慢だった髪を褒ほめられて誇らしいやら、少女の相そう談だん内ない容ようが可愛らしいやら。

「いいわよ。私でよければ、相談に乗ってあげる」

「ありがとうございますっ！」

　シャデルの言葉に、少女ははりきって頭を下げた。

「そしたらすいません。お手数なんですが、シルヴィア商店に」

「ええ。いいわよ。一いつ緒しよに行きましょうか」

　女性向けの髪留めや小物を扱っている店である。

　ここから五分ほどの距きよ離りだ。馬車を使うまでもない。少女を手招きすると、見ていた上着のことなどすっかり忘れて店の硝子ガラス戸どを開けた。自分が十三、四だった頃ころを思い出しつつ、同時に母親にでもなった気分で、連れだって歩き始める。

　シャデルはもう、少女のことをすっかり信用しきっていた。

　だから「こっちが近道なんです」と裏路地を指差した彼女を疑いもせず、子供ってどうして近道とか秘密の裏道とかが好きなのかしら、と吞気のんきな思考で素直に従うのだった。
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　それから夕刻を過ぎて、日が暮れた午後九時。

　街外れに軒を構えるレヴィン武器防具店、そこで働く事務員の少女ハンナ＝ウレーブルは、連日の慌ただしさにすっかり疲れ果てながらとぼとぼと仕事帰りの路に就いていた。

　忙しいのは五日前から匍都ハイトを騒さわがせ始めた連続殺人鬼のせいだ。

　組合ギルドから多た額がくの懸けん賞しよう金きんが出たお陰で、勇んだ煉れん術じゆつ師し連中がこぞっていきり立っている。武器や防具の駆け込み需要が増えて、店は右へ左への大騒ぎになっていた。

　この道十五年の店長は、犯人の顔や名前はおろか年ねん齢れいや性別すらもわからない状態だからまだ客は少ない方だと恐ろしいことを言っていた。十年前にレイド＝オータムが似たような事件を起こした際はもっと凄すごかったという。街中をあげて祭りのようだった、と。

　つまりこの先、犯人の素性が知れたら、今の右へ左へに加えて火の点ついたような大騒ぎになりかねないということだ──たとえ臨りん時じ手当が出るとしてもごめん被こうむりたい。

　そもそも、閉店が遅くなることでこうして夜道を歩かなければいけなくなるのも厭いやだった。まさにその引き裂き魔まが街を徘はい徊かいしているかもしれないのである。自分も女だ、もし出くわしでもしたらと思うと恐くてたまらない。

　対策としてハンナは、できるだけ地味で冴さえない格好を心がけていた。

　引き裂き魔が標的にしているのは娼婦ばかりという話だし、だったら女らしくしていなければいいのだ。ここ数日は野や暮ぼったい田舎いなか娘むすめみたいな服ばかり着て髪もぞんざいに後ろでひと括くくり、唇に紅すら引いていない。こうすれば眼めに留まることもないし、何より「遅く帰るのは危ないからうちに泊まりなよ」などと下心まる出しでハンナを誘ってくる下働きのトム、あの鬱うつ陶とうしい男を黙だまらせることもできる。案の定、服装と髪型を変えて化粧をやめた途端とたんに何も言わなくなった。所しよ詮せんはその程度の奴やつなので言い寄られてもまったく嬉うれしくない。

　武器を見に来てくれる常連さんの中に格好いい人がいて、彼に見せる顔がないというのが逆につらいところではある。が、事務は元々店の奥で十露盤そろばんを弾はじいているのが仕事だ。がっかりされる心配はないのでよしとしよう。

　そんなことを考えながら、街灯の下を早足で歩く。

　ここは歓楽街から離はなれていて、普段ふだんからあまり人通りがない。今日きようも辺あたりは静寂にしんとしていた。引き裂き魔まがうろつくのは酒場の周囲みたいなもっと賑にぎわっているところのはずだと思いながらも、自分以外に道を歩く者は誰だれもいないということには恐怖がある。

　とはいえ、逆に誰かがいても驚おどろくはずで──、

「……っ!?」

　足と呼吸が一いつ瞬しゆん、びくりと止まった。

　三米メートルほど向こう、まさにその誰かを、ハンナは発見したのだ。

　街灯に照らされた身体からだは小さい。目を凝こらすと少女だった。藍あい色いろの髪をした十三、四歳くらいの、まだあどけなさの残る娘。だが安心すると同時に不ふ審しんにも思う。今はもうあんな年とし頃ごろの娘が出歩いているような時間ではない。

　しかも、やけに慌てた様よう子すで辺あたりを窺うかがっている。

　こちらへ気付き、駆け寄ってきた。

　厭いやな予感がする。

　どうしよう。そう思うが足が動かない。

「よかった……！」

　ハンナの目の前で立ち止まると、少女は肩で息をしながら微かすかに笑った。

「な、に。あな……」

「すぐに逃げてください！」

　小さく声をひそめながら、それでいて強い語気。しかも周囲を変に気にしつつ、

「……逃げ、る？」

　こっちの袖そでを握って引っ張りながらまくしたててくる。

「例の、あいつ！　あの殺人犯が！　私、襲おそわれて！」

「え。え？　……あ、」

　思わずきょとんとしたハンナだったが、数秒の後、言葉の意味を理解して思わず悲鳴をあげかける。例の殺人犯。襲われた。つまり、

「うそ。……本当、に」

　引き裂き魔。

　娼婦だけを狙ねらっているはずなのに、どうしてこんな娘が。ひょっとして娼婦なのか。でもとてもそうは見えない。いや、違う。そんな場合ではない。そんなくだらない推測をしている場合ではない。だって彼女は襲われたと言ったのだ。その証拠に、服が、背中辺りが大きく裂けていて僅わずかに血が滲にじんでいる。血──これは、血だ。

　ハンナは茫ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　あまりの恐怖に身体からだが硬直してしまっていた。喉のどが痙けい攣れんして上手うまく声も出ない。なのに手足はがくがくと震ふるえている。五体すべてが、意志に反して言うことを聞かない。

「あっちから来ます！　だから、早くっ」

　少女が急せかした。手を握られる。柔らかく温かかった。それで少しだけ、息ができた。

　──そうだ。

　このまま突っ立っていても死は免まぬがれない。いずれ殺人鬼はここへやってくる。逃げよう。逃げなければいけない。この娘と一いつ緒しよにどこかへ隠れるのだ。

「こっちです！」

　少女に引っ張られ、ハンナの足裏はようやく地面の感触を思い出した。さっきまで進もうとしていた道から背を向け、より小さな通りへ。幸い、この辺は入り組んでいる。路地裏にでも身を隠してやり過ごしてしまおう。その辺の民家に匿かくまってもらってもいい。

　ハンナの思考は少女の誘う先と同じところを向いていた。それは偶然だったが、同時に自然なことでもあった──仕組まれていた、という意味で。

　すぐ傍そばまで殺人鬼が迫っているという状況である。この場合本来であれば、大声で叫ぶとか石を投げて建物の窓まど硝子ガラスを割るとか、夜を過ごしている人々の注目を路地、ひいては自分たちに集めればよかったのだ。そうすれば殺人鬼も目もく撃げき者しやを恐れて手を出せなくなる。

　だがハンナ＝ウレーブルは思い至れなかった。何故なぜならば行き会った少女が最初から声をひそめていたから。大声をたててはいけないという先せん入にゆう観かんを与えられてしまっていたから。

　とにかく、それがハンナの分岐点となった。

　背後を気にしながら裏路地の奥に駆け込みはしたが、脅威と恐怖が後ろから迫ってきている訳ではなかった。彼女は、自分から血の海へ飛び込んでしまったのだった。
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　ロセッタ＝ミュールは瑩えい国こくの南端、雑九ザツク岬みさきにほど近い村の生まれである。

　岬に生はえる牧草を羊が好むので、牧畜が盛んな土地柄。良質な羊毛を匍都ハイトの工場に売ることで村は富んでおり、村人は産業革命以降飢えを知らない。ロセッタ自身も、工場や鉱山の重労働とは無む縁えんのままのんびりと羊を追い、いずれはどこぞに嫁へ行き子供を産めるだけ産んで育て、やがて老いて死ぬ──本来なら、そんな一生を送るはずだった。

　なのにどうしてこの匍都ハイトで娼婦などをしているかといえば、これは誰だれの責任でもない。本人の迂う闊かつさと愚かさが招いた結果である。

　朴ぼく訥とつとした田舎いなかの暮らしは確たしかに他ほかの地方に比べて豊かだったが、当地で生まれ育った者にしてみれば退屈以外の何ものでもない。産業革命が成って久しいというのに煉れん術じゆつを眼めにすることもなく煉れん獄ごくの毒気を嗅かぐ機き会かいもない暮らしを送ってきた少女にとって、羊毛を業者に納入する父親に連れられて赴おもむいた匍都ハイトは、現実離ばなれした煌きらびやかさだった。

　更にまずかったのが、街で煉れん術じゆつ師しの青年と偶然出会ってしまったことだ。洗練された流行の服装に鈍にぶく輝かがやく長剣を佩はいた姿のなんと素敵すてきだったことか。彼に一ひと目め惚ぼれしたロセッタは、都会での華やかな暮らしにも眩くらみ、誘われるまま純じゆん潔けつも捧ささげてしまったことで前後不覚となる。村へ帰る前日に父親の許もとから行方ゆくえをくらまし青年の家に転がり込んだ。

　それから六年。

　青年とは二年であっさり死別し、田舎いなか生まれの世間知らずだったせいで次の男に騙だまされ借金を背負い、田舎に逃げ帰ることもできずさりとて地道に働いていたのでは金を返すこともできず、三年前からこっち、春をひさぐ商売を続けている。

　身体からだを売り始めた当初は自分ほど不幸な者もいないと思っていたが、何のことはない。娼婦仲間に尋きいてみれば、似たような境遇の娘たちは山ほどいた。結局のところ、匍都ハイトの魔ま性しように魅みせられた時点でロセッタの運命はありきたりなものへと堕してしまっていたのだった。

　意図せずこうなった女にはこれもありがちなことに、ロセッタは商売をするにあたって偽名を用いていた。万が一同郷の知り合いに買われても偽名なら誤ご魔ま化かせるし、何より見知らぬ男に抱かれている最中に本名を呼ばれては、心と身体を切きり離はなすことができない。

　ロセッタの使っている偽名は、トリエラ。

　トリエラ＝ストーンコールド──演えん劇げきの舞ぶ台たい女じよ優ゆうみたいに大仰な姓と凜りんとした名の組み合わせが、それなりに気に入っている。

　とはいえ名前ばかり立派でも身体の値段は安い。器量が特別いい訳でもないから仕方なかった。借金を返すともなれば尚なお更さらで、相手の選えり好みなど以もつての外だ。

　ただ、売春宿に仲介された今夜ふたりめの客は、今までにないほど変わっていた。

「……本当にあんたで合ってるんだろうね？」

　宿の四階、割り当てられた部へ屋や。

　寝台ベツドに座って煙草タバコを吹かしながら、ロセッタはあきれ顔で目の前の少女に問うた。

　そう──少女である。

　しかも若い。十三、四といったところか。藍あい色いろの髪を後ろでまとめた清せい潔けつそうな身なりで、その辺にいそうな中流層の町娘にしか見えない。

「ええ」

　彼女はあっけらかんと頷うなずいた。扉を背にして立ち、微笑ほほえみながら。

「ここじゃお客を選ばない、って聞いて来たの」

「そりゃ確たしかにそうだけどさ……」

　老若男女に人数も問わず、がこの宿の売りだ。ロセッタも女であったり年端もいかない少年であったりの相手ならしたことがある。が、さすがにあどけなさの残る少女というのは初めてだった。相手が具体的に何を求めているのかわからず、不気味ですらある。

「言っておくけど、痛いのはなしだよ」

　相手を選ばない代わりに内容は選ぶ。縛しばったり首を絞めたり、ましてや短刀で傷を入れたりは禁止されていた。この年ねん齢れいでこんなところに来るのだ、そういう趣しゆ味みでも不ふ思し議ぎではない。

「大丈夫。やることは至って普通ふつうよ？」

　歩み寄り、こっちの顔を覗のぞき込んでくる少女。

「お姉ねえさんは、私を気持ちよくしてくれればいいわ」

「ああ、そっちね」

　責められるよりは責める方が気が楽だったので、助かった。

「ところでお姉さん、名前、なんていったっけ？」

　問いながらロセッタの横に腰掛ける仕し草ぐさは無邪気そのものである。

　妙な気分になった。罪悪感と諦てい念ねんの入り交じったような、そんな。

「トリエラだよ。トリエラ＝ストーンコールド」

　──まあ、仕方ないか。

　娼婦としての名を告げつつ、腹を括くくる。

　女だろうが子供だろうが客は客だ。ここ数日巷ちまたを騒さわがしている例の引き裂き魔まではないだけましというものだろう。この売春宿は武器の持ち込みも禁止されているし、そういう面でも安全だった。仲介してもらっていることに感かん謝しやしよう。

　ロセッタは立ち上がって窓際へ行き、鏡きよう台だいに置いた灰皿へ煙草タバコを落としつつ、

「いい名前だろう？　ストーンコールドって」

「そうね」

　と。

　火を消していたら、少女が不意に抱きついてきた。

　腕に手を回し、ぎゅっと締しめ付けるように。

「おや。私がする方なんじゃなかったっけ？」

　背中に響ひびいた声は質問に対する返事ではなかった。

「ストーンコールドも素敵すてきよ。でも、私は上の名前の方が好きだな」

「……『トリエラ』が？」

「ええ。いい名前よ。とてもいいわ。……トリエラ」

「そりゃあどうも」

「あ、それからもうひとつ」

　身体からだが離はなれた。

　娘は数歩後退し、窓の桟さんに手を掛けてゆっくりと開ける。

　曇くもりの日特有の冷たい風が吹き込んできた。煙草の匂においが厭いやだったのだろうか、でも四階という高さの空気は寒いし早いうちに閉めてもらおう、などとロセッタが考えていると、

「あのね、お姉ねえさん」

　彼女は楽しくて仕方がないというような顔をしてくすくすと笑い、

「もうひとり追加、いいかしら？」

　言った。

「……へ？」

　それと──同時。

　疑問のせいでぽかんと開いたロセッタの口が、いきなり何者かによって塞ふさがれる。

　背後から唐突に現れたそれは、次いで腹を、胸を、絡みつくように拘こう束そくする。

「む……ぐっ！」

　叫ぶことはできなかった。喉のどの奥から声が洩もれただけだった。

「……ん、ぐ、！」

　どういう手段を使ってか四階の窓から侵入してきたその『何者か』は、再び窓から外へと、ロセッタを連れて出て行こうとする。

　足が床から浮く。身体からだも。手足をばたつかせるが無む駄だだった。まるで闇やみに吸い込まれていくように、部へ屋やの灯あかりが遠くなる。重力が消失し胃が気持ち悪くなる。落下しているのだ。

　どんどん遠くなっていく部屋の窓越しに、少女が笑っているのが見えた。

　ロセッタを拘束した『何者か』が耳みみ許もとで囁ささやく。

「トリエラ……」

　それは若い男の、粘ねばつくような気持ち悪い声だった。
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　そうして、引き裂き魔まが女性たちを殺し始めてから六日め。

　朝方になって立て続けに発見された新たな三人の被害者は、警察軍ヤードに王属軍、ひいては匍都ハイト市民たちを更に混乱させることとなる。

　男だん爵しやく夫人、シャデル＝ベリィレイト。

　レヴィン武器防具店勤務の事務員、ハンナ＝ウレーブル。

　娼婦、トリエラ＝ストーンコールド。

　三人中ふたりは娼婦でない一般市民。おまけにこれといった共通点も見当たらない。これまでと違う方向性は犯人に対する幾つかの仮説を覆くつがえし、同時に別の仮設を幾つか打ち立てさせ、たった一夜で捜査は更に迷宮の奥深くに入ってしまった。

　この三人を殺したのは犯人からしてみればより本質に近付いてのことであったが、それがわかる者はむろん、誰だれひとりとしていない。

　無理もないだろう。

　シャデル＝ベリィレイトの蜂はち蜜みつ色いろをした髪と、ハンナ＝ウレーブルの田舎いなか娘むすめのような風ふう貌ぼうと、トリエラ＝ストーンコールドという娼婦の偽名には共通点など皆無だ。もし共通点を見み出いだせるとしたら、結果から逆算した時だけ。

　引き裂き魔まの犯人は、徐々に自らの理想を求め始めていた。つまり、もはや偽物では満足できなくなりつつあった。またそれに乗じて、彼への協力者──彼を利用しようとしている者たちもまた、自らの目的を前に、牙きばを研といでいる。

　かくして六日めの夜。

　まるで七日めに待ち受ける安息日を前によりいっそうの労働を求める敬けい虔けんな丁てい字じ新教徒のように、彼と彼らは、決定的な一歩を踏み出したのだった。
















　およそ十日近くほども続いていた曇くもり空ぞらはその夜、ついに均きん衡こうを崩した。

　夕方からぱらつき始めた雨が、日が沈むのに合わせたように勢いを増し始めたのだ。吹き降りの勢いは屋や根ね瓦がわらとぶつかってまるで霰あられか雹ひようのような音をたて、匍都ハイトを騒さわがしくする。

　人々は、合計十五人に及ぶ連続殺人事件の犠ぎ牲せい者しやが流す涙雨かと気を沈ませた。だが一方で、これを契けい機きに事件が終息を迎えるのではないかという根拠のない希望も抱いた。

　ある意味でそれは当たっていた。もちろん、彼らの思い描いたようにではない。

　つまりその夜に起きたのは、破滅へ向かっての終息だった。
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　大雨に打たれながらの警けい備びは寒くて、それでいて退屈である。おまけに夜は暗く、街灯の光さえ物寂しい。王属軍の者たちは総じて自身の存在を、王宮に仕える誇り高い騎き士しと心得ている。故に、今回の任務を疎うとんで軽んじている者も多い。

　ユヴィオール＝カタシェレティスが配属されている第四隊が、まさにそうだった。

　騎士十二名に煉れん術じゆつ師しふたり。いつ出るとも知れない連続殺人鬼『引き裂き魔ま』を求めて市民区域の北側を巡回している彼らは、倦けん怠たい的てきな空気に包まれている。

　そもそも彼らが普段ふだん相手にしているのは、国益を損なう政治犯や思想犯の類たぐいである。いかに残ざん虐ぎやくだとしても引き裂き魔などは所しよ詮せん、一般市民を脅かしているだけの存在だ。本来ならば警察軍ヤードが処理すべき事案であって自分たちには役不足、そう考えるのも無理はなかった。

　まったく吞気のんきなものだ、とユヴィオールは思う。

　連中がいかに矜きよう持じを振りかざそうとも、本当に大事な仕事は彼らと関係のないところでひっそり行われるというのに。ごく一部の限られた人員の手によって、影かげの奥、闇やみの中、幾重にも垂れ下がった暗幕カーテンの向こうで、内密に。

　王属軍が王属軍たる所以ゆえん──王家近衛このえという矜持の体現者たるは、自分たちのような使い走りの下役ではない。総司令官であるリチャード大だい公こう爵しやくの腹心、秘蔵っ子たちである。

　たとえば王宮の守しゆ護ご神しんとも言われる結界煉術の使い手たち。たとえばいかなる時も王の傍そばを決して離はなれない忍しのびの者たち。たとえば存在すらも知られていない、かの煉れん獄ごく姫ひめ。

　彼らに比べればここにいる者たちの重要性など、警察軍ヤードとさして変わらない。いや、実質は王権派議ぎ員いんの使う捨て石でありながら自分たちは王家直属であるという自負などを持たされているのだから、むしろ道化。仕事としては警察軍ヤードの方が上等だろう。向こうは少なくとも、市民たちの安全と街の平和を守っている。……こうした場合に役立たずだったとしても。

「なあ、ユヴィオール」

　眉まゆから垂れる雨の雫しずくに眼めを細めながら、隣となりを歩く同僚の青年が声をかけてきた。

　スード＝レイという名の煉術師である。

　着込んだ分厚い外套コートには芥け子しから作った乾性油オイルが塗られていたが、ここまで大降りでは雨避けになっていない。ぐっしりと濡ぬれて重そうだ。

　どうしたんだい、と問うと、彼は面めん倒どうそうに言った。

「こうして一晩中濡れ鼠ねずみになったところで、犯人は出てくるのかね」

　もっともな疑問である。

　連日の犯行によって、街を警けい備びする人員は日に日に増やされていた。三日前より一昨日おととい、一昨日より昨日きのう、昨日より今日きよう。普通に考えれば、警備の人数に比例して相手はやりにくくなるはずだ。殺すだけならともかく、解体する作業は時間がかかる。

「おまけにこの雨だし……今日はさすがにお休みじゃねえの」

「そうだといいけれどね」

　ユヴィオールは片かた眉まゆを上げた。

「でも、もし犯人が怖おじ気けづいたり遠えん慮りよしたりすれば、その分女性が死なずに済むよ」

「は、色男め。水が滴したたってますますって奴やつか？」

　からかってくるスードに肩を竦すくめ、背後を軽く一いち瞥べつする。

　十二名の騎き士したちが、分隊長である自分たち煉れん術じゆつ師しの後について歩いている状態だ。

　規律と士気は決して高くない。今も、こちらの他愛たわいない会話に愛想笑いを浮かべることすらせず、雨に顔をしかめているばかりだった。

　要領のいい者であれば、休きゆう憩けいと称し酒場にでも入って葡萄酒ワインなりとも振ふる舞まうところだろう。が、生憎あいにくユヴィオールにその気はない。スードはスードで、気の利かない男である。

「まあ……酒を呷あおったところで、意味などないのだろうね」

「ん？　何だそれ、どういう意味だ？」

　ひとりごちたのを耳みみ聡ざとく聞きつけたスードが首を傾かしげる。

　だから立ち止まり、振り返った。

「騎士十二人と、それから煉術師ひとり。騎士は王属軍全軍の十分の一、煉術師は二十五分の一にあたる、か。まあまあの数ではあるな。一応きみたちは精せい鋭えいだしね」

　自然、第四隊全員も歩みをやめる。揃そろいも揃って怪け訝げんな顔をしながら。

「王属軍の騎士ひとり、煉術師ひとりを育成するのに王家がどれだけ金をかけているか。それを思うと惜しい気持ちにもなる。費用には必然、市民たちから集めた血税も含まれている訳だしね。……とはいえ、仕方ない。残念だが仕方ない」

「おい、ユヴィオール……？」

「スード、きみはなかなかいい友人だったよ。それから騎士諸君。何度か私の下で働いてくれた者たちもいるね。礼を言わせてもらう。ありがとう」

「おいったら！　お前、何言ってんだよ？」

「そして、さようなら」

　あくまで笑いながら言って──。

　ユヴィオールは両手を叩たたいた。ぱん、と。

　それに合わせていきなり、全員の首筋から血が飛し沫ぶいた。

　悲鳴をあげるものはいなかった。何故なぜなら切り裂かれていたのは喉のどであったから。

　夥おびただしく激しい出血の音も雨に紛れて聞こえない。僅わずかに聞こえたのは、騎き士し十二人と煉れん術じゆつ師しひとりの計十三人が同時にくずおれた際の小さな地じ響ひびきのみ。

　第だい五ご冠かん術式『切り裂く無ロゼ16』──真空の刃やいば。本来なら武器の先端などに纏まとわせて殺傷力を上げるために使うものだが、工夫次第ではこうして、相手の喉元へ直接出現させることもできる。ただ、遠隔発動並びに複数同時起動となると、必要な儀ぎ式しきはもはや第五冠などという範はん疇ちゆうに収まらない。別の煉術として辺獄院リンボに申しん請せいするべきものである。

　──面めん倒どうなので、しないが。

「ふむ」

　つい今し方作成した十三体の死体を睥へい睨げいしつつ、ユヴィオールはひとり頷うなずく。

「まだちょっと足りないか」

『切り裂く無ロゼ16』をもう一度発動し、死体たちを無造作に切り刻む。

　五体をばらばらに、できるだけ無惨に。

「これでいい。なかなか面倒だね……さすがに『淡い蜜蜂ロツテ４』じゃ駄だ目めだろうし」

　毒で殺したのでは不自然に過ぎる。あくまで引き裂き魔が自身の犯罪行為の一環として行ったと見せかけなければならなかった。

　もちろん、ユヴィオールひとりが無事であったことに関しては何とでも言い訳が立つ。これでも普段ふだんは真面目まじめに仕事をしているのだ。王権派議ぎ員いんたちからの信頼も厚い。

「……さて」

　ともあれ、これで自由の身になった。身を隠して単独行動ができる。

　まあ、仮に単独行動が別部隊の誰だれかに露ろ見けんしたとしても、じきにそんなことは問題でなくなる。市民たちはともかく王属軍と警察軍ヤード、それに懸けん賞しよう金きん目当てで出歩いている在野の煉術師たちは、これから大混乱に陥るのだから。

　現在、街へと警けい備びに出ている王属軍は総員の約八割。騎士およそ百名に煉術師が二十名ほどだった。残りの二割は非番であり、故に実質、ほぼ全員が出動していると言っていい。

　警察軍ヤードに関して正せい確かくな情報は摑つかめていないが、これも多くて百人程度だろう。

　組合ギルドが雇った在野の煉術師たちが未知数ではあったが、この雨だ、昨日きのうや一昨日おとといよりは少ないに違いない。多く見み積つもっても二十か三十か。

　つまりは合計で、二百と五十人ほど。

　二百五十と数字だけならたいしたものだが、市民区域は広い。現に、こうしてユヴィオールが仲間を皆殺しにしたというのに目もく撃げき者しやなどいなかった。

　レキュリィはさぞ苛いら立だっているだろう。唐突に現れた、市民たちの平和を脅かす連続殺人鬼──『グラフの数珠じゆず』のことなどもはやすっかり忘れているに違いない。

　王家の秘蔵っ子、フォグとアルテミシア妃ひ殿でん下かはどうか。上手うまく乗ってきてくれるかは、さて、人造人間ホムンクルスの少女に任せるとしよう。

　今夜の主役は自分ではなく彼女だ。

　自分はあくまで裏方である。ユヴィオール＝カタシェレティスが主役となるのはもっと未来、まだまだ先でなければならなかった。

　懐ふところから時計とけいを取り出して確かく認にんする。

　時刻は午後十時。楽しい楽しい催し物は、これからだ。
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　その夜、匍都ハイトには十三人のキリエがいた。

　彼女は群体、多数で構成された一体の生物である。故に、各おの々おのが別個のキリエとして動きながらも、全員が一個のキリエとしてひとつの目的の下に動いていた。

　それは、舞ぶ台たいに近い。

　多数の役者がそれぞれの役目を果たす、ひとつの劇げきが幕を開けたのだ。

　十三人のうち四人は、犠ぎ牲せい者しやの役を演じた。

　彼女たちは自ら死体となった。もちろん殺したのは別の彼女自身。

　死体は肚はらを裂き中身を引ひき摺ずり出して辺りにぶち撒まける。あたかも、ここ最近匍都ハイトを騒さわがしている引き裂き魔まがやったかのように。違っていたのは、裏路地ではなく大通りに遺棄されていることと、顔を念入りに潰つぶされていることだった。

　他ほかの九人のうち四人は、喧やかましく囀さえずる役となった。

　市民区域のあちこちへ散らばり「死体を見た」「引き裂き魔に出会った」と、警察軍ヤードや王属軍、組合ギルドから派遣された煉れん術じゆつ師したちに吹ふい聴ちようして回る。全身を濡ぬらした年端もいかない少女はいかにも同情を誘う。怪しむ者はいなかった。ただ、いたとしても問題はない。囀り役は、まさに騒ぎを起こすことそれ自体が目的であったから。

　この四人は最終的に、隠し持っていた爆ばく発はつ系けい煉術の陣を『グラフの数珠』で発動し──警察軍ヤード十六名、王属軍二十一名、組合ギルド派遣の煉術師十名、それから幾つかの建物を巻き添えに自殺した。もちろん彼女の顔を見た者はひとりたりとも残さずに。

　残った五人のうち四人の分担は裏方、つまり陽動だった。

　叫び声をあげる、街灯や建物を破は壊かいして騒ぎを起こす、もしくはこの大雨と殺人事件が起きている状況にありながら吞気のんきにも外出していた女たちを見付け次第に襲おそって殺す。

　結果として──始めてから二時間も経たたない内に、市民区域はまるで戒かい厳げん令れい下かのようになってしまった。民家は恐怖に静まりかえり、通りでは警察軍ヤードや王属軍が殺気だって大声を交わしながら街を駆け回っている、そんな状況である。

　純粋に市民への損害状況だけを見るのなら、実はそれほどたいしたものでもない。巻き込まれた建物はどれも全ぜん壊かいにはほど遠かったし、路地に転がる死体も半分以上はキリエ自身のものであったからだ。しかし、警察軍ヤードや王属軍の被害は甚じん大だいだった。街を守るという任務の失敗、相次ぐ死傷者。威信や面目を気にしている場合ではない。何せ、一連の騒さわぎの中心にいると彼らが考えている連続殺人鬼『引き裂き魔ま』は、未いまだ目もく撃げき証言さえもないのだから。

　かくして舞ぶ台たいは混乱を極める。

　収拾を付けるには、より力のある役者を引っ張り出すしかない。

　この国は持っているはずだった。自分たちに比ひ肩けんするとっておき、王家の秘蔵っ子を。

　故に陽動を行いながら、四人のキリエはそのふたりを待つ。

　つまりは自分の兄──人の手によって造られた少年と、自分の友──殺し殺されるために仲良くなった少女である。彼と彼女を騙だまし、負かし、絶望させたかった。その未来を想像すると、キリエは愉快でたまらなかった。

　一方で、数日前にユヴィオールが口にした言葉が脳裏をよぎる。

　快楽とは憎悪と紙一重だ、と。

　憎しみをまき散らす時そこには快楽が生まれる、と。

　ああ──確たしかに自分はその科白せりふを聞いた時、はっきりと苛いら立だったものだ。

「ふふ、認めなきゃいけないわね」

　雨の中佇たたずみながら、キリエのひとりが、同時にすべてのキリエが微笑ほほえんだ。

「……私は、憎いんだ。羨うらやましくて、憎いんだ」

　自分と同じ存在化け物でありながら、人間であろうとするフォグ化け物が。

　そんなフォグ化け物をかけがえのない存在として、側そばに置くアルト化け物が。

　自分には与えられなかったすべてのものを持っている、ふたりが──。

「そうよ」

　キリエは呟つぶやいた。

　犠ぎ牲せい者しや役のキリエでもない、囀さえずり役のキリエでもない、陽動役のキリエでもない。

　その十二人ではない、十三人めのキリエが、呟いた。

「あなたたちを、傷付けてあげる」
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　市民区域、ひいては王属軍と警察軍ヤードたちが『引き裂き魔』の起こした騒ぎに気を取られている中、彼らは静かに集結し、とある仕事を始めようとしていた。

　人数は十五名。

　いずれも腕に覚えのある煉れん術じゆつ師したちである。

　ただしとある仕事とは、煉術師組合ギルドを仲介してのものではない。つまり彼らは皆、手首に碧みどり色いろの珠たまを連ねた腕うで輪わ『グラフの数珠じゆず』を巻いていた。

　一カ月前までは組合ギルドから斡あつ旋せんされた普通の仕事を請うけ負っていた者が十名。国外から不法に流れてきたせいでずっと裏の仕事をしてきた者が三名。所属も国こく籍せきも不明な者が二名。

　理由も様々だった。力に魅みせられた、思想と主義によって、純粋に金目当てで。

　仕事内容は単純である。目標施設の徹てつ底てい的てきな破は壊かいだ。

　そして目標施設とは、匍都ハイト中心部の王宮から南に五百米メートルの距きよ離りにある、国立の煉れん獄ごく学がく総合研究機き関かん。正式名称を王立煉れん導どう院いん、通称を──辺獄院リンボ。

　辺獄院リンボが狙ねらわれる理由は充分にあった。

　まずは公舎であるということ。それだけで瑩えい国こくを憎む輩やからにとっては忌いむべき敵となる。

　次いで、超法規機関であるということ。法で禁じられた研究が国の名において堂々と行われているのは、研究を禁じられた者たちからすれば嫉しつ妬との対象となる。

　そして何より『愚者の石グラクシール』の管理をしている機関であるということ。

　瑩国が『グラフの数珠』を無視しているのは、『愚者の石グラクシール』の製造管理を独占して利益をあげている辺獄院リンボが圧力をかけたからだ──そう信じている者たちは多かった。自分たちの懐ふところを潤うるおすために煉術の発展を阻害し身勝手を通す拝金主義者どもに鉄てつ槌ついを。義ぎ憤ふんは人々を結束させ暴ぼう走そうさせる。国家への反逆という罪悪感は革命思想への陶とう酔すいに取って代わり、身に過ぎた力を持つことへの誘惑は正義という名分で補強される。

　正義だの大義だのを標ひよう榜ぼうしておきながら、匍都ハイトを騒さわがす連続殺人鬼が盛大に騒ぎを起こしている隙すきを利用する。とんだ矛む盾じゆんだが、彼らは仕方ない、という言葉で片付けた。

　これは必要悪だ、仕方ない、と。

　そして善悪はどうあれ、ことは上手うまく進んだ。

　警察軍ヤードはもちろん、本来であれば辺獄院リンボの周囲を警けい備びしている王属軍は殆ほとんどが市街地へ駆り出されていて普段ふだんの五分の一以下の人数しかいなかったし、応援を呼ぶ暇も与えられなかった。『グラフの数珠』で強化された煉術は彼らの生命を一いつ瞬しゆんで奪い、辺獄院リンボを丸裸にする。

　煉術師たちはその後、二手に分かれて建物へ攻め入ることにした。

　一方は表門、もう一方は裏門である。

　大雨が幸いし周囲の喧けん噪そうは建物の中に届いてもいないはずで、本来ならもはや挟きよう撃げきする必要などなく、正面から堂々と押し入って遠えん慮りよなく虐ぎやく殺さつと破壊に勤いそしめばいいのだが──数人がそれでは駄だ目めだと主張した。内部で働く研究者たちに逃げられる、と。

　反対意見は出なかった。いい案のように思われた。辺獄院リンボ内部にある最新の資料を自分のものにしたい者もいたし、国政に対して過剰な憎しみを持つ者もいたからだ。

　結果、正面の表門からは十名が行くこととなり、裏門には五名が回る。

　表門からを選んだ者たちは、総じて血気盛んだった。少なくとも、正々堂々真っ向から攻め入り一方的に相手を痛めつけるのが好きな連中が多かった。

　──けれど。

　かつて建物が牢ろう獄ごくとして使われていた頃ころの名残なごりである、犯罪者たちを招き入れるために造られたいかめしくも物々しい門をくぐった彼らは、外庭の中程で足を止める。

　奇妙な光景が、そこにあった。

　暗くら闇やみの中。

　正面扉へ続く一本道に沿って設置された街灯に照らされ、ひとりの少女が立っている。

　辺獄院リンボにはまるで似合わない──いや、雨の夜には不釣り合いな、麗うるわしい服装だった。

　上半身をぴったりと覆おおった、薄うすい袖そで無なしの衣。衣とは切きり離はなされた形で着けている、今から舞ぶ踏とう会かいにでも臨のぞむかのような長手袋ドレスグローブ。下半身は大きく拡ひろがった裙スカートで覆い隠されているが、これには黒くろ鉄がねの草摺タセツトが縫ぬい付けられており、可か憐れんな鎧よろいか無骨な舞踏着ドレスかといった具合。

　長い銀髪を白い人工光に染めて、少女は無表情でこちらを見ている。

「おい……」

　煉れん術じゆつ師しのひとりが声をあげた。

　何よりも異様だったのは、少女そのものではなく、その周囲だった。

　まるで、透明な半球。

　降りしきる雨粒が、少女を中心にしてその頭上と周囲、半径二米メートルほどを境にすべて弾はじき返されている。丸くした硝子ガラスをかぶったように、彼女は髪のひと筋さえもを濡ぬらしていない。

「なんだ、あれは。……『障壁エレール２』？」

　たかが雨避けのために煉術を稼か働どうさせているのだろうか。

　次いで、ふ、と。

　少女の背後から、もうひとり別の人ひと影かげが現れた。

　安物の貴族服を身に纏まとった、凡ぼん庸ようとした印象の少年──彼は少女の横に立つと、言う。

「この雨では『ほのお』は使えませんね」

「そうね」

　少女は答えた。まるで花が揺れるような声で。

「だったら……雨が降っているから『あめ』でいい？」

「構いませんよ」

　少年が微笑した、直後。

　少女の背から唐突に、多数の直ちよく線せんが伸びる。伸び、折れ、曲がって複雑に交こう錯さくしながらまるで蝶ちようの羽のように、背を中心にした紋様を描いていく。一部は肩に、腕に貼はり付き、そこを根として成長し、ひとつの図形を作っていく。
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　誰だれもが言葉を失っている。だが、誰もが頭では理解していた。

　この模様は──煉れん術じゆつ陣じんだ。

　直線の動きが止まる。少女が呟つぶやいた。




「……『あめ』」




　単語に反応し、思わず天を仰いだ者がいた。慌てて頭上を腕で覆おおった者がいた。身構えて少女を睨んだ者がいた。そのどれもが的外れな対応だった。

　下。

　石畳と芝生しばふにできた水みず溜たまりが硬質化し、豪猪やまあらしの背のような鋭するどい棘とげたちを一斉に生はやす。

　抗あらがう間などなかった。絶叫する者すらも殆ほとんどいなかった。足を、腰を、胴体を、胸を、心しん臓ぞうを、頭部を貫かれ、彼らは絶命する。腕に巻いた『グラフの数珠じゆず』を使う機き会かいもなく、腰や背の武器を構えることすらなく。

　少女が背中の煉術陣を闇やみに搔かき消すと、水はただの水に戻り透明な剣山がばしゃりと溶ける。ついさっきまで煉術師だった死体たちも支えを失い、その場に崩れ落ちた。

　後に残ったのは──立っていたのは──ひとり。

　その人物だけが、対応を過あやまたなかった。背後へ飛とび退ひき『あめ』を躱かわしたのだ。

「仕留め損ないましたか」

　少年が誰だれにともなく溜ため息いきを吐ついた。

「それとも……さすが、と言うべきですか？」

　故に。

　黒い外套コートで全身を覆おおった矮わい軀くは、かぶった頭巾フードの下で、唇を笑顔えがおの形にした。

「……どうしてわかったのかしら」

　年若い少女の声で、問う。

「あれだけ街を騒さわがせて陽動をかけたのに、何故なぜここにいるの？」

　忌いま々いましさと、同時に楽しさを込めて。

　彼女は頭巾フードを取り、顔を少年と少女に見せる。

　兄と友人を、あくまで穏おだやかな表情で睨にらみ付けた。

「確かく信しんがあった訳ではありませんよ」

　少女──アルトを庇かばうようにして前に立ち、少年──フォグが答えた。

「半分くらいは賭かけだった。ただ、少なくとも街が本命でない可能性は高かったですから」

「へえ」

　キリエは嘲ちよう笑しようしてみせる。

「よかったら聞かせてくれる？」

　フォグは腰に手を遣やり湾刀を引き抜きながら、

「あなたの失策ですよ、キリエ。あなたは一週間前、アルトの前に姿を現した。それだけならまだしも、人造人間ホムンクルスたる所以ゆえん『群体アンテノラ』の力を見せつけた。それが起点です」

　キリエを睨み付ける。

「僕らはあれであなたの存在を知った。あなたがアルトを狙ねらっていることを知ったんです。そのすぐ後に起きた『引き裂き魔ま』事件が、あなたと無関係なはずはない」

「……それで？」

「あなたの目的はアルトですから、引き裂き魔はアルトを駆り出させるため用意したと考えるのが自然だ。だけど今日きよう起きた騒そう動どうはあまりに大き過ぎた。大きくてわざとらし過ぎた。あれじゃ僕らをおびき出す以前に、警察軍ヤードと王属軍、煉れん術じゆつ師し組合ギルドの目を惹ひきつけていますと言わんばかりです。裏を考えるのは当然のことでしょう」

「確たしかに、そうね」

　頷うなずきながら、口くち許もとに手を遣った。

　笑った仕し草ぐさを見せるためか、或いは歯は咬がみを隠すためかはキリエ本人にもわからなかった。

「だったら……辺獄院リンボで待ち受けていた理由は？」

「言ったでしょう？」

　それを知ってか知らずか、フォグは冷笑した。

「半分くらいは賭かけだった、と。そして……あなたはアルトの前に姿を現した、と。あなたはアルトの部へ屋やに来たんですよ、キリエ。つまりあなたはそういう力を持っているということです。厳げん重じゆうに封印された塔の地下に、直接行けるような力をね」

　それはアルトを恐怖させ絶望させたいがため、フォグを苦しませ後悔させたいがために行った示じ威いだった。純粋に楽しんでのことだった。

「だけど恐らくその移動能力には何らかの制限がある。もし無制限であれば、僕とアルトは今いま頃ごろ、打つ手もないまま取り返しの付かないことになっていますよ。あなたは引き裂き魔ま事件を起こす必要なんかない。この国の中ちゆう枢すうに忍び入り破は壊かいすればいいだけだ」

　フォグはキリエの愉ゆ悦えつを、自身の不覚を正面から見据え、推測したというのか。

　キリエの持つ力に可能なこと、不可能なことを。

「それができないのなら……あなたは自分の足で匍都ハイトのどこかを攻める。重要な拠点をね。選択肢は多くありません。王宮か、議ぎ員いん宿舎か、それともここ、辺獄院リンボか」

　その上で、こちらを読み切った。

　思考を読み、行動を読み、対応を打った。

「うち、王宮は警けい備びが強固すぎて攻めるには向かない。王属軍の特別部隊がいついかなる時も張り巡らせている結界煉れん術じゆつはアルトでさえ破れませんからね。議員宿舎に関しては、あなたに襲おそう理由がない。正直なところ、僕らは議員たちが幾ら殺されても困らない。僕らが困らないことを、あなたはわざわざしないでしょう？　だから……残ったのがここです。ここが最も襲おそわれるに足る場所であり、可能性も高かった」

　賭けとは言うが、結果はご覧らんの通り。

　骰子さいころを振られる前の駒こまでありながら、こちらを見事に制してみせた──。

「なるほどね」

　意図せず声が震ふるえた。

　自分の思い通りにいかなかったことへの怒り。自分があの時既に失策してしまっていたのだという後悔。それから、フォグとアルトへの、純粋な苛いら立だち。

　ただ、一方で思う。

　──こうでなくてはつまらない。

　陽動に引っかかって街へ出る程度であれば、楽しみ甲斐がいがない、と。

　外套コートを脱ぎ捨てた。

　雨が身体からだを濡ぬらす。そう、自分はひとりだ。フォグのように、アルトという雨避けなど持っていない。アルトのように、フォグという盾もいない。

　幾ら自分を殖ふやしても、正統丁てい字じ教きようの司教に囲われようとも、間諜スパイの王属煉術師と協力しようとも、殺人犯を誘惑しようとも、たったひとりであることに変わりはない。

　だから利用するのだ。自分の生命と存在を。グイード＝レレイスの狂った信仰心を。ユヴィオール＝カタシェレティスを。イパーシ＝テテスを。

　腰に差してあった短杖ロツドを抜き放つ。銘入りなどではない、一本どころかひと山幾らで売られている代物だ。自分と同じ大量生産品。フォグの『アイリスの十六番』などとは違う。

「面おも白しろいわね、アルト。面白いわ、兄さん」

　売女ばいたが世を憎むような声で、吐き捨てた。

「面白いついでに、ひとつ教えてあげる。……私の『移動』はね、会ったことのある人の傍そばにしか行けないの。だからアルトのところへ行けた。だから王宮には入れなかった」

　フォグを、その背後にいるアルトを睨にらむ。

　上うわ目め遣づかいに見下しながら、蔑さげすみつつ羨うらやみながら。

「でも覚えておいてね？　兄にいさん。私は正せい確かくには、王宮に入れなかったんじゃないわ。入らなかったというだけ。だって私はあなたと会っているもの。あなたが王宮にいる時に、あなたの傍へ行くことだってできたのよ」

「そうですか」

　あくまで他た人にん行ぎよう儀ぎな返答。

　こいつは、自分のことを妹だなどと思ってくれてもいないのだ。自分の生まれを、ローレンの雛ひなであることから目を背け、人間であろうとしている。

「覚えておいてね？　あなたの指摘した通り、私はあなたたちを狙ねらい続けるわ。今回はその手始め。私という存在を思い知らせてあげる」

　人間の振りをしようとしている人造人間ホムンクルスと、人間の皮をかぶった化け物め。

　人間には決してなれないこの私が、お前らをどこまでも追い詰めてやる──。

「ねえ、兄さん」

　腕に巻いた『グラフの数珠じゆず』を軽く振りながら、嗤わらった。

　自らの優ゆう位いをもう一度確かく立りつするために、言う。

「私を見事に読み切って、これで勝てたと思った？　私の悪わる巧だくみをすべて封じられたと思った？　私が……これ以上、手を打ってないと思った？」

「いいえ」

　けれど、返ってきたのは否定だった。

「これですべてだなどとは思っていませんよ。もちろん、具体的にあなたがどこまでの範はん囲いでどんな手を講こうじているのかまではわかりませんが。でもね」

　正面からの真まっ直すぐな、自信に満ちた拒絶だった。

「僕らだって、無策でこの場に臨のぞんだ訳じゃない。打てる手はすべて打ってる……裏口に配置する番犬くらいは隣から借りてきてるんですよ」

「……そっか」

　キリエは俯うつむいた。

　俯うつむき、唇を嚙かみ、嚙み切りながら血を舐なめ、顔を上げて再び嗤わらう。

「だったらここを正面突破して、私はあなたたちを這はいつくばらせてあげるわ」
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　裏門に回った五名の煉れん術じゆつ師したちは概おおむね、表門に臨んだ十名とは性質を異にしていた。

　即すなわち、敵と正面きって相あい対たいすることに対して否定的な連中である。

　勝負とは生死を賭かけたもの。最さい優ゆう先せんすべきは相手を殺し自分が生き残ること。戦いを楽しむなど愚の骨頂であり、そんな悦えつ楽らくなどに興きよう味みはない。彼らの殆ほとんどはそう考えていた。

　生命を削って大きな力を出す『グラフの数珠じゆず』に手を出した理由も、戦いを求めてのことではない。自らの思想や主義を世に示すためであったり、国に対する怨うらみを晴らすためであったり──表門から入ろうとした者たちよりも、目的意い識しきがはっきりしている者たちだった。

　故に彼らはあくまで声を殺し足を忍ばせ、裏門をひっそりと開けた。

　門といっても塀に鉄てつ扉ぴをつけただけの代物で、表門と違って仰々しさはまったくない。職しよく員いん専用の出入り口といった様相である。

　身の軽いものが塀を乗り越えて中に入り、鍵かぎを壊こわす。誰だれも口をきかない。表を攻めている連中が盛大に騒さわぎを起こすのを期待しながら、次々にそっと門をくぐる。

　──故に。

「……に、……を……、ですかな？」

　雨音に混じってそんな声が聞こえた瞬しゆん間かん、全員は即座に対応した。

　一斉に散開し、身構える。塀を背に武器を抜き放ちながら、声のした方を注視する。

　暗くら闇やみの中、何者かが立っていた。

　そいつはもう一度、言った。

「こんな夜よ更ふけに、何をなさっておいでですかな？」

　老ろう爺やである。

　ただし、腰は曲がっていない。それどころか背の高い瘦そう軀くで、すらりと、まるで針のように姿勢良く立っている。後ろに撫なでつけた白髪は乱れなく、着込んだ背広スーツはきっちりと、雨の中にありながら濡ぬれることなど意に介さず、紳士の見本とも言うべき立たち居い振ふる舞まい。

　いや──紳士ジエントルというよりも、むしろ執事バトラーか。

「裏口から入ろうとするとは、無粋ですな」

　五名の煉術師たちを順番に見渡す糸目からは、表情が窺うかがえない。

　返事をした者はいなかった。誰だれもが無言のまま、武器を手に身構えている。だが、執事バトラーはそれにもまったく構わない。恭うやうやしく一礼し、

「カルブルック＝ティーウェと申します。主の命により、また約定により馳はせ参じました。しがない執事バトラーですが、さて。王属軍の方々の代わりにはなりましょうかな」

　腰へ手を遣やると、丸く束ねた細く長い鞭むちのようなものを握り、じゃら、と床へ垂らす。

　場に緊きん張ちようが満ちた。

　鞭、或いは蛇じや腹ばら剣けんか。各おの々おのが老ろう爺やの得え物ものを分析し、そこからどんな煉れん術じゆつが、或いは剣術が繰くり出されるのかを予想し、それに対応した行動を取ろうとする。

　だが執事バトラーの放った一いち撃げきは、彼らの予想を大きく超えていた。

　初撃はまず、地中からだった。正面、二米メートルの位置にいた青年煉術師の足あし許もとから、唐突に蛇腹剣の先端がぼごりと顔を出す。いつの間にか土を穿うがって進んでいたのだ──カルブルックと名乗った彼かの老爺は指一本動かしていなかったにも拘かかわらず。

　それはまさしく蛇のように鎌かま首くびをもたげ、青年の腹部をひと突きに貫いた。

「え、あ？」

　剣先は勢いを止めず、次いで隣となりにいた女の煉術師へ。彼女が慌てて目の前に戦斧ハルバードをかざすも直前でかいくぐり、的てき確かくに頸けい動どう脈みやくを切断する。

　そうして、ようやくカルブルックが動いた。

　剣の柄つかを持った右手を横に振る。地中に埋まっていた刀身がぬかるんだ土を抉えぐって出現し、今度は鞭のようにしなった。剣先ではなく刀身での、薙なぎ払い。

　標的は残った三人、同時にだった。男がふたり、女がひとり。

　男のひとりは屈かがんで躱かわそうとした。女は跳ちよう躍やくしようとした。そのどちらも失策だった。横の直線であったはずの薙なぎ払いが、刀身を直前で曲げたのだ。

　屈んだ者へは谷型に、飛んだ者へは山型に。ふたりはともに体勢を変えることがもはやできず、それぞれ首と胴体を綺き麗れいに泣き別れさせることとなった。

　最後のひとり──男のもう片方だけが、死なずに済んだ。

　彼は剣を躱さなかった。目前に『障壁エレール２』を展開させて受け止め、かつ勢いに抗あらがわず利用して背後へ飛び、間合いの外へと退たい避ひしたのだ。

「……む」

　対応に感心したかのように、カルブルックは片かた眉まゆを上げる。

「ひとり、し損じましたか。……おや？」

　と。

　その姿をまじまじと見、不ふ思し議ぎそうな顔をした。

　彼が羽は織おっているのは、あちこち破れた布きれでできた巻外套クローク。下に着込んだ衣服もだぶだぶで、身体からだ中じゆうがすっぽり覆おおわれており指先さえ見えない。顔も同様、爛らん々らんと見開かれた狂気的な左目を除いて、ぞんざいに巻かれた包帯で隠されている。

　その不気味で特徴的な出いで立ちは、

「あなたは確たしか高名な……フェイ氏ではありませんか？」

　オットー＝フェイ。

　瑩えい国こく内でも有名な、素顔を見せない殺し屋、

「しかしおかしいですな。私の知る限り、オットー＝フェイという名の煉れん術じゆつ師しは一カ月前、何者かによって殺されてしまったはずですが」

　或いは、その格好を模した何者か──。

「さて、だとしたらあなたはいったい誰だれなのでしょうね」

　カルブルックが独り言のように問うも、男は無言。

　剝むき出だしの左目でじっと見詰めてくるのみ。

　返答などいらないとばかりに、老ろう執しつ事じは再び蛇じや腹ばら剣けんを構えた。

「ふむ、言葉は無用、と。ならば仕合いますか。レティック＝メイヤの制作した人造人間ホムンクルス……そして恐らくは、市し井せいを騒さわがせていた『引き裂き魔ま』殿」

　推理混じりの呼びかけにも、やはり返事はない。

　ただ、包帯の下にあった口くち許もとのみが微かすかに笑えむ気配けはいがした。
















　痛ましげな表情で自分に笑えみを投げかける少女に、フォグの胸は少しだけ痛んだ。

　双方の痛みは兄妹としての同どう調ちようなのか、或いは単に人間らしい同情なのか。

　──わからない。

　そもそも、親とか妹とか家族とかいった概念に対し、フォグは一般的な感覚を持ち合わせていない。親とはローレンのことであるが、彼と過ごした時間など生まれてからわずか一年半ほど。交わした会話の内容すら今となっては殆ほとんど覚えていないし、どんな人格の持ち主だったかもあやふやな部分が多かった。ましてや他ほかの人造人間ホムンクルスたち──キリエやレキュリィに兄だと言われても、特別な感情など欠片かけらも湧わかない。つい最近まで、本当に実在するのかも、実在するとして生きているかどうかも知らなかったのだ。

　ただ、家族というものだけには拘こだわりがある。

　それはフォグにとってアルトのことであり、イオのことであるからだ。一いつ緒しよにいると優やさしい気分になれる、話をしていると安らぐ、あたたかいものを感じる相手、空間、場所。

　キリエはたぶん、あたたかいものを持っていないのだろう。そもそも欲さなかったのか、或いは与えられなかったのか、もしくは奪われたのか。それはわからない。彼女がこれまでどんなふうに生きてきたかなど、フォグには知りようがない。

　でも、だからといって。

　フォグの持つ大事なものを、アルトとの暮らしを、壊こわされていい理由にはならない。

　薄うす笑わらいを浮かべながらこちらへ歩いてくるキリエに、フォグは身構えた。

　握るのは重さ二十瓩キロの湾刀『アイリスの十六番』。

　こいつも自分と同じだ。フォグという使い手に出会わなければ、城の奥深く、封印庫の片隅でじっと眠ったままだった。誰だれにも必要とされない、誰も使いこなせない、誰にも使われてはならない武器として、ひとりきりだった。

　たとえ孤独から救われたのは偶然だったとしても。運よく手に入った幸せだとしても。

　いや──だからこそ。

「……あっさりと壊される訳には、いかないんです！」

　先に仕掛けたのはフォグの方だった。

　身を沈め駆ける。キリエの懐ふところに飛び込み、湾刀を斜め下から振るう。

　彼女が受けるのは、手に持っていた短杖ロツド。

　恐らくは銘なしの大量生産品だろう──案の定『アイリスの十六番』の威力には抗あらがえずに、あっさりと砕け折れる。

「あは、ふふっ！」

　だがキリエは臆おくしたふうもない。

　それどころか、まるで短杖ロツドの破は壊かいを望んでいたかのような嬌きよう声せいをあげた──虚うつろな。

　無手になったまま、自らの防御などまるで顧かえりみずに間合いを詰め、

「やっぱり、そうよね？」

「な……っ!?」

　フォグへと抱きつき、背中に手を回す。

「こんな名もない、誰だれが作ったか知れないようなつまらない武器は、あなたの前では木の棒に同じ。壊こわれて折れて、はいおしまい。……でもね」

　殺気を感じ、彼女の肩を摑つかんだ。

　次いでもう片方の腕を脇わきへねじ込み、そのまま身体からだを引ひき剝はがしながら足を払い、横向きに投げる。地面を転がったキリエは雨に汚れながら、

「名もない大量生産品には、それなりの使い道があるのよ」

　自らの足あし許もと、土の中へ腕を突っ込んだ。

　正せい確かくには、地面ではない。地面に拡ひろがった青い液体の中に、だ。

　アルトとイオから聞いて知っている。それは、纏まとった衣服を変質させて作った──いや、むしろ逆、普段ふだんは衣として身に付けている、彼女の力だ。生命の源である大海を濃のう縮しゆくし煮込んだような、粘性の泉。『ローレンの雛ひな』第二円アンテノラの『群体アンテノラ』たる所以ゆえん。

　キリエはそこから、もうひとりのキリエを引っ張り出した。

　大量生産品と評したのは、自じ嘲ちようか、自じ虐ぎやくか、或いは自負か、

「……『起きろレエゼ』！」

　ひとりのキリエが一いつ旦たん距きよ離りを取り、無手のまま煉れん獄ごくの扉を開いた。

「花見月／彩宴／指標なる轍わだちに／酸を穿うがて！」

　次いで、言こと霊だまによる変換儀ぎ式しき。彼女の右腕にひと振りの槍やりが出現した。

　第だい五ご冠かん術式『錬鉄シヤミイ２』だ。毒気から任意の武具を創成するというもので、煉術の黎れい明めい期きに発明されたが、鍵けん器きが武器そのものと一体化してからは廃すたれてしまった術だった。

　だが『グラフの数珠じゆず』を使用するのであれば有用には違いない。あんな少ない編へんの言霊で二米メートル弱の長さの槍を作れるのだから、効率もいい。

　キリエが再び駆けてくる。切っ先がフォグの喉のど元もとに迫る。

　とはいえ──、

「無む駄だです！」

　毒気によって創成された以上、たとえどんな武器であってもそれは仮想物質であり、仮想物質である以上は、フォグの力『消失点カイナ』の餌えさでしかない。

　身体を捻ひねって躱かわしつつ、ぞんざいに槍の柄つかを摑んだ。

　摑んで、喰くう。槍が消失し、フォグの身体に力が満ちた。そのまま湾刀を振るい、キリエの頭部を叩たたき割ろうとする。が、

「……っ!?」

　不意に左から身体に衝しよう撃げき。

　もうひとりのキリエに体当たりを食らったのだ。予想外だったせいで動きが崩された。再び体勢を整ととのえた時にはもう、ふたりのキリエたちはこちらの間合いから離り脱だつしていた。

　しかも──ふたりではなくなっている。

「どうかしら？」

「これが……」

「『群体アンテノラ』の力よ」

　合計、三人。

　ひとりめがこちらへ攻こう撃げきを仕掛けた隙すきに、ふたりめが三人めを殖ふやしたのか。

「……恐ろしいですね、確たしかに」

　フォグは一歩を大きく飛とび退のき、アルトの許もとへと戻る。彼女から離はなれ過ぎるのは危険だと判断した。この特性、油断してはいけない。

「たいしたものです。その力は無限ですか？」

　無限であるはずはない。何かしらの制限があるだろう。

　問うてみるが、もちろん、相手が素直に教えてくれるはずもない。

「さあ、どうかしら？」

「試してみる？　何人殺せば、私が止まるのか」

「私たちとあなた、どちらがより長く潜もぐれるのか……我慢比べもいいかもね」

　言いながら、三人めが屈かがんだ。青い衣を滴したたらせて泉を落とし、拡ひろげる。中から出てきた四人めは引っ込むように後退。つまりそいつを安全圏に置いて、核とするつもりか。

　と、四人めを庇かばうようにして前に出た三人のキリエたちが、意味ありげな目をする。

「ふふっ」

　そうして左腕を同時に、一斉に掲げた。

「な……っ!?」

　さすがに、フォグは啞あ然ぜんとする他ほかなかった。

　彼女たちの手首それぞれに、碧色の珠を連ねた腕輪が巻かれていたのだ。

　形状も色も、どう見ても『グラフの数珠じゆず』にしか見えない。

「まさか、身に着けたものも……」

　同時に複製できるとでもいうのか。

　冗じよう談だんではない。ふざけている。

　もしそうであれば、彼女の行使できる力は──果たしてどれだけの規模となり得るのか。

「言ったわよね？　『さあ、どうかしら』……って」

「本物かな？　それとも偽物かな？」

「すぐにわかるわ。すぐにね」

　口々に言い合う彼女たちの表情には、既に余裕が戻っている。

　後方の増殖役を除いた三人が同時に「起きろレエゼ」と叫んだ。

　次いで、詠えい唱しよう。

「花見月／彩宴／指標なる轍わだちに／酸を穿うがて！」

「月夜花／麗れい演えん／妙なる軌跡に／棘とげを巻け！」

「花見宵よい／盛宴／無む碍げなる導しるべに／智を刻め！」

　ひとりは槍やり。ひとりは大おお鎌かま。ひとりは長剣。

『錬鉄シヤミイ２』によって作られた紛い物の武器を手にしたキリエたちが、フォグとアルトを包囲するようにゆっくりと散開していく。それと同時に四人めは青い泉の中から、五人めを引き上げようとしている。同じ顔をした、同じ記き憶おくと思考と身体能力を持つ、同じ存在たち。恐らくは完全に統率された動きで襲おそってくるだろう。

　群体──軍隊。

　厄やつ介かいさと恐ろしさの中間で、フォグは唇を引き結んだ。

　できるならアルトをキリエと戦わせずに終わらせたかったのだが、浅はかな考えだったようだ。『妹』たちはフォグのそんな甘さを見透かしたように、にい、と嗤わらった。

「アルト」

　背後へと呼びかける。

「可能な限りは僕がやります。でも」

　どうしようもなくなった場合は、手を……と、歯は咬がみしつつ言いかけるが、

「大丈夫よ、フォグ」

　制するようにアルトは頷うなずいた。

　少なくとも表向きには、力強さを感じさせる声で。

「私は大丈夫。戦うわ。……キリエは、敵よ」

　──そうか。ならば、

「わかりました」

　彼女の決意に罪悪感とひと筋の心強さを覚えながら、フォグは再び湾刀を構える。

「戦いましょう。このおぞましい夜を、終わらせてやるんです」

　キリエは三人。いや、恐らくは更に多く。

　最初の交こう錯さくにあった一対一という構図は既にない。けれど相あい対たいする顔は変わらないまま、かくして二度めの攻防が始まった。
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　カルブルックの見立てでは、殆ほとんど勝負にならないはずだった。

　相手は殺気ばかりが目立ち、動きもどこかちぐはぐ。初しよ撃げきを『障壁エレール２』で受け止めたあの判断は評価できるものの、一流半がいいところ。一流であれば反はん撃げきを加えようとするし、一流を超えているのならむしろこちらが手傷を負っているはずである。故にこちらの勝利は揺るがず、向こうは耐えても二分か三分だろう、と。それは驕おごりでもなければ勘などでもない。数多あまたの戦場をくぐりぬけてきた経けい験けんがもたらした、冷れい徹てつな分析だった。

　だが分析とは裏腹、戦いを始めて五分を過ぎても敵はまだ倒れていない。決定的な場面は幾つもあったにも拘かかわらず、すべての機き会かいを逃してしまっている。

「くく。く」

　何度めかの剣を躱かわした後、そいつが立ち止まり含み笑いを洩もらした。

「あんた、強いな。……面おも白しろい」

　カルブルックは男の名を知っている。ただし、確かく信しんに近い推測の範はん疇ちゆうで、だが。

　イパーシ＝テテス。二カ月半ほど前に起きた国内過か激げき派はによる聖堂爆ばく破は未遂事件において実行犯として王属煉れん術じゆつ師しアルトに殺され──そして一カ月半ほど前、国外の煉術師たちによる匍都ハイト襲しゆう撃げき計画の実行日にレティック＝メイヤの製造した疑似人造人間ホムンクルスとして甦よみがえり、暗殺業を営む煉術師オットー＝フェイに扮して匍都大橋ハイト・ブリツジの管制塔を一部損そん壊かいせしめた青年。

　王属軍、ひいては王権派議ぎ員いんとの協きよう調ちよう姿勢を取ることが決定した際、雑多な資料と一いつ緒しよにそれらの件に関しての報告書も『レキュリィの宴うたげ』へ開示されていた。彼がオットー＝フェイの格好をしていた時点で、その正体はほぼイパーシ＝テテスで間違いないはずだ。

　資料によれば、『消失点カイナ』の力を使ったかの少年、フォグにあっさりと負けている。

　さて、目の前のこの男は本当にイパーシ＝テテスなのか。だとすれば、一カ月半という短期間で劇げき的てきな変へん貌ぼうを遂げたと見ていいだろう。

　しかも、些いささかおかしな方向に。

「面白い、ですか」

　ひとまずは会話に付き合ってみることにした。何かがわかるかもしれない。

　戦っていて感じるのは、奇妙さだ。体たい捌さばき、反応速度、戦況予測に駆け引き、すべてにおいて一流半と評すべき程度のものでありながら、肝心な局面で唐突とも不測とも言えるしぶとさを見せる。いや──向こうがしぶといというよりは、こちらがしくじってしまう、かもしれない。狙ねらいが紙一重で躱かわされ攻撃が当たらない。手元が狂わされているような感覚があった。

「失礼ながら私としては、あなたの方が面白くありますな」

　蛇じや腹ばら剣けん『アイリスの七番』を地面に垂らしながら、カルブルックは言った。

「あなたの動きは異様という他ほかない。それに、何より……」

　加えて最も気になるのは、

「……あなたはまだ一度も、仕掛けてくる気配けはいがない」

　剣を抜こうともしないという、一点だ。

　本当に武器を持っているのかどうかすら定かではない。あちこち破れた巻外套クロークに身を包み、下に着ているのは指先も見えないほどだぶついた衣服──元々はオットー＝フェイの格好で、暗器を全身に隠し持っているが故のものだ。これを踏とう襲しゆうしているということはつまり、得え物ものを見られたくないということか。

　煉れん術じゆつを使っている気配けはいはない。それは確かく信しんできる。

　天てん堂どう騎き士したるカルブルックは、煉術を用いずに煉術師と渡り合うことこそが誇りであり存在意義だ。毒気の香りを察知できるかどうかは生せい命めい線せんであり、嗅ぎ逃しはしない。

「と、すると。何か特殊なものを使っている、ということですかな」

　当たりを付けて鎌かまをかけてみた。

「たとえば……煉禁術とか」

「……『起きろレエゼ』」

　否定か、それとも肯定か。返ってきたのは『グラフの数珠じゆず』を起動させる言こと霊だま。

　次いで、

「虚うろなる妙たえ／妙なる畝うね／畝たる芯しん／芯たる影かげ／影踏み／止まれ／あちらに／進め／……」

　詠えい唱しよう。カルブルックの喉のどを毒気の香りが刺し激げきする。『愚者の石グラクシール』とは比べものにならない濃のう度どだが、そのお陰でわかりすぎるほどにわかる。

　鼻をひくつかせ、現象系の術式だ、といち早く察知した。

　一般には殆ほとんど知られていないことだが、煉れん獄ごくの毒気は仮想物質に変質する際、その変質する対象に合わせて匂においをわずかに変化させる。たとえば植物系であれば睡蓮を熟じゆく成せいさせたような馥ふく郁いく、金属系であれば薔薇ばらを腐らせたような芳ほう醇じゆん、現象系であれば秋桜コスモスを凝ぎよう縮しゆくさせたような香気。それらを嗅かぎ分けることができれば、煉術が起動する直前にどんな術式かをある程度察知できる──ただし、匂いの判別ができるのはカルブルックを含め匍都ハイトに五人といまい。

　現象系、つまり爆ばく発はつや火炎、氷などの自然現象を模した術式。現象によって対処方法が分かれる分、先手を打てれば封じられる。迅じん速そくさが肝心だ。

　そうして相手の頭上に、ひと抱えもある巨大な氷の塊が出現した。

　第だい四よん冠かん術式『凍み矢アイン３』。それにしては大きい。さすが『グラフの数珠』といったところか。途中で四散し飛礫つぶてとなる可能性もあると判断し、カルブルックは先に動いた。

『アイリスの七番』を振るう。手先は使わず、ただ意志のみで。先端がひとりでに鎌かま首くびをもたげ、一気に加速し氷塊へと突っ込んでいった。

　イパーシ＝テテスが『凍み矢アイン３』を操そう作さしようとする。

　が、遅い。

　細かな節を連ねた蛇じや腹ばら剣けんはまるで鞭むちのようにしなり、動く前にそれへ巻き付く。そのままがんじがらめに束そく縛ばくし、動きを封じ、締しめて、破は壊かい──。

　そのはずだった。

「……む!?」

　次の瞬しゆん間かん起きたことに、カルブルックは糸目を見開いた。

『アイリスの七番』の切っ先が、氷塊に突き刺さり打ち砕いたのだ。

　傍はた目めから見れば成功した攻こう撃げきだったが、当然、実質は大きく異なっている。カルブルックがやろうとしたのは巻き付けての破は壊かいである。先端が突き刺さるなどあってはならない。

　つまり、狙ねらいを外した。動いてもいない目標に対してそれはあり得ないことだった。意志に呼応して動く『アイリスの七番』が、この距きよ離りを外すことなどは。

　イパーシがにや、と気配けはいだけで嗤わらった。

　砕かれた氷は案の定、破片たちを幾本もの槍やりと成して個別に飛来、カルブルックへと襲おそいかかる。半身になってすべてを回かい避ひ、同時に反撃。今度は地面すれすれを這はうようにして伸ばし、直前で蛇じや腹ばら剣けんの先端を跳ね上げる。足あし許もとの死角から顎あごを狙っての一撃。

　勘がよほど鋭するどいか、こちらの行動を予測していなければ躱かわせまい。或いはフォグのように常人離ばなれした反射速度を持ち合わせているか──が、やはりどれでもない。

　動こうともせず、反応すらなく、けれど切っ先は顎先を掠かすめただけで終わる。

　頰ほおの包帯がざっくりと裂けた後になってようやくイパーシは反応する。

「……ん？」

　他人ひと事ごとのように呻うめいて軽く一歩を飛とび退のき、こちらの間合いから離脱した。

「これは……」

　カルブルックにも、少しずつ見えてきた。

　戦いを始めてからずっとあった違和感が、一連の交こう錯さくで形を成す。手元が狂わされているような感覚は正しかった。いや──ような、ではない。

　手元が狂わされているのだ。つまり、

「認識を狂わされている、そういうことですか」

　たとえばイパーシ＝テテスの本来の立ち位置が、実際には見えている状態から右に五糎センチほどずれていたとしたら。もしくは、そういう錯覚をこちらに与えていたら。

　摑もうと思って手を伸ばしても、望んだところとは違った場所に触れてしまう──特に遠隔攻撃であれば、狙いが正せい確かくであればあるほど狙ったところには当たらないということだ。

「さて……ならば、いかにしますか」

　光学的な屈折か精神的な誤認かは定かでない。カルブルック自身に何かされたという意い識しきはない。ただ、結果を見ればそう判断するのが自然だし、そういう前提で考えれば対処法も見えてくる。常に五糎センチ右にずれるのであれば左に五糎センチずらして当てればいいし、ずれが不規則であれば広こう範はん囲いを一度に攻撃すればいい。

「ふん」

　イパーシは鼻を鳴らすと、顔の包帯をぞんざいに毟むしり取る。どこか表情の虚うつろな、しかし目だけが爛らん々らんと輝かがやく青年の顔がそこにあった。

「あんた、凄すごいな」

　言って、楽しそうに唇を引ひき攣つらせた。

「以前の俺おれなんかじゃ、とても敵かなわなかった。世の中にはとんでもない奴やつがいるもんだ」

　感心したような、同時に皮肉げな口く調ちよう。

「まあ、実際今でも敵わないんだがね。格下の相手に分ぶが悪いって気分はどうだい？　悔しいもんだろ？　でもじきにもっと悔しいことになる。……負けるんだよ、あんたは。俺に」

「なるほど、随分と自信がおありになる」

　反はん論ろんする気はない。自身の置かれた戦況を鑑かんがみて分が悪いのは事実である。

　戦いにおいて、技量や実力は勝敗を決するいち要素でしかない。環かん境きよう、体調、準備、手札の強さ、駆け引き、更には運。それらすべてを総合した値において相手を上回った者が勝つ。

　つまりこちらの技量や実力を、相手の手札が上回っていただけのこと。

「とはいえ私も、あっさりと負ける訳にはいきませんでな」

　絡から繰くりは解けた。原理はわからないまでも、対処は可能だ。

　ならば相手の手札を封じ、こちらの技量を届かせることもできる。

　再び構えを取った。

　あちらはどうも遊んでいる雰囲気で、そこに付け入る隙すきは大いにある。

『アイリスの七番』の柄つかを持つ指先に力を込めながら、カルブルックは一歩を踏み出した。
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　地面を這はった『つるぎ』がキリエのひとりを襲おそう。

　足首に巻き付いた自在の水銀が硬質を増し、そのまま刃やいばとなって切断。悲鳴をあげて体勢を崩したキリエは頭上から、『いばら』の食人植物によって丸まる吞のみにされる。

　それでも、彼女たちが止まる気配けはいはない。

　五人め、六人め、次々と増えてはアルトの煉れん術じゆつの餌え食じきとなり散っていく。

「あははっ！」

　いかにも楽しそうに嗤わらったのは、何人めのキリエだろう。

『錬鉄シヤミイ２』で創成した剣でフォグと切り結びながら、上気した顔で叫ぶ。

「そこじゃ、食べる訳にはいかないものね！」

「く……！」

　すぐ後ろ、背中合わせでアルトが煉術陣を展開している、そんな位置での剣けん戟げきだった。

　フォグの『消失点カイナ』による毒気の吸収は、調節がしにくいのが欠点だ。

　発動した瞬しゆん間かん、自分の周囲にある毒気を一定量、無差別かつ無む意い識しきに吸収してしまう。喰くう量と範はん囲いを大きくすることはできるのだが、逆に狭く絞ることはできず、故に、敵の煉術だけを消失させて味方のものはそのままに──などという器用なこともできない。

　この短期間でキリエはそれに気付き、弱点を的てき確かくに突いてきた。執しつ拗ようにアルトを狙ねらうことでフォグは防戦一方に追い遣られている。

　もちろんアルトが纏まとう『障壁エレール２』は、多少のことではびくともしない。が、如何いかんせん、敵の数が多かった。攻めに回るにしても、どのキリエを攻めればいいのか。ひとりずつ殺していたのではまったく埒らちが開かない。明確な標的が存在し得ないのだ。

　だからこそ、フォグはアルトの傍そばを離はなれられずにいる。

「ほら、段々分が悪くなっていってるんじゃないの？」

　上段から叩たたき付けられた剣を受け流す。同時に横から槍やりが突き入れられる。身を捻ひねって躱かわすと今度は懐ふところに入ってきて短刀。キリエひとりひとりの技量は決して高くないが、多勢に無勢が続けばどうしても後手に回る。

　すべてのキリエを一度に倒す、もしくはひとりだけの状態まで持ち込まねばならなかった。ふたり以上が同時に生き残っていれば、片一方に逃げられて態勢を立て直される。

　そのためにはどうするべきか。

　手がない訳ではない。アルトの煉れん術じゆつには強力なものが幾らでもある。だが、あれはこれはと考えてみた時に、どれも条件が悪く決め手に欠けた。天候、地形、位置取り、状況。

　せめてキリエ全員を正面に立たせられればと思う。

　アルトは煉術師として反則的なほど強大な毒気を操あやつることが可能だが、それは長所であり短所でもあった。強大な煉術を単体運用可能な代わりに、戦せん闘とう時じの勘がよくないのだ。

　つまり、背後にいたり隠れていたりなどの敵に対しては上手うまく狙いを定めることができない。複数同時に相手を仕留める際はきちんと全員を視界に収めた状態で臨のぞむ必要がある。またそうした戦術を取る場合の殆ほとんどは先手必勝か、もしくは鼠ねずみ一匹逃がさないような大規模破は壊かいを行うのが常であり──相手が忙せわしなく動いている場合なども、対応を不得手としていた。

　いっそ、アルトの周囲半径五米メートルを塵ちりと化すか。いや、完全に殲せん滅めつできるかはわからない。

「ち……！」

　舌打ちとともに、斬きりかかってきたキリエの腹部を『アイリスの十六番』で突く。そのまま体当たりを食らわせて引ひき剝はがし、反動を利用して別のキリエに蹴けりを入れて弾はじき飛ばす。

　きりがない。このまま状況を膠こう着ちやくさせていては、負けないにせよ勝つことができない。

　ならば──と。

　フォグが思考を巡らせていたその時、不意に。

「あら」

「あら」

「……あら」

　キリエたちが一斉に立ち止まる。立ち止まり、同じ方向へと視し線せんを遣やった。

　その先には辺獄院リンボの建物──厭いやな予感がした。

「ふふ。兄にいさん、アルト」

　ひとりがこちらを向き、嬉うれしそうな表情で笑った。

　愉ゆ悦えつ。優ゆう越えつ。してやった、という、こちらを見下しながらの破顔。

「あなたたちは確たしかに強いわ。私を十六人も使って、それでも倒れないどころか息も乱してない……正直に言うとね、私はまったく勝てる気がしないよ。このまま続けてたら、たぶん負けるのは私。少しずつ数を減らして、いつか全滅させられちゃう……でもね」

　でもね、という単語を殊こと更さらに強く、まるで吐き捨てるようにして、

「私はあなたたちに勝てないけど、あなたたちをやり込めることはできるの。兄さんにはアルトがいて、アルトには兄さんがいる。私には誰だれもいない。あなたたちと違って私は孤独。ひとりきり……本当にそうかしら？　本当に私は孤独なのかしら？　言ったわよね、さっき。私がこれ以上手を打ってないと思った？　って」

「……どういうことです」

　伏ふく兵へいがいることは予想していた。だからこそ裏門はあの執事バトラーに守ってもらっている。

　カルブルック＝ティーウェ。

　匍都ハイトの中でも、瑩えい国こく内においても立ち並ぶものはいないかもしれない実力を持った天てん堂どう騎き士し──フォグが手も足も出なかった相手。あの老ろう執しつ事じが後おくれを取るなどあり得ないはずだ。

　まさか、彼が裏切ったのか。いや、今ここで『レキュリィの宴うたげ』が国に反旗を翻ひるがえす意味がない。瑩国の煉れん術じゆつ研究が他国に抜きん出ているのは辺獄院リンボがあればこそで、レキュリィが国の繁はん栄えいを願ねがっているのであればここは守ってくれるはず。

　だとすれば、本当に後れを取った、と？

「ねえ兄さん、尋きいていいかしら」

　フォグの問いに、キリエは更に質問で返した。

「どうする？　このまま戦う？　それとも場所を移す？　言っておくけど、罠わなかもしれないわよ。私が辺獄院リンボに……あの建物に入りたいだけの」

　その上で、挑発。

　今度はフォグが歯は咬がみする番だった。完全に主しゆ導どう権けんを取り返されている。

「まったく、厄やつ介かいなことを」

　愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやいて一歩退さがり、背後にいるアルトの手を握る。指で手の甲を数度、叩たたく。

　無言で頷うなずいたアルトが煉術陣の貌かたちを変化させた。『つるぎ』が消失し『いばら』がざわざわと蔓つたを短くする。攻こう撃げき態勢から一いつ旦たん、待たい機き状態へ。

「言っておきますが、辺獄院リンボの内部に人はいませんよ。建物を破は壊かいしたいならともかく、人的損害を期待しているなら無む駄だです」

　効果がないだろうとは思いつつも嘯うそぶいてみるが、

「冗じよう談だん。ここが夜も昼も、平時も戦時もなく動き続けていることは誰だれでも知っているわ」

　キリエは動じようともしない。

　もちろん事実である。

　辺獄院リンボの手がけている研究や実じつ験けんには、数日から数カ月、下手へたをすれば年単位の期間をかけて行わなければならないものが多い。特に重要なものほどその傾向は強かった。しかも、常に誰かが経けい緯いを見守っていなければならず、一度中断すればもう一度初めから、しかもそれまでの費用と時間すべてが無む駄だになるようなものばかり。たとえ槍やりが降っていようが敵が攻めてこようが、研究員が殺されようとやめる訳にはいかない。

　王家からの勅ちよく命めいで、可能な限りは避ひ難なんさせたはずだ。しかし恐らく三分の一ほどは中に残っている。それは、院内で地位の高い者ほど尚なお更さら。

「確たしかに、あなたの言う通りです。どうすればいいんでしょうね」

　フォグは溜ため息いきを吐ついた。

「僕らとしては、ここではなく建物の内部へ様よう子すを見に行きたい。でも、あなたがそれを邪じや魔まする。どうしてもというのなら、あなたを引き連れて行くしかない」

　そう──上手うまい方法がない。

「だったら……万事休す、だ」

　ただひとつを、除いて。

　もう一度アルトの手に触れる。指で手の甲を叩たたく。合図を送る。

　背中の煉れん術じゆつ陣じんは解除されていない。待たい機き状態にしている『いばら』を維持するためと思われているはずだ。ましてやアルトの陣は、煉術稼か働どう中ちゆうには常に目まぐるしく形状を変えているし、形状から煉術の内容を読み取ることは実質不可能。気付かれるはずがない。

　このまま一進一退の戦いを続けていたのでは埒らちが開かないと見て揺さぶりにかかったのだろうが──こちらに時間を与えたのが、運の尽きだ。

「キリエ」

　アルトが凜りんとした声で、告げた。




「この場からいなくなって。……『いかずち』」




　瞬しゆん間かん。

　まさに言葉通り、稲光と轟ごう音おんが辺りを揺るがした。

　キリエすべての三米メートル頭上に発生した雷らい撃げきが、光の速度で彼女たちの身体からだへ降り注いだのだ。

　放った数は八。今のキリエの人数分、ひとりも討うち洩もらしなく。

　落雷に備えて強化していた『障壁エレール２』が音の殆ほとんどを遮しや断だんしていたが、それでも振動が肌を揺らす。間近に落下した刹せつ那なの熱ねつ量りようは、地面の水みず溜たまりを蒸気に変えて湯気を立ち上らせる。

　戦せん闘とうを中断してくれたのが幸いだった。

　そうだ。動いていなければ──立ち止まってさえいれば、アルトが狙ねらいを定めることは容易たやすい。フォグが無言で合図した後、アルトがひっそりと紡いでいた煉れん術じゆつ陣じんはこのためのもの。動かない相手にしかまず当たらないが、当たりさえすれば防げる者はいない。

　キリエたちは全員が、正視に耐えない状態となって倒れていた。

　全身が炭化してなお、生身のまま残っている部分もある。もちろんすべてが死体。『障壁エレール２』を解除してしまえば、雨の湿気に混じって焼けた肉の臭においが鼻をつくだろう。そうなる前にここを立ち去って、辺獄院リンボの内部を確たしかめに行こう。

「……アルト」

　振り返り、煉術陣の解除された背中を一いち瞥べつしてから彼女の正面へ回る。

「大丈夫ですか？」

　戦いの中で、果たしてキリエたちを何人その手にかけたのか、もはやわからない。

　アルトは割り切れているのだろうか。

　割り切れていてもいなくても、フォグにとっては胸の痛むことだった。無感情でかつての友人を殺し尽くせるような精神性はあまりにも悲しい。けれど無感情でいられないとすれば──それは彼女が深く傷付いているということに他ほかならないのだ。

　アルトの顔は普段ふだんと変わらなかった。いや、むしろ普段よりも毅き然ぜんとしていた。

「大丈夫よ、フォグ」

　そして姫君は、気丈に笑う。

「中へ行きましょう？　フォグの知っている人が危ないのでしょう」

　フォグは唇を引き結び、彼女の言葉に頷うなずいた。

　そして彼女の手を取り、ふたりで辺獄院リンボの正面玄関へと踵きびすを返した。
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　その夜、トリエラ＝メーヴが辺獄院リンボの中にいたのは、幾つか理由がある。

　ひとつは、大雨が降っていたこと。街中をずぶ濡ぬれになりながら家へ帰るのは面めん倒どうだった。そもそも滅多めつたに帰宅しない身、わざわざこんな日を選ぶことはない。

　それから、匍都ハイトを騒がしている『引き裂き魔ま』の件があった。夜道を歩いて殺人鬼に出くわすのはごめんだし、何より友人であるユヴィオールに助言をもらってもいた。この建物の中にいれば安全だと言われ、それを信用していたのだ。

　あとは、これが彼女としては最も重要な理由だったのだが──現在取り組んでいる研究が山場で、楽しくて仕方ないというのもあった。

　まさに寝食を忘れた状態だったし、外部のことなど耳に入らなくなっていた。日が沈む前、『可能な限りは帰宅すべし』という周知があったが、聞き入れる必要を感じなかったので完全に忘却していた。これはトリエラだけでなく、殆ほとんどの職しよく員いんがそうだったのだが。

　とにかく彼女はその夜、辺獄院リンボの館かん内ないにいた。ただし、完全な偶然ではない。そうなる可能性が高くなるように、遠回しな策さく謀ぼうが仕組まれての結果ではあった。




　トリエラが研究への集中を途と切ぎれさせ、ふと気を緩ゆるめたのは午後十時を回った頃ころだった。

　随分と長い間没頭していたような気がして、椅い子すから立ち上がり背筋を伸ばす。身体からだがすっかり固まってしまっていて、心地ここちよさと痛みとが同時に広がった。

　腕うで時計どけいを見る。もうかれこれ、四時間ほど資料を読よみ耽ふけっていた。

　最後に食事をしたのはいつだろうと考えるが、思い出せない。昼に軽食を摂とったような気もする、でもあれは朝だったか。机の脇わきにある紅茶の陶杯カツプは空だった。これもひょっとしたら数日前のものかもしれない。ともあれ、空腹ではあったし喉のどが渇いてもいた。

　起きたのは昨夜ゆうべの午前三時。入浴したのもその時。つまり、もう十九時間ほど仕事をしていることになる。そう考えると妙に疲労が出てきた。

「……何か食べるかな」

　寝るという選択肢はなかった。現在は資料を読み込んで、その中から研究を進めるために必要な知ち識しきの取っかかりを摑つかもうとしている段階だ。頭が回転している今の状態を保ちたかった。睡眠を取るのは、思考が滞とどこおってしまった時にしようと思う。

　とりあえず、食堂へ行くことにした。

　二十四時間態勢で職員が詰めている関係上、食堂も常に開いている。とはいえもちろん、作りたてのものがいつでも、という訳にはいかない。料理人は朝八時から夜七時までの間しか勤務していないから、それ以外の時間帯は備蓄の燻くん製せいであったり作り置きの麵麭パンであったり、そういったものを個々人で拝借するという具合である。

　まあ、腹に入れば何でもいい。

　元々が貧しい村の出であるから、粗食には慣なれている。というより、豪華な食事などこれまで数えるほどしか経けい験けんしたことがない。工場働きの時はもちろん、その後すぐここへ就職し、以降はずっとこんな調ちよう子しで暮らしている。

　考えてみれば単調な生活だな、と思う。もちろん研究は楽しいし充実してもいるが、もしどこかで何かが違っていたら、もっと別の、波は瀾らん万ばん丈じような人生を送る自分がいたのかもしれない。たとえば恋人を作るとか、結婚して子供を産むとか──。

　──まさかね。

　似合わない、そう切って捨て、研究室を出る。

　長い廊下は壁かべも天てん井じようも白い。壁に据え付けられた瓦斯ガス灯とうの光がその反射を利用してより一層明るく光り、夜だというのに自分の影かげができているほどだ。文明とは素す晴ばらしい。この最先端を切り開くための仕事をしている自分のことを、誇らしいと思う。

　そんな時だった。

　廊下の奥──角を曲がった先から、変な音が聞こえた。

　まるで誰だれかが絶叫したような。いや、違う。これは本当に、

「……悲鳴？」

　実じつ験けんに失敗したのか、と最初は思った。

　よくあることだ。あまりに気を入れていたため、失敗に際して大声で叫んでしまうという。大概は同情混じりの笑い話になって終わり。

　ただ、これは違うような気がした。

　もっと切せつ羽ぱ詰つまっている。というよりも、何か空恐ろしさがある。実験に失敗したとか驚おどろいて悲鳴をあげたとかそういう類たぐいのものではなく、もっと絞り出すような。感情を迸ほとばしらせたような。トリエラは今まで聞いたことがないが、まるで断末魔のような。

　足は止まらなかった。引き返そうとも思わなかった。声のした方へ行こうとした。

　厭いやな予感はまったく働かなかった。何故なぜなら、ここは箱庭だったからだ。外界から途絶された、危険など及ぶべくもない研究者たちの楽園。安全でないはずがない、と。

　角を曲がった瞬しゆん間かん、だから、トリエラの思考は停止した。

「え」

　まず転がっていたのは、肉塊のようなもの。

　赤く、黒く、白く、人くらいの大きさをした、人の形をかろうじて留とどめているもの。

　それが同僚の女研究者だということには気付かなかった。死に顔を目前にしても今ひとつ現実味が薄うすい。人間の惨ざん殺さつ死体など見たことがなかったからだ。

　それよりも視し線せんは、死体の向こうへ釘付けとなった。

　倒れている人間の更に奥。

　人ひと影かげがふたり、立っている。

　ひとりは少女。まだ年若い。幼さの残る顔立ちに妖よう艶えんさを混じらせた、どこか歪いびつでどこか美しい、そんな雰囲気を持っていた。

　もうひとりは男──青年か。

　襤ぼ褸ろ布ぬののような巻外套クロークにだぶだぶの衣服という不気味な格好。全身を水に滴したたらせ、ついさっきまで屋外にいたといった様相だった。髪の隙すき間まから覗のぞく双そう眸ぼうは爬は虫ちゆう類るいじみた異様な輝かがやきを持っていて、獲え物ものに食らい付く寸前の蜥蜴とかげを連想させた。思わず、身が竦すくむ。
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「……あ」

　と、声があがった。ただし、トリエラのものではない。

「あ。……う、あ」

　発したのは、青年だった。

　何故なぜだろう、彼は妙な表情をしていた。

　狼ろう狽ばい、驚きよう愕がく、渇望、それらが混じった、でもどこか恋れん慕ぼにも似た。

　青年は、こっちを見ている。




　まるで、ずっと探していた大事なものを見付けた、大事なものを探し過ぎて狂ってしまった少年のような、そんな顔で──トリエラを、見ている。




「あ、あれ。え？」

　今度はトリエラが喉のどを震ふるわせる番だった。

　恐いのではない。いや、恐いのは確たしかだ。得体えたいの知れない不ふ審しん人物が、それも死体が傍そばに倒れている状況で、こちらをじっと見ているのだから。恐くない訳がない。

　ただ、違う。それ以上に、恐怖以上に、何か妙な感情が込み上げてくる。

　既視感。

　見たことがある。この光景を？

　違う。この顔を。この、青年の顔を。

　面おも影かげがある。ずっと昔に、知っている。

「……トリエラ？」

　記き憶おくを手た繰ぐっていると、不意に青年が自分の名を呼んだ。

「トリエラ……か？　あんた。トリエラ＝メーヴ」

「そう……だけど。あなたは」

「よかった」

　青年は笑った。無邪気に。優やさしげに。人なつこそうに。

「あなたは……」

「会えた。やっと会えた、トリエラ」

　笑顔えがお。その笑顔。こちらを屈託なく見詰めてくる、これは、

「あ……あなた」

　思い出す。

　記憶にあった顔と、今目の前にある顔が、時を超えて合致する。

「イパーシ？　イパーシ＝テテス？」

　故郷にいた幼おさな馴な染じみの少年。

　いつも自分の後をついて回り、きみは将来僕のお嫁さんになるんだよ、と、照れもせずそんなことを言っていた──トリエラが出で稼かせぎに匍都ハイトへ行く時、誰だれよりも泣なき喚わめいてくれた──やんちゃで、少し鬱うつ陶とうしくて、でも可愛かわいくて、懐なつかしくて──、

「そうだよ、俺おれだ」

「イパーシ……」

　たぶん子供の頃ころ、少しだけ恋をしていた、あの子が。

　トリエラは一歩を近付く。

　足あし許もとに転がっている死体のことは忘れていた。どうしてこんなところにいるのかという疑問は幼い頃の懐かしい記き憶おくに塗ぬり潰つぶされた。こんなにずぶ濡ぬれで、大雨が降っているのにも構わず自分を追いかけてきたに違いない、と。

　昔せき日じつの在りし日に惑わされ、そっと手を伸ばそうとした。

「トリエラ」

　イパーシはまた笑った。無邪気に。優しげに。人なつこそうに。

　そうして彼は、背中を丸め身を震ふるわせて、とても嬉うれしそうに言うのだった。

「俺はようやく、本物のあんたを殺せる」
















　壁かべに背を預け座り込んだまま、老ろう執しつ事じカルブルック＝ティーウェは困ったような顔で漆しつ黒こくの空を仰ぎ見ていた。ひっきりなしに落ちてくる雨粒が頰ほおを打ち、身体からだを冷えさせる。

　その表情は、悔しさよりもむしろ申し訳なさに満ちていた。

「……私も歳としを取った、そういうことか」

　呟つぶやいた言葉は小さく、自らの呼吸音に混じって消える。

　押さえた脇わき腹ばらからは血が滲にじんでいて、それが彼の吐息を荒くしていた。

　カルブルックが負けたのは、わずかに五分ほど前のことだった。

　イパーシ＝テテスと戦っている最中、不意を突かれた。地面からいきなり生えた腕に足首を摑つかまれ、動きが鈍にぶったところを斬きられてしまったのだ。

　腕は『キリエ』だった。人造人間ホムンクルス『ローレンの雛ひな』の二番め、カルブルックの主レキュリィの姉にあたる存在。まさかあんな力を持っているなど、想像もできなかった。いや──想像もできなかったとか不意を突かれたとか、そのようなものは言い訳にすらならない。

　気を研とぎ澄すませていればたとえ常じよう識しき外はずれの能力であっても反応できたはず。できなかったのはカルブルックが老いたせいか、或いはまだ修練が足りないせいか。

　とにかく、負けは負けだ。

　主を守っての戦いではなかったことだけは幸運だと思う。だが、数日前、同様の状況で自分に敗北したフォグ少年にしたり顔で説教などしてしまったことだけは恥じた。

　そのフォグのことが、今は心配である。

　カルブルックの受けた傷は死ぬものではない。が、戦えるようなものでもない。これ以上、彼を手助けすることは不可能だった。死を覚悟すれば盾くらいにはなりに行けるのだが、カルブルックの生命は主であるレキュリィのためだけにこそ存在する。彼女の許しなくして死ぬことも、彼女以外の者のために死ぬことも、残念ながらできない。

　まったく、歳を取って聡さとくなった。昔であれば義理だの人情だのの激げき情じように任せて後先を省みず突っ走っていたところであるのに、今はどうしても打算と理性が働いてしまう。

　せめてイパーシ＝テテスの手札──相手の認識をずらす力のことくらいは伝えられないだろうか。そうは懸け念ねんしつつも一方で、伝えても仕方ない、という諦てい観かんもある。

　諦観というよりは、希望に近い。

　どのみちここで勝てないようでは、フォグとアルテミシアのふたりは駄だ目めだろう。たとえ王家に失敗を許されたとしても、終わることに変わりない。この戦いにおいて、彼らは敗北してはならないのだ。負けてしまえば、決して折れてはいけないものが折れてしまう。

　戦いには二種類ある──敗北から立ち上がることが許されているものと、許されていないもの。数日前に行われたフォグと自分との戦いは、フォグにとっては前者でありカルブルックにとっては後者だった。今日きようの戦いは逆、自分にとっては前者だが、彼にとっては後者だ。

　カルブルックが助言を与えることで彼らが勝てたとしても、それは助言によってもたらされた勝利に他ほかならない。決して負けてはならない戦いくさを自分たちのみの力で切り抜けられなかったという経けい験けんは小さな毒となり、いずれ必ず、取り返しのつかないほど全身を巡る。

　そうではなく自分たちのみの力で切り抜けられたのならば、経験は大きな種となり、次に待ち受けるもっと負けられない戦に際しての糧かてとなるだろう。

　故に、カルブルックは希望を込めて何もしないことにした。

　将来的に敵となる相手かもしれないから、もちろん、ここで死んでくれるならそれもよしという思いもある。その卑ひ怯きような打算を否定はしない。むしろ当然のことだ。

　が、敵だろうが味方だろうが、彼らは若者であることに違いなく、老人たる自分の楽しみは若者に希望を見み出いだすことでもあるのだった。

「さて、どうなりますかな」

　申し訳なさを覚えながらも、カルブルックの頰ほおは様々な思いの中、僅わずかに緩ゆるんでいた。
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　フォグにとって不運なことに、キリエの嘯うそぶいていた画策は虚偽などではなく事実だった。

　辺獄院リンボの裏口には本当に伏ふく兵へいが潜ひそんでおり、しかもどういう手段を使ったのか、あのカルブルックを退しりぞけ建物の中へ攻め入ることに成功していたのだ。おまけに、キリエ自身──正門で全滅させたはずの彼女も、そいつと一緒にいた。

　恐らくはアルトの部へ屋や、塔の地下に侵入した時と同じ力だろう。会ったことのある人間のところへ距きよ離りを超えて出現できる『群体アンテノラ』の特性。

　フォグとアルトが駆けつけた時、彼らは既に職しよく員いんのひとりを手にかけており、更にもうひとりを襲おそおうとしているところだった。犠ぎ牲せい者しやを出したのは痛恨という他ほかない。

　ただし幸運なことに、ふたりめの彼女は犠牲者となる直前で救出することに成功する。しかもそれはまさに、フォグの友人であった。

　辺獄院リンボ内部、中央にほど近い廊下の一画──。

　フォグは飛び掛かってきていた侵入者の男を力任せに蹴けり飛ばし、トリエラを抱き留めて背後、廊下の曲がり角近くまで跳ちよう躍やく。床へと下ろして声をかける。

「大丈夫ですか、トリエラさん」

「え、フォグ……くん？」

「話は後です、退さがって」

　彼女は言うことを聞かない。きょとんとしたままこちらと侵入者とを交互に見詰めるのみ。混乱していると判断し、更に背後、アルトを視し線せんで招き寄せた。

　懐ふところから手巾ハンカチを取り出してトリエラの鼻と口に宛あてがう。フォグの全身と同じくしとど濡ぬれていたがその方が好都合だった。毒気は水の中にまで入っていかない。

　アルトが脇わきを通り過ぎ、自分の更に前へ出たのを見計らいトリエラに言った。

「逃げてください、一刻も早く。いいですね？」

「あ、でも、私」

　腰が抜けてしまっているのかもしれない。だったら、

「動けないのならこの場から動かなくて構いません……僕らが守りますから」

　キリエと、その傍そばで再び立ち上がった侵入者へと向き直る。

　そこでようやくフォグは、そいつの姿と顔をまともに見た。

「……あなたは」

　さすがに驚きよう愕がくする。

　──イパーシ＝テテス。

　一カ月半ほど前、匍都大橋ハイト・ブリツジで戦った疑似人造人間ホムンクルス。ローレンの甥おい、レティック＝メイヤの煉れん禁きん術じゆつが造りだした、人造人間ホムンクルスとは名ばかりの生ける屍リビングデツド。

　あの時取り逃がしてしまったのを悔やんでいたが、まさかここに来て邂かい逅こうするとは。

　驚おどろいたのはそればかりではない。

「あなた……いったい何があったんです？」

　外見、雰囲気、以前とはまるで別人のようだった。

　爛らん々らんと光る両目は蛇か蜥蜴とかげにも似て、人間味がまったく感じられない。表情はどこか虚うつろで唇の端が薄うすく痙けい攣れんを続けている。だが、何より異様──以前と違うのは、右腕だ。

　濡ぬれそぼったぼろぼろの巻外套クロークから覗のぞく右腕は、一本の闘剣グラデイウスを握っている。単子葉植物の葉を切り詰めたような形状の諸もろ刃は、長さ六十糎センチか、七十糎センチか。鞘さやにも納めず剝き出しの白刃をぶら提げて──その柄つかを握った手が、赤い半透明の外殻で覆われていた。

　正せい確かくには肘ひじから下。

　鱗うろこのように貼はり付いて肌へ食い込んだ、紅玉ルビーじみた輝かがやきを持つ岩くれのような殻だった。腕をまるごと、更には五指を剣の柄ごと。外殻の先端部は刀身の根本ほどまで達している。

　剣を手放すことは不可能だろう。まるで一体化してしまったかのようだ。

「その剣は……」

「よう。久しぶりだ。また俺おれの邪じや魔まをしに来たって訳か？」

　フォグの問いを無視し、舐なめるように見詰めながら、嗤わらう。

「でも、今回は前のようにいかないぜ。お前の剣と俺の剣は互角だ」

「互角？　……まさか」

　その異様な、宝石で剣と身体からだを繫つなぐ闘剣グラデイウスは──アイリスの魔ま剣けんか。

　肯定するようにイパーシが得意げな顔をした。

「最初、この赤いやつは剣をまるごと覆おおってた。でも、溶け始めたんだ。女を斬きれば斬るほど、殺せば殺すほど、突き入れれば突き入れるほど、血を吸えば吸うほど……剣が露あらわになっていった。代わりにこの赤いやつは俺おれと剣を繫つなぎ止めるように腕へと流れ、そうして今じゃ俺と一心同体って訳さ、くく。くははっ！」

「感かん謝しやしてね？　その半分くらいを贖あがなったのは、私の血なのよ」

　彼の背後でキリエが唇の端を歪ゆがませる。

「それにしても面おも白しろいよね『アイリスの四番』。見て？　この赤い水晶みたいなもの、完全に腕の肉へ食い込んでる。普通の人だったら痛みで発狂してるわ。彼が疑似人造人間ホムンクルスだったから、異常な治ち癒ゆ力りよくを持っているから耐えられた。……こんなものを考えて制作したアイリス＝キャリエルはまさに狂気の沙さ汰たよ。私たちの父とうさんと同じく」

「おい、俺のことを疑似人造人間ホムンクルスだなんて言うな。二度とだ」

　振り返ったイパーシがキリエの喉のど元もとにその魔ま剣けんを突きつけた。

「疑似なんかじゃない。俺はれっきとした人造人間ホムンクルスだ。貴様らと同じ、いや、貴様らよりも高こう尚しような存在だ！　何せ元々は人間なんだからな！　最初から化け物だったお前らとは違う」

　怒ど鳴なりつける。キリエと、それからフォグを交互に睨にらみ付けながら。

「それがあなたの誇りですか、イパーシ＝テテス」

　こいつは未いまだに、人造人間ホムンクルスという幻想に囚とらわれているのか。

　くだらないと思う。同時に、止めなければ、と。

　人間以上を気取った人間以外は、人間にとっての敵でしかない。

「人造ホムン……人間クルス？　一度死んだ……？」

　フォグの背後でトリエラが茫ぼう然ぜんとひとりごちた。耳みみ聡ざとく聞きつけたイパーシが笑った。

「そうだよ、トリエラ。俺は一度、死んじゃったんだ。でも人間以上になれたお陰で、こうして生きてる。きみとも会えた」

　まるで恋人に接するような馴なれ馴なれしい口く調ちよう。女を殺したと言っていた。たぶん今の彼にとって、殺害対象にした女は自分のもの、恋人も同然なのだ。

「……なるほど、そういうことですか」

　とはいえ、これではっきりした。

　キリエがイパーシ＝テテスにアイリスの魔剣を持たせ、精神の箍たがを外し、女を殺させた。

「引き裂き魔は、男ジヤツクでも女ジルでもなく、その両方だった、と」

　少女の姿で誘い、アイリスの魔剣で引き裂く。

　そうして毎夜、合計十五人。キリエ自身を含めると三十人近くも。

　元々あの赤い外殻が刀身を覆おおっていたのであれば、死体が無惨になるのも得とく心しんできる話だ。市内を警けい備びしている警察軍ヤードや王属軍、在野の煉れん術じゆつ師したちは無む駄だ足あしという他ほかない。犯人は街中ではなく、ここで次の獲え物ものを物色しようとしていたのだから。

「ねえ、続きをしましょうよ、兄にいさん」

　足あし許もとに青い泉を作り、そこからもうひとりの自分を引き上げながらキリエは言った。

「公平に二対二。もちろん、私をひとりとした場合だけど……何にせよ、さっきよりも更に面おも白しろくなったじゃない？　私はこの建物と施設を破は壊かいし尽くして、この国とあなたたちを絶望させたい。この彼はあなたたちの後ろにいる女の人を、好きなだけ切り刻みたい。あなたたちは私たちを止めたい。とてもとても単純な規則ルールの遊技ゲームだわ」

　遊技ゲーム、と。

　余裕に満ちた表情で、この戦いをそう評す。或いは自分やアルトに対する憎しみを、無む理り矢や理りに愉ゆ悦えつへと変えているのだろうか。わからない。わからないけれど、

「僕は遊技ゲームをやるつもりなんかありませんよ」

　キリエは自分の妹にあたる存在、煉れん獄ごくの毒気から造られた同類だ。

　そして一カ月半前、イパーシを取り逃がしてしまったのも自分だ。

　ならばこの一連の出来事に対する責任はフォグにある。

　これ以上被害を広げてはいけないし、負けてもならない。人間ではない存在たちが発する悪意──同じく人間ではない自分が、駆逐してやる。

「……アルト。お願ねがいします。手伝てつだってください」

「ええ」

　頷うなずいた少女を背中越しに一いち瞥べつする。

　その更に後ろで、茫ぼう然ぜんと座り込んでいるトリエラが目に入った。ぽかんとしたような自失したような表情──きっと、状況を理解できないのだろう。彼女に自分の正体を見せることになってしまうのが少し悲しい。が、もはや事態はそんなことを問題にしてはいない。

『アイリスの十六番』を抜き放ち、フォグは一気に飛び出した。

　合図もない開戦。既に手て許もとの鍵けん器きを作動させ毒気を喰くらっている。

　加速した身体機き能のうで、まずはイパーシ＝テテスへと斬きりかかった。

　イパーシは反応した。ぞんざいに『アイリスの四番』を斜めから振り下ろす。

　とはいえ無む論ろん、フォグにとっては遅い。寸前で立ち止まり、相手の刀身目掛けて湾刀を力任せに斬り上げた。同じ女性が製造したふたつの魔ま剣けん──向こうがどんな特性を持っているのかはわからないが、こと強度という面でこちらが負ける謂いわれはない。

　重量二十瓩キロの衝しよう撃げきに加えて『消失点カイナ』の暴ぼう虐ぎやく的てきな筋力。イパーシの剣は最低でも弾はじかれ、最悪の場合は砕け折れる、そのはずだった。

　結果はまったく違った。

「な……!?」

　弾かれも折れもしない。それどころか、フォグの剣けん閃せんは空を切ったのである。

　もちろん、向こうの放はなった剣の速度が途中で変わった訳でもない。つまりこれはフォグが狙ねらいを外したということになる。かち合わせるつもりが、目測を誤ったとでもいうのか。

　──莫ば迦かな。

　素人しろうとでもあるまいし、そんな下手へたを打つものか。何より毒気を喰くった状態での攻こう撃げきだ。こちらの主しゆ観かんで相手は止まっているようなもの、外す方が難むずかしい。

「らぁあ！」

　腹部のがら空きになったフォグへ、今度はイパーシの攻撃。返す刀で突いてくる。

　体勢が崩れかかっているとはいえ避けるのは容易たやすい。身を捩よじり、紙一重で躱かわそうとし、再びフォグの顔が驚きよう愕がくと、それから痛みに歪ゆがむ。

　脇わき腹ばらがざっくりと、イパーシの刃やいばを受けていた。

「ぐ……く、っ」

　致命傷ではない。深くて二糎センチか。肋ろつ骨こつで止まったから内ない臓ぞうを傷めてもいない。だが得体えたいの知れない感覚と恐怖感が身体からだを退ひかせた。大きく背後へ飛び、一いつ旦たん間合いを取る。

「これ……は」

　今のもさっきと同じだ。こちらが躱し損ねたとか相手の攻撃が伸びてきたとか、そういったものではない。一度ならず二度までも、どういうことだ──。

　構えを取って牽けん制せいしながら、武器に仕込んだ鍵けん器きで煉れん獄ごくの扉を開け毒を吸収する。

　満ちた力を腹部の傷へと注ぎ、治ち癒ゆ力りよくを高めた。この規模の傷となるとさすがに全快とまではいかない。せいぜい血が止まり痛みが和やわらぐ程度。

「便利だな。怪け我がまで治るのか？」

　イパーシが感心したようにフォグを睥へい睨げいする。

「まあ、それに関しちゃ俺おれの方が上だ。くく、お前に肚はらを破られても治っちまったからな」

「あなたいったい、何をしたんです？」

　逆に問うた。

「これは偶然じゃないし、僕が抜かった訳でもない」

　何らかの煉術か。いや、確たしかイパーシは言こと霊だまにより術を起動させていた。キリエも同じく言霊式。ふたりが今までずっと自分を欺あざむいていたのでなければ、その線せんはない。

　だとしたら必然的に、

「『アイリスの四番』の特性……ですか」

　仮にも魔ま剣けんだ。外見は異様だが、それだけのはずがない。

　どこかに秘密がある。刀身か、それとも腕までもを覆おおっている赤い外殻か。

「さすが天てん堂どう騎き士し。カルブルックとかいうあの爺じいさんも、気付くのはなかなか早かった」

　剣を揺らしながら、優ゆう位いに立てていることが嬉うれしくてたまらないといった表情。

「でも、あいつの方が上かな。爺さんは一切の情報なく見抜いたぜ。俺は剣を服の下に隠してた。アイリスの魔剣だってことも教えなかった。つまり何が言いたいかっていうと、な」

　身を屈かがませ、一気に前、こちらの方へ跳ちよう躍やくし、

「……あいつに勝てた俺は、お前にも勝てるってことだ！」

「ち……！」

　鋭するどい突き。

　咄とつ嗟さに湾刀で受けようとするが、さっきのことが脳裏によぎり思い留とどまる。当てたと思ったのに当たらなかった、避けたと思ったのに避けられなかった。つまりどういうことか。

　こちらの認にん識しきをずらされている、か？

　視覚的なものか感覚的なものかはわからないが、その仮定で行動すべきだと決める。

　ぎりぎりではいけない。大きく余裕を持って避よけなければ。

　身を伏せるようにしゃがみ、突きを躱す。当たらない。大丈夫だ。ならば足あし許もとを狙ねらって水平に蹴けりを出し、相手を転がしてから──、

「あら……駄だ目めよ」

　こちらの行動を読んでいたかのように、キリエの一体がイパーシの背中越し、上から強きよう襲しゆうしてきた。いや、一体ではない。更に横からもうひとり。

「私のこと、無視しちゃあ！」

　片方は身体からだを投げ打ってこちらの動きを止めに来る。もう片方は『錬鉄シヤミイ２』で造った大おお鎌がまを上から、縦たてに斬きり付けてくる。突きを空振りしたイパーシは、そのまま剣の軌道を薙なぎに変化。キリエを道連れにすることをまったく意に介していない。

　廊下の幅は三米メートル半ほど。もはやどこにも逃げる場所はなかった。

　だが、まだだ。

「そっちこそ……無視してるのは同じです！」

　──しかも、最も警けい戒かいすべき相手を。

　背後でアルトが短く呟つぶやいた。

「……『とげ』」

「な、っ……！」

　今度はイパーシが、キリエたちが驚きよう愕がくする番だった。

　アルトの周囲に発生する、先端を尖とがらせた細長い金属片──計二十本。

　長さ七十糎センチほどのそれらが一斉に、こちらへ飛来する。

　狭い廊下、逃げ場はないのは敵も味方も同じ。ただしフォグには『消失点カイナ』がある。

　放たれた金属片のうちフォグの背や足に突き刺さろうとしたものたちは、触れる直前に毒気へと還かん元げん、身体へ吸い込まれるようにして消滅した。

　もちろん、敵にこんな芸当はできない。

　キリエのひとりが右の眼球ごと頭部を貫かれ即死。もうひとりは肚はら、これも致命傷だ。

　ただしイパーシだけは違った。『アイリスの四番』の特性によるものか、頭部めがけて発射したものはこめかみを掠かすめ、腹部を狙ったものは脇わき腹ばらを抉えぐっただけで終わる。

　ならば、もう一度。

「アルト！」

　背後に叫ぶ。

　二撃げきめの『とげ』が創成され、直後に発射。

「……『起きろレエゼ』！　石いし榑くれ／土つち塊くれ／汀みぎわ！」

　それでも脅威は与えたのか、イパーシが煉れん獄ごくの扉を開き、言こと霊だまを紡いだ。

　分厚い硝子ガラスを殴ったような甲かん高だかい音とともに金属片たちが空中で止まり、勢いを殺されてばらばらと落下する。細かな計算もなくぞんざいに作られた『障壁エレール２』だったが『グラフの数珠じゆず』によって大量の毒気を呼び込むことで質を補ったらしい。

　フォグが喰くらい尽くすことはできなかった。そうすれば同時に『とげ』も消えてしまう。

　三度めの射出も同様に阻はばまれる。イパーシがこちらへ牽けん制せいの一いち撃げきを見み舞まってきたからだ。

「らぁっ！」

「ち！」

　認にん識しきがずらされているこの状況で斬きり結ぶのはまずい。間合いを外して距きよ離りを取る。

　その隙すきに、既にキリエも復活を済ませていた。自分の死体ふたつを前に、無傷な者が三人。かろうじて生き残ったひとりが死を前に引っ張り上げたらしい。

「ふん」

『アイリスの四番』を軽く振り、イパーシが嘲ちよう笑しようした。

「さっき言った通りなんだよ、坊主」

　こちらを莫ば迦かにしたようなその呼び方は、かつて最初の対面の際、死にゆく彼が口にしたのと同じもの。意識してのことだろうか。生前の記き憶おくはあるのだろうか。ただ、言葉は同じでも内実はまるで異なっている。あの時のは口くち惜おしみ、今は愉ゆ悦えつ。

「俺おれはあの爺じいさんよりも強い。でも戦ってみたところ、お前はあの爺さんに及ばない。だったらやっぱり俺の方が上ってことだ。それに……『アイリスの四番』が持つ力は、見抜いたところで対策が取れるようなもんじゃないからな」

「あら、勝てたのは私が手伝てつだったからでしょう？」

　キリエが口を挟む。カルブルック翁おうが負けたのは彼女に不意を打たれたからか。大方、移動する力を使って背後にでも出現したのだろう。

　彼が生きているかどうかが気になるが、確たしかめに行く余裕は無む論ろん、ない。

「今もお前が手伝ってるだろうが。だったら条件は一いつ緒しよだよ。ま、こいつらを殺したら、褒ほう美びだ……トリエラの前菜として、とびきり残酷に殺してやるよ」

「それは楽しみ」

　くすくすと三つの同じ顔が妖よう艶えんかつ不気味に破顔する。

　満足げな顔をして、イパーシは続けた。

「それにな、坊主。そこの後ろにいる小娘を足してもお前は勝てねえよ。なあ嬢じようちゃん、こんな狭い場所で本来の力なんて出せるのか？　出せないだろ？　お前の力は建物の中じゃ持て余すはずだよ。つまりな……詰みってことだ」

「なるほど」

　フォグは薄うすく頷うなずき、彼を睨にらみ付ける。

「確たしかに、そうかもしれませんね」

　彼の理屈は概おおむね正しい。

　イパーシとキリエに、自分の力は及ばないだろう。

　認にん識しきをずらされているせいでこちらの攻こう撃げきは当たらず、防御や回かい避ひも上手うまくいかない状況、更にはキリエの増殖による人海戦術。こちらが相手の煉れん術じゆつをほぼ封じていても──いや、自分には煉術しか封じることはできない、といった方が正しい。彼らが核としているのは煉禁術によって生み出された力で、それはフォグにも消失させられないのだから。

　レキュリィにも言われた。天てん堂どう騎き士しとしてのお前は瑩えい国こくで十本の指にも入らない、と。

　それも正しい。まったく間違っていない。

「だけど、あなたは思い違いをしている」

　──そう、だけど、だ。

　フォグでは彼らに勝てなくても。

　自分の後ろにはアルトがいて、自分たちはふたりで戦っている。

　奇くしくもキリエが言ったことだ。二対二、と。二対二──イパーシとキリエのふたりに対して、フォグとアルトのふたり。どちらが強いか。どちらが優まさっているか？

　問うまでもない、わかりきっている。

　付け焼き刃の結びつきなどに、自分たちの絆きずなが負けてたまるものか。

「あなたは理解していない。アルトのことを」

　背後へ指で合図を送る。ふたりの間だけで取り決められた特殊なものだ。

　わざわざ振り返る必要はない。アルトが頷く気配けはいがした。彼女は煉術陣の羽根を拡ひろげ始める。模様を描いている。こちらの望んだ通りの煉術を、構築してくれている。

　一歩を大きく飛とび退のきアルトの隣となりまで戻り、

「そして……僕のことを」

　フォグは吐き捨てた。




「見くびるな。僕とアルト……ふたり揃えば、瑩国に勝てる奴はいない」




　それが、号令。

　既に煉術陣を展開し終えていたアルトが、意志の強い声で彼らの敗北に名を付けた。

「……『ふぶき』！」

　咄とつ嗟さにイパーシとキリエが構えを取る。

「『起きろレエゼ』！　石いし榑くれ／土つち塊くれ／汀みぎわっ」

　さっきと同じ言こと霊だま。『障壁エレール２』を展開したらしい。未知の煉れん術じゆつには妥当な手段だろう。

　だが、無む駄だだ。

　イパーシはふたつ、大きな誤解をしている。それは致命的な失策と言っていい。

　まずひとつはアルトの力。

　狭い場所で本来の力など出せない、彼はそう評した。建物の中では持て余す、と。

　完全に見当外れな分析だ──狭い場所？　四方十米の空間に幽閉された日々を送るアルトが、狭い場所を不得手としているはずがない。

　アルトの目前一米メートル。廊下の壁かべと床と天てん井じように白い網あみ目めが浮かんだ。

　煉術陣ではなく、ひび割れにも似た不規則な模様。瞬またたく間まに廊下中を覆おおいながら先へと伸び、すぐにイパーシとキリエの立っている場所にも到達する。

「な……っ!?」

　まず気付いたのはキリエだった。三人が三人とも血相を変え、飛とび退のこうとする。

　次いでイパーシも異変を察する。『障壁エレール２』が効果を成していないことに。

　この煉術は壁へき面めんを這はうが故に、そんなものをすり抜けていく。更に、作用するのは空間──正せい確かくには空気中に漂っている水分、果ては彼らの身体からだそのもの。

　ふたりがどんな対応をしようと、もはや遅い。

「あ、っ、これ……っ」

　キリエたちが跳ちよう躍やくできず、無様に床へ転んだ。何故なぜなら足の靴裏が既に貼はり付いてしまっていたからだ。更には床に接触した腕も、胸も。

「な、ふざ、け……！」

　イパーシの吐く息は白く、吐いた傍そばからさらさらと音をたてて輝かがやく塵ちりになる。吸った空気は体内にある水分を凝ぎよう固こさせ、喉のどを咳せき込ませながら肺を傷付ける。

　アルトの『ふぶき』はそういう煉術だ。

　床や天井などの壁面を伝った媒介物質が極低温の冷気を産みだし、限定的な空間に氷結地じ獄ごくを創つくり出す。その中にあっては水分を始めとして皮ひ膚ふも、衣服も、すべてが凍り付く。

「が、はっ！」

　イパーシとキリエたちが揃そろって血を吐いた。

　もちろんそれすらもあっという間に固体化し、結晶となってぱらぱらと床へ落ちていく。あまつさえ口内の体温と水分をも奪い、激はげしい凍傷をもたらしているだろう。

「さて」

　フォグは『アイリスの十六番』を構え、一歩を踏み出した。

「イパーシ＝テテス……」

　彼の失策。そのふたつめはフォグに対してのものだ。戦せん闘とうでの攻防ばかりに目が行ったようで随分と軽んじてくれた。

　ゆっくりと歩を進めつつ、笑ってやる。

　フォグ自身が凍り付くことはない。『消失点カイナ』で自身の周囲のみ煉れん術じゆつを解除し、冷気から身を守っている。ただしもちろん、自分の得意は煉術の無効化と力の増幅だけではない。

　正面に立ち、告げる。

「……『アイリスの四番』の絡から繰くりは理解しました。そしてもう封じた」

　二度の攻防で、充分だった。

　初しよ撃げきを食くらう前から認にん識しきがずらされていたことと、アルトの放った『とげ』すらも狙ねらいを外されていたこと。それらを鑑かんがみるに、こちらの体内に直接作用するものではない。フォグはまだしも、アルトからは距きよ離りが離はなれていたからだ。

　加えて、攻撃した時と食らった時の感覚。違和感はむしろ触覚ではなく視覚にあった。

　故に推測し、対応を打った。それがこの『ふぶき』。

「恐らくは、柄つかと腕を覆おおっている宝石のような赤い外殻。それが剝はく離りし、目に見えないほどの細かい破片となって空間に浮かび、こちらの視覚へ干渉している。破片ひとつひとつが煉術的な作用で光を屈折させ、集まって結像をずらす……そんなところでしょう？　幻覚物質とまではいかないはずです。そうであればもっと効率的な幻を見せればいい」

　見える位置と実際に存在する位置が違っていれば、当たるはずの攻撃も当たらず、避けられるはずの攻撃も避けられない。ただし幻覚ではないので、大味で無差別な攻撃に対しては自然と防御せざるを得なくなる。二度めの『とげ』に『障壁エレール２』を張ったのはそういう理由だ。

「宝石が肉に食い込んで身体からだを蝕むしばんでいるのは、持ち主の生体情報を吸収するためですか？　視覚のずれはあなただけにしか適用されていませんでしたからね」

　理屈としては恐らく蜃しん気き楼ろうに近い。

　もちろん自然現象のような曖あい昧まいさではなく、巧妙かつ精密にこちらの視覚を歪ゆがめているのだろうが──まったくたいした武器だ。効果は地味でありながら堅実、更に作用そのものの技術水準が異様に高い。同じことのできる煉術が、果たしてこの世に存在するかどうか。

　もっとも代だい償しようとして人間の血を大量に必要とする辺り、まさに狂気の沙さ汰たではあるが。

「でも、もはやその力も使えませんよ。剝離した破片はすべてアルトの『ふぶき』が凍結させた。小さな塵じん芥かいは水分を吸着する。だから水分が凍れば、浮遊してはいられない」

　イパーシの足あし許もと、床が仄ほのかに赤く染まっていた。

　それはさっきまで彼の周囲に霧きりがかっていた『アイリスの四番』の破片たちだ。

「き、さま。そこまで……計算、して」

　身体がもはや動かなくなっているのだろう。

　瞼まぶたすらも凍り付かせた異相で、イパーシがこちらを睨にらみ付けてくる。

「僕を侮あなどったのが敗因だ、イパーシ＝テテス」

　戦況と敵に合わせてアルトに指示を出し、場に応じた的てき確かくな煉れん術じゆつを使わせるのはフォグの役目だ。敵がどんな術を得手としているか、どんな戦い方を好んでいるか、どの程度の力量か。それらを分析し、分析結果から策さく謀ぼうし、策謀を実行に移す──人外の力だけで勝つのではなく、人間としての知恵を使って勝つ。それこそがフォグという存在の、本ほん懐かいなのだから。

　言葉とともに湾刀『アイリスの十六番』を一いつ閃せんした。

「あ、があっ！」

　イパーシの腕、肘ひじから先ごと『アイリスの四番』を斬きり落とす。刃やいばに伝わる感触は氷と肉。既に衣服は凍結し、皮ひ膚ふにも霜しもがへばり付いている。

　そう──衣服も。

「これも狙ねらってのこと？　さすが、と言うべきかしら、兄にいさん」

　イパーシの背後でキリエが憎しみに満ちた笑えみを浮かべていた。

　言葉を発したのは膝ひざを突いたひとり。他ほかのふたりはもはや伏して動かない。死んで倒れたのではなく、倒れたが故に死んだのだろう。床に肌を任せればそれだけ早く体温を奪われる。

「そうですね。上手うまくいってくれてよかった」

　もちろん彼女の言葉通り、凍死だけが目的ではない。

　残ったひとりのキリエは、床に拡ひろげた青い泉に手を突っ込んだままの状態だった。衣服から作った粘性の液体──しかしその手が新たなもうひとりを引き上げることは、ない。

　キリエの腕ごと、泉は凍結していた。

「賭かけではありましたけどね」

　凝ぎよう固こ点てんが水と同じかどうか、或いは遥はるかに低いのか。もしくは油のようにほぼ凍らないのではないか。懸け念ねんはあったが、どうやら成功したらしい。

「これであなたは無尽蔵に生命を使えない。少なくともこの戦いでは」

　歯は咬がみするキリエから再びイパーシへと視し線せんを移した。

「イパーシ＝テテス。今度こそあなたを殺します。前回のような下手へたはもう打ちません」

　湾刀を構え、鍵けん器きの引き金を絞る。

　毒気を喰くい『消失点カイナ』を発動させた身体からだで、一歩を近付く。

　イパーシはそんなフォグを茫ぼう然ぜんと眺め、

「く、は。ははっ……ははは！　ははははははっ、畜生めが！」

　哄こう笑しようしながらも、怨えん嗟さで絶叫した。

「三度だ！　お前は俺おれを三度も殺すのか!?　この、くそったれの人外が……女の肚はらからではなく蒸留器レトルトから生まれた、人間の貌かたちをした化け物め！　貴様の、貴様のせいで俺のすべては狂った！　俺が何をしたっていうんだ!?　俺が、貴様に、何をっ」

「何もしていませんよ」

　フォグは冷れい徹てつに吐き捨てる。

「強しいて言うならあなたは、僕の癪しやくに障さわる。それだけです」

　自分の感情を説明する気はない。この男の話を聞くつもりもない。

　話をしても、恐らく彼には理解できないだろう。

　奇くしくも彼の罵ば倒とうにあるように、女の肚はらからではなく蒸留器レトルトから生まれたことが──人間の貌かたちをした化け物であるということが、どれだけの苦悩をもたらすのか。

　人間以上の力に酔って、人間以外である自分を顧かえりみることすらせず、人間以下の殺さつ戮りく行為を繰くり返したイパーシにはわかるまい。彼が『ローレンの雛ひな』たる自分たちに劣等感を覚えているのと同様に、フォグは──たぶんキリエも──人間そのものに、劣等感を覚えているのだ。

「っ、トリエラ！　助けてよ、こいつを止めて、トリエラ！」

　縁えん故こでもない、標的にしようとした女性にまで命いのち乞ごいをし始めたイパーシに、

「黙だまれ。あなたと彼女とは他人だ。何の関係もない」

「ふざけるなあああ！　貴様は、貴様が何をしっ」

　罵ば倒とうも恨うらみ言ごとも、もはや聞く気はなかった。

『アイリスの十六番』を一気に、容赦なく、心しん臓ぞうへと突き入れる。

　肉ではない堅いものを抉えぐる感触がした。予想通り、止まった心臓の代わりとなる無む機き物ぶつが埋め込まれていたのだろう。『グラフの数珠じゆず』かもしれない。

　血を吐きながら倒れた彼の頭部へ、更にもう一度。胸を刺された上に頭部を割られたイパーシ＝テテスは、もはや完全に動かなくなった。

「さようなら」

　湾刀を振って血脂を切り、フォグは小さく呟つぶやいた。

「……もし次に会えるとしたら、たぶん地じ獄ごくで」
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　イパーシ＝テテスの死体を前に、キリエの表情はどこか寂せき寞ばくとしていた。

　落胆と、ほんの少しの悲しみ、更には失望。何より濃こいのは興きよう味みを失った無感動さ。まるで遊んでいた玩具おもちやが壊こわれてしまったような、そんな顔だった。

「使えない子、ね」

　その罵倒だけが、餞はなむけだった。

　キリエは再び顔を上げると、寂寞の表情を嘲あざけりと憎しみに染め直し、フォグを睨にらみ付ける。

「さあ、続きをしましょう？　私はまだ死んでいないわ」

　グラフの数珠に言こと霊だまを囁き『錬鉄シヤミイ２』を起動させる。さっき出していたのと同じ大おお鎌がま。

　凍り付いた青い泉とそこに繫つながる腕へ、刃やいばを宛あてがった。

「私を殺し尽くすまで、あなたたちは……」

「……もうやめろ」

　自らの肘ひじから下をひと息に切断しようとした彼女を制す。

「もういい、充分でしょう？　あなたは負けてる、これ以上は……無意味だ」

「何を言ってるの？」

　対するキリエは吐き捨てた。

「そりゃあね、どうしようもないわ。服に偽装している『泉』も完全に凍結してる。片腕じゃ満足に戦えないし、床に着いちゃった両りよう膝ひざだって皮ひ膚ふごと引ひき剝はがさなきゃいけない。でも私は、それでも私は、まだ生きているのよ？　だったら戦うしかないでしょう？」

「どうしてですか。何故なぜあなたはそんなに……」

「何故？　は、ふざけないで」

　憎しみによって浮かんだ笑えみはどこか虚むなしく、けれどどうしようもない喜色があった。

「イパーシみたいに、殺せばいいじゃない？　癪しやくに障さわった、って、そんなつまんない理由で蹂じゆう躙りんすればいいのよ！　私だってずっとそうしてきたし、本当なら私があなたたちをそうしたくてたまらない！　だから殺せばいいのよ！　どうせこの私を殺しても……」

「黙だまれ！」

　ふざけた言葉に激げつ昂こうし、大きな声を出す。

「確たしかに僕はあんたを殺すことなんか、何とも思っちゃいない。でも、あんたがまだ戦うっていうのなら、僕だけじゃない。アルトもあんたと戦わなきゃいけなくなるんだ！」

　かつて友人だった娘と。

　ほんの一時とはいえ心を通わせた相手と。

　キリエは血を吐きながら舌打ちした。

「その娘が私と戦うことが何なのよ？　何てこともないわ。だってあなた、無表情で私たちを殺して殺して殺し尽くしたじゃない……ねえ、アルト！」

「……キリエ」

　いつの間にかアルトは、こちらまで歩いてきていた。

　フォグと並び立ち、死にかけの少女を見下ろし、小さく名を呼ぶ。

　その横顔をフォグは一いち瞥べつした。

　本当は、見なくてもわかる。彼女はキリエの言う通り、無表情だった。

　いや──自分が見なければわからない。彼女の無表情は、無感情とはまったく違う。

　たぶんそれは本人すら気付いていなくて、故に、言葉にすることもできない。

　だから、代わりに言った。

「アルトは、傷付いてる。だからもう、やめてください」

「……は」

　キリエが失笑する。なおも、苦々しげに。

「あなたは結局そうなのよ、兄にいさん！　『アルトが傷付いてるからやめろ』ですって？　身勝手ね。アルトが、アルトが、アルトが……私の都合なんかどうだっていいって訳？　私は路ろ傍ぼうに転がったただの塵ごみってこと！　あんな汚いものを姫様のお目に入れては穢れが伝染ります、って、そういうことでしょう!?　ふざけないで、莫ば迦かじゃ……」

「莫迦はお前だっ！」

　フォグはたまらず、彼女の傍そばまで歩み寄った。

　もう自制が利かなかった。

　しゃがみ込み、凍り付いたキリエの服、胸元を摑つかんで顔を寄せ──自分の触れた部分から、大おお鎌がまのみならず冷気までもが消失していくのも構わずに、

「お前を殺すと、アルトは傷付くんだ」

　冷静さを失った激はげしい言葉で、絶叫する。




「お前を……他ほかの誰だれでもない、キリエ、あなたを殺すと傷付くんだ！　どうしてそれがわからない!?　それがどういうことか、どうしてわからないんですかっ！」




　名も知らない敵を殺しても、アルトの心は微み塵じんも動かないのに。

　仮に敵の名や性格を知ったとしても、言葉を交わしたとしても、彼女にとっては殺す対象であり、そこに喜怒哀楽の一切は生まれないのに。

　キリエを殺すと、キリエと戦うと、アルトは傷付くのだ。

　戦いたくないから。

　好意を持った相手を、傷付けたくないから。

「キリエ」

　アルトがぽつりと、小さな震ふるえる声をあげた。

「イオが言ってた。あなたは私のこと、どうでもいいんでしょう？　でも……ずっと考えてたけど、やっぱり私は違うわ。私、あなたのことを心配してる」

　今にも泣きそうな。

　いや、涙がもう目め尻じりに溢あふれかかって──溢れた。

「あなたをいっぱい殺すのは厭いや。だってあなたがいつかいなくなってしまうかもしれないもの。あなたがいなくなってしまうのは……私、厭よ」

　棒立ちのまま、蒼あおい瞳ひとみから水滴が次々と流れる。

　しゃがみ込んだキリエの足あし許もと、凍り付いた青い泉の鏡きよう面めんがその顔を反射している。

　まるで蒼そう穹きゆうから零こぼれた雨が滄そう海かいへ落ちるように、アルトはキリエのために泣いている──。
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　やがて茫ぼう然ぜんとしたキリエがふと我に返り、再び失笑を洩もらした。

「は、何よ、それ。……やっぱり莫ば迦かじゃないの」

　それから小さく、口の中で何事かを呟つぶやく。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の残った手の中に短刀が出現した。煉れん術じゆつ起動のための言こと霊だまを紡いでいたのだ。アルトが傍そばにいるせいで、毒気の発生に気付かなかった。

「……っ！」

　咄とつ嗟さにフォグは身構える。

　が、キリエは相変わらずの顔でそのまま短刀を自分の喉のど元もとへと当てると、

「アルト。私はあなた程度に殺されたくらいで、いなくなったりしないよ。……私の増殖限界値はひと月につき三十。満月の夜を境に初期値へ戻るの。先月分と今月分はここ一カ月で使いきっちゃったから、次の満月までは大人おとなしくしておくことにするわ」

「キリエ、あなた……」

　彼女にとっては致命的とも言える情報を、投げやりな口く調ちようで吐き捨てた。

「ふん。……じゃあね。また殺し合いましょう？　お人ひと好よしのお姫様と、従僕の兄にいさん」

　そうして──。

　キリエは自らの喉を、創成した短刀で突き破る。

　彼女の身体からだは力を失い、床へと崩れ落ちた。

　短刀が床へ転がって乾いた音をたてる。しかしそれはすぐに毒気へと還かん元げんし、淡い花の香りとともに立ち消えてしまった。
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　目の前で起きた戦いの一部始終を、トリエラ＝メーヴは茫ぼう然ぜんとしたまま見詰めていた。

　飛び交う言葉と異常な光景。普通ならば訳もわからず頭をただ混乱させて終わるだろう。けれど幸運なことか不幸なことかはわからないが、トリエラは煉れん獄ごく学がく、ひいては煉術学に深く通じていたし、明めい晰せきな頭脳を持ち合わせてもいた。

　つまり自失状態にあってなお、目の前で起きた戦いがどういうものであるか、また目の前で繰くり広げられていた光景が何を意味するかを完かん璧ぺきに理解してしまっていたのである。

　人造人間ホムンクルス『ローレンの雛ひな』たち。増殖を繰り返すキリエという少女と、それからフォグ──ただの特異体質だとばかり聞かされていた毒気への完全耐性は、人造人間ホムンクルスたるの特性だった。しかも耐性ばかりではない、毒気を喰くって力を増しもするのだ。

　では、アルトという少女は？

　煉獄の扉を身の裡うちに宿す特異体質は果たして自然発生したものなのだろうか、それとも人為的なものなのか。トリエラは彼女が王族であることをもちろん知らなかったので、純粋な興きよう味みを覚えた。彼らの会話からは、人造人間ホムンクルスとして扱われてはいなかったように思うが。

　けれどそういった知的欲求はもはや、別の感情に塗ぬり潰つぶされてしまっている。

　つまり悲しみ。喪失感。絶望。

　原因は、イパーシ＝テテスだった。

　同じ村で育った幼おさな馴な染じみの少年は『アイリスの四番』に取とり憑つかれ、正気を失ってしまっていた。少なくともトリエラはそう考えた。しかしもっと無情なことに、彼は自分でこう口にしたのだ──俺おれは一度、死んじゃったんだ。でも人間以上になれたお陰で、こうして生きてる。

　疑似人造人間ホムンクルス、と言っていた。

　つまり、かのローレン＝エヌ＝コーンフィールドではない別の誰だれかが、イパーシを使って煉れん禁きん術じゆつの実じつ験けんをしたのだ。一度死んだ彼は人でなくなって甦よみがえった。甦ってそれでも、トリエラのことを覚えていて、でも狂気に染まっていたせいで、愛するのではなく殺しに来て。

　非道極まりない行為。怒りと悲しみで胸が張り裂けそうになる。

　自分の後をいつもついてきた少年が、きみをお嫁さんにするんだなどと恥ずかしげもなく口にしていたあの子が、どうしてそんなことにならなければいけなかったのだろう。彼はいったいどんな思いで私と再会したのだろう。

　私は──いったいどんな思いで、彼との再会に、そして死別に向き合えばいいのだろう？

　ゆるゆると立ち上がった。

　アルトとフォグが粛しゆく然ぜんと立ち尽くしている背後、二米メートル。そこにイパーシの死体があった。

　片腕を切り落とされ、頭を潰つぶされ、更には心しん臓ぞうを貫かれ、もはや微み塵じんも動かない。体表と血液が凍り付いていたせいか、それでもどこか綺き麗れいな印象があった。

「……イパーシ」

　その場に座り込み、茫ぼう然ぜんとしたまま彼の名を呼ぶ。

　返事はない。皮ひ膚ふに触れる。硬く、冷たかった。とはいえアルトの紡いだ冷気系の煉れん術じゆつは既に解けていたから、トリエラが凍ったりすることはなかった。

　せめて、葬ほうむってやりたい。

　自分の手で。幼おさな馴な染じみであり、かつての恋人──ああ、そうだ。子供の頃ころ、いつも一いつ緒しよに過ごしていたあの日々の関係はたぶん、幼い恋人同士と言ったっていいものだった──自分以外に縁えん故こはいないだろうし、自分しか相応ふさわしい人間もいない。

　肩を、凍った服を、胸を撫なでた。その指先が、心臓の傷に達する。

「イパーシ……」

　声は震ふるえていた。涙が溢あふれそうになる。

　トリエラは、だから。




　彼の胸へと、手を突っ込んだ。




　瞬しゆん間かん、トリエラの胸に何か熱あついものが満ちる。

　愛いとしさに似ている。けれど、少し違う。衝しよう動どうに近い。赴おもむくままに、中をまさぐる。

　搔かき回す。肉ではない堅いものが触れる。引ひき摺ずり出す。血に塗まみれていたし破は壊かいされていたけれど、これは間違いなく『グラフの数珠じゆず』だ。

　つまり動力源はこれだろう。袖そでで擦こすって血を拭ぬぐいじっくりと覗のぞき込む。市し井せいに出回っているものとは中の煉術陣が少し異なっていた。起動鍵かぎが言こと霊だまではなくなっていたし、新たに違う煉術が追加されている形跡もある。どういうことだ。つまりこの改造された数珠は、生体反応、もしくは外部刺し激げきによって特定の煉術を起動させるということ。恐らくは外部刺激か。肚はらを破られても治ったとか言っていた。ならば、外傷だろう。本体が傷を受けるのに反応して、体たい組そ織しきを復元させる術式が自動的に立ち上がる仕組みとなっているのか。

　だがそれでは煉術の毒気によって細胞が損壊してしまう。傷を回復させるためには長時間にわたってひたすら治ち癒ゆ煉術をかけ続ける必要があるのに、どういう仕組みだろう。

　きっと身体からだそのものにも秘密があるはずだ。

　トリエラは割られた頭部に着目した。胸と同じように手を入れ、脳のう髄ずいを搔き出す。両手に包んで顔を近付けじっくりと見た。当然ながらただの凍りかけた肉片にしか見えない。顕けん微び鏡きようで組織を調しらべる必要がある。血か、肉か。組織の上うわ澄ずみも調べよう。ひょっとしたら体細胞そのものが変質しているのか、もしくは身体からだの機き構こうそのものに何らかの煉れん術じゆつが仕込まれているのか。こんな芸当ができるのは煉術ではない。煉禁術か。

　本当に素す晴ばらしい。ああ、今すぐ研究室から顕けん微び鏡きようを取って来よう。そうして、

「……トリエラさんっ！」

　大声で自分を呼ぶ声に、顔を上げた。

「何をしてるんですか!?　あなたは！」

　フォグだった。

　イパーシを殺した、彼の仇かたき──けれど彼はたぶん、自分とイパーシとの関係について何も知らない。イパーシと戦ったのも、殺したのも、トリエラを守るためだ。

　責める気は起きなかった。だから、尋きいた。

「ねえ、フォグくん。これはどうやって動いていたのかしら」

「トリエラ……さん？」

「きっと煉禁術よね。ねえ、作ったのは誰だれ？　フォグくんの知り合い？　だったら話を聞きたいわ。……なるほど、ローレンのようにすべてを毒気から創成させるんじゃなくて、生物の死体を基き礎そにして身体を作り替えたって訳か……ミッドレイ理り論ろんの応用ね。あれも禁術扱いだけど、死体の防腐処理をするのではなく生き返らせるってのは斬ざん新しんだわ。これなら煉禁術にしては手間もかからないし、何より安上がりで済む」

「ちょっと、何を言って……」

「だから仕組みよ。これの動いている仕組み。素晴らしいわ、本当に素晴らしい！」

　トリエラは熱ねつっぽく、一心不乱に語り続けた。

　知的好奇心と興こう奮ふん、それから血の匂においが下腹を疼うずかせる。上気した頭でうっとりと、目の前にあるものを、検体を細切れにして調しらべ尽くすことを夢想し、呼吸を弾ませた。




　そうして、三分の後。

　駆け付けた他ほかの職しよく員いんによって検体から引ひき離はなされてようやく、彼女はそれがイパーシ＝テテスであることと、イパーシが自分の幼おさな馴な染じみであることを思い出す。

　すると絶望を音にしたような悲鳴が彼女の喉のどから溢あふれ、辺獄院リンボの廊下に響ひびき渡った。
















　長らく続いた曇くもり空ぞらと、それから楽器のように屋根を打つ豪雨が去ってから一週間。

　匍都ハイトは雲ひとつないほどの晴れが続いていた。

　街を恐怖のどん底に叩たたき落とした『引き裂き魔ま』はあの雨の夜、警察軍ヤードに王属軍、並びに市し井せいの煉れん術じゆつ師したちの偉大なる犠ぎ牲せいにより、死体となって捕ほ縛ばくされた。犯人は灰はい色いろ街がいに居住する不法移民で、名はメイエン＝リャンハーレ。偶たまさか煉術を覚えただけの快楽殺人鬼──表向きにはそういうことになって、市民たちにもそのように報じられた。

　まったく役に立たなかった警察軍ヤード、犠牲ばかりが大きかった王属軍、不ふ甲斐がいない煉術師組合ギルド、更には、何が殺人者を生み出したのかという問題に対する国の責任。それらすべてを誤ご魔ま化かし、闇やみに葬ほうむって帳ちよう尻じりを合わせた結果である。

　犠牲者たちの遺族が受けた傷は癒いえないにせよ、脅威が去ったことで匍都ハイトは久しぶりに活気を取り戻し、天候と相まって今は妙なお祭り気分が街を包んでいるという。
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　ただもちろん、青空も匍都ハイトの空気も果ては引き裂き魔のことすらも、アルトには関係ない。何せ彼女はあの日、雨が止やむ前、太陽が昇るのも見ずに昏くらい牢ろう獄ごくの中へと戻ったし、そもそも引き裂き魔事件になど最初から興きよう味みがなかったからだ。自分が戦った相手がその真犯人であるということすらも、まったく意い識しきしてはいなかった。

　だからアルトが現在気を割さいているのは、その牢獄の中。彼女の狭い世界において最も大きな欠片かけらのひとつである従者の少年──フォグのことだった。

　あの日からずっと、彼は元気がない。

　表向きには明るく振ふる舞まっている。笑顔えがおを絶やさず、アルトにも優やさしく、目を覚ました時にはいつも傍そばにいて、髪だって梳すいてくれる。

　でもそれがおかしいことくらい、自分にだってわかるのだ。

　だいたいいつものお小言が少ないし、態度だってどこか余所よそ余所よそしい。もちろんアルト自身は具体的にはっきりと彼の変化を意識できている訳ではなく、何となく感じているだけではあるけれど──とにかくフォグは元気がなくて、アルトはとても気になっていた。

　最初は時間を置けば元に戻ってくれると思っていた。しかしその気配けはいはなく、イオに問い詰めてみるとどうも友達がいなくなってしまったのが原因だそうだ。

　トリエラという名前の女の人。

　自分の知らない女の友達がフォグにいるというのはどういう訳か妙に腹立たしかったが、まあ置いておく。それよりも彼が落ち込んでいる方がずっと厭いやだったからだ。

　もちろん、アルトにだって悩みはある。

　キリエのことである。

　彼女はまた自分と戦いに来るのだろうか。自分はまた彼女を殺さなければならないのだろうか。それを考えると憂ゆう鬱うつで、悲しくて、泣きたくなった。叶かなうのならあの時のように、連珠で遊んだり一いつ緒しよにご飯を食べたりしたいのに。

　でも、たとえキリエが自分たちの敵であり続けても、きっとこの前みたいにフォグが庇かばってくれるはずだった。だったら、平気だ。フォグと一緒ならアルトは何だってできるし、どんな悩みだって、悲しみだって、吹き飛んでしまうのだから。

　だからこそ、フォグには元気になって欲しい。

　どうしたらいいのかをここ数日、ずっと考えていた。考えて考えて考えた結果、アルトはようやく、こうするのがいいかもしれないな、と思い付き、実行に移すことに決めた。

「……ねえ、フォグ」

　昼下がりだった。

　いつものように彼は揺り椅い子すで本を読んでいて、けれど行を追う視し線せんはどこか頼りなく、時折頁ページをめくる手が長い間止まってしまう、そんなふうだった。

　アルトは寝台ベツドから床に降り立ち、揺り椅子の傍そばまで歩いていくと、ぼんやりと「どうしました？」なんて尋きいてくるフォグへと手を伸ばし、

　後ろ頭をわさわさと撫なでて──よしよしをした。

「アルト……」

「私ね、フォグ。覚えていることがあるの。昔のことよ」

　きょとんとしたフォグへ、言った。

「私は生まれたばっかりで、とても悲しくて、わんわん泣いていたわ。でもね、そんな時、温かい手が……こうして私の頭を撫でてくれたの。私は悲しくなくなって、何だか嬉しくなって、笑ったわ」

　それは彼女が持っているただひとつの、母の記き憶おくだ。




　アルトの母である瑩えい国こくの先代王妃は、彼女を産んですぐに身み罷まかった。アルトはその時、生後二カ月ほど。一般的な常じよう識しきに照らし合わせれば普通は覚えているはずがない。

　彼女は何故か、その光景を記憶していた。

　笑っている母の顔。白はく金きん色いろのきらきら光る髪と、美しく優やさしい目鼻立ち。瘦やせて弱々しいのに具合の悪い素振りをまったく見せようとしない、気高く愛情に満ちた、そんな女性。

　もしかしたら別の人間かもしれない。アルトを成長させるために何人もの乳母うばが生命を削りながら乳を飲ませた。中には義務感や命令への服従や金銭による見返りなどではなく、本当に愛情を注いだ者もいるかもしれず、単にそれを──かろうじて記憶にあるその記憶を、母と誤認しているだけかもしれない。

　しかしアルト自身にそんな智恵や想像力はない。

　だから彼女は確かく信しんしていた。

　あれは自分の母親であり、自分へ向けられた愛情である、と。




　フォグを撫なでながら、アルトは笑ってみた。

　あの日の母を思い出して、それに似るように。

「お母かあ様さまの手はそういう力を持っていたのよ。煉れん術じゆつなんかじゃない、もっと不ふ思し議ぎな力。……だから娘の私も、ひょっとしたら持っているかもしれないわ」

　あの温かさが、伝わるように──。

「……アルト」

　しばらくの間そうして、フォグの頭を撫なでていた。

　やがてフォグがゆっくりと自分の掌てのひらを、アルトの手に重ねてくる。

「ひょっとしたら、じゃありませんよ」

　指を搦からめ、そのままアルトの手を自分の頭から離はなして両手で包み込む。

　額ひたいをつけて俯うつむき、まるで祈るように目を閉じて、

「持ってるに決まってます。その証拠に、ほら」

　フォグは、顔を上げた。

「僕はもう、悲しくなんかありませんよ。これっぽっちも」

　笑いながら──嬉うれしそうに、笑いながら。

「ふふん」

　だからアルトは得意げな顔をして、逆にフォグの手を握り返してやる。

「だったらもう二度と、あんな顔をしては駄だ目めよ？　あなたが落ち込む度たびに頭を撫でてあげてると、ありがたみが薄うすれてしまうんだから」

「ええ。わかりましたよ」

　頷うなずいた少年へ、姫君はよろしい、と頷いた。

「そうだ、これから遊技ゲームをしましょう？　連珠がいいわ。練習したいの。今度キリエと会った時に……敵じゃないキリエと会った時に、負かしてやろうと思うから」
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　匍都ハイトから遠く離れれば天気も変わる。

　その地には、曇くもり空ぞらに雷鳴が轟とどろいていた。

　森の中に開けた草原は荒野と形容した方が相応ふさわしく、御者は嵐あらしに加えて狼おおかみでも現れるのではないかと警けい戒かいしながら手た綱づなを操あやつっている。対する馬車馬は慣なれたもので、少なくとも表向きには怯おびえた様よう子すもなく、のんびりと着実に歩を進めている。

　どうにも一週間前の出しゆつ立たつから、雨雲の移動と一いつ緒しよに行あん脚ぎやしている節があった。まあ、それももう終わりだ。何せ目的地は目と鼻の先に迫っているのだから。

　ユヴィオール＝カタシェレティスは、そんなふうに吞気のんきを構えながら馬車に揺られていた。

　対面に座った人物は外套コートを着込み、頭巾フードを被かぶったまま身じろぎしない。最初はあれこれと話し掛けてもみたのだがあまりに無反応なので、ここ数日は放置している。

　食事は摂とっているし死ぬことはないだろう、と。

　やがて馬車は、荒野の切れ目へと達する。

　そこは森の端であり、木々を背にして大きな屋や敷しきがあった。

　匍都ハイトの北西、およそ三百粁キロ。

　ここへ辿たどり着くまでに峠とうげを幾つ越えただろうか。もう数日ほど進めば島の端、海へと行き当たるはずだ。もっともこの深い森へ分け入るのは完全に自殺行為であるが。

　無論、この馬車も森に行ったりはしない。屋敷の門をゆっくりとくぐる。

　その建物は好意的に形容してもなお、廃はい墟きよと呼ぶに相応ふさわしい様相を呈していた。

　開きっぱなしの門は完全に錆さび付いているのに加え、蔦つたが絡まるに任せているせいでもはや用を為なさないだろう。中庭は手入れが放棄されていて、草が茂り噴ふん水すいは朽くち、かろうじて玄関へ続く道がそれとわかる程度だ。建物そのものの外がい観かんも当然荒れ果てている。壁かべには門と同様に蔦が這はい、屋根は風雨に晒さらされて薄うす汚よごれていた──元々は豪ごう華か絢けん爛らんたる第一期プレップ様式。数百年前に建てられた格かく調ちよう高い貴族屋敷のはずだったが、見る影かげもない。

　ただし、よくよく注意すれば違和感に気付くはずだ。

　ここまで荒れ放題でありながら、屋根自体は崩落していない。またあちこちに見える窓も、一枚たりとも割れてはいない。玄関とその周辺だけは、草が刈られてもいる。

　庭の中ほどで馬を止めた。

　ユヴィオールは連れの手を引きつつ馬車を降り、屋敷の扉へと歩んだ。

　確かく認にんもせず、開ける。

　建物内部の造りは、実に風変わりだった。

　玄関を開けてすぐ中庭があるのだ。

　広間にそのまま土を敷しいて草木を植えたような装いである。天てん井じようは硝子ガラス張ばりで空が透けて見え、赤あか絨じゆう毯たんの左右には花畑。屋内に羽虫が飛び、床には蜥蜴とかげや蛇すらも這っている。

「いらっしゃいますかー？　お嬢じよう様さま」

　そこへ踏み入って声を張り上げると、やや待たず返答があった。

「聞こえておりますわ。ようこそいらっしゃいまし」

　中央階段の奥──中二階メザニンからゆっくりと、声の主が降りてくる。

　異相の淑しゆく女じよであった。

　見かけの年ねん齢れいは二十歳を少し過ぎたほど。すらりとした目鼻立ちと高貴そうな面おも立だちは貴族特有の気品に満ちており、歩き方からもそれが感じられる。

　だが、彼女が纏まとっているのは舞踏着ドレスなどではない。

　喪服である。

　この場にあってまるで墨ぼく滴てきを零こぼしたように、彼女は全身が漆しつ黒こくであった。

　喪服はもちろん、手袋グローブも、頭部を覆う薄帽ヴエールも、そこから溢あふれる長く伸びた髪も、どこか病んだような両の瞳ひとみも、唇に差した紅すらも。

　対して、各所で僅わずかに覗のぞく肌は透けるほど白い。色とりどりの花が咲き草木の育つ庭園において、まるでこの女性からのみ色彩が失われてしまったかのような錯さつ覚かくを覚える。

「お久しぶりですわね、ユヴィオール様」

　階段を下りきって、淑しゆく女じよは軽く頭を下げた。

　柔らかな中にどこか危うさを感じさせる、そんな所作だった。

「おじさまは元気にしていらっしゃる？」

「メネレック伯はく爵しやくですか？　老いてなお、お盛んですよ。私もこき使われて困っています」

「お孫さんの坊やは？　キアスさんとか仰おつしやったかしら」

「もう十五か、十六でしたか。凜り々りしく育っておいでです。一度、お会いにゆかれては如何いかがですか？　伯爵もきっとお喜びになる」

「あら、ご冗じよう談だんを」

　女性はくつくつと身を歪ゆがめ、笑んだ。

　佇たたずまいを更に危うくさせる狂気的な気配けはいを秘めて。

「わたくしは罪人の娘ですわよ。幾らお父とう様さまとおじさまが懇こん意いの間柄であったからといって……もはや十年前とは違います。おじさまにも迷惑がかかってしまいますわ。こうして時折、私のお願ねがい事ごとを聞いてくださるだけで充分」

　彼女の名は、イーサ──イーサ＝ピル＝ドレインという。

　ただし名前自体は、父親の方が遥はるかに有名だ。

　ジルチ＝ルマ＝ドレイン伯爵。

『造物主』ローレン＝エヌ＝コーンフィールド、『魔ま剣けんの母』アイリス＝キャリエルに次ぐ、瑩えい国こく史上に残る重罪人。通り名を『幻想の庭師』。

　罪状は、煉れん禁きん術じゆつで現実にいない生物を創つくり出そうとしたこと。資産に任せて学者たちを雇い、一角獣ユニコーンに三つ首犬ケルベロス、果ては龍ドラゴン──広大な自分の領地をそういったものが闊かつ歩ぽし飛び交う異様の庭に作り替えることを夢見て、結果、爵位と領地の大半を没収された上で処刑された。

　このドレイン家は、匍都ハイトに住まうメネレック伯爵家とかつて懇意にしていた。メネレック現当主を雇い主のひとりとしているユヴィオールは、故にこうして時折様よう子す伺うかがいにやらされたり、或いは逆にイーサの頼み事を聞いてやったりもするのだ。

　そして、今回の用件はその両方であった。

「いえ、そう卑ひ下げすることもありませんよ。お嬢じよう様さまが匍都ハイトに凱がい旋せんする時も近いでしょう」

　畏かしこまった口振りで莫ば迦か丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、闇やみのような目が見開かれる。

「まあ。ということは、つまり……」

「こちらです、お嬢様」

　ユヴィオールは、隣となりに茫ぼうと立ち尽くしていた連れの腕を取り、外套コートを脱がせる。

　すると、驚おどろいたように口くち許もとを押さえるイーサ。

「あらあら。女性の方でいらっしゃるなんて」

「ええ。まあ、少し頭が壊こわれてしまっていますが、なに、いい壊れ方です。箍たがは外れている。きっとお嬢様のお役に立てると思いますよ。話も合うかもしれません」

「ねえあなた、お名前は何て仰るの？」

「お嬢様、すみません、今は彼女、ちょっと疲れておりまして……でも心配いりません。お父とう様さまの書庫へと連れて行ってあげてください。きっと会話が成立するくらいには回復します」

「……へえ」

　ユヴィオールのそんな諧かい謔ぎやくを聞いて、漆しつ黒こくの淑しゆく女じよは不意に笑った。

「ふふっ。くく……ひひ！　……それはいいですわね。それは、楽しみですわ」

　とても楽しそうに、同時に、とても残忍に。

　黒く塗った唇を、まるで毒花のように裂かせて──。

　そして、イーサ＝ピル＝ドレインは。

　反応らしい反応を見せない彼女の手を取って引っ張り、庭の中央へと連れて行く。

「ねえ、ほら、あれを見て？」

　花か壇だんの奥、中央階段の片隅に横たわる白いものを指差した。

「あれ、わたくしの大切なお友達でしたの。でも今はこんなになっちゃって」

　花に埋もれ、草木に囲まれたそれは、骨だった。

　両手を広げるほど巨大な頭骨。形は蜥蜴とかげに似ているが、目の上に生はえた二本の角は歪ゆがみながら曲がっており、細長い口に生えた牙きばは鋭するどく長い。

「あれもそうですわ」

　次いで視し線せんを向けた白骨は、花壇の中に横たわる鷲わしの頭、首、羽根の組み合わせ。ただし胸から下はどう見ても肉にく食しよく獣じゆう、それも獅し子しのものだ。

「ほら、そこに転がっているのも」

　更には足あし許もと。ばらばらになって半ば地面に埋まった、鶏にわとりと蛇の白骨。鶏のものは上半身しかなく、蛇のものは尻尾しつぽしかない。

　よく見れば、この場所はそういったものばかりである。

　異い形ぎようの骨を散らかし、畸き形けいの死体を遺棄し、その上から色とりどりに草花を生やして誤ご魔ま化かした──まるで、悪夢そのもののような庭園。
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「ねえ、ユヴィオール様」

　悪夢の庭に佇たたずむ黒尽くめの女は、現実ではないどこかを見ているような狂気の双そう眸ぼうを鈍にぶく光らせながら、楽しそうに、とても楽しそうに問う。

「この方のお名前、教えてくださいます？　知らなければ呼べませんわ」

「トリエラです。トリエラ＝メーヴ」

「ありがとう。ねえ、トリエラさん」

　ユヴィオールに恭うやうやしく一礼し、トリエラへと向き直り、

「わたくしのためにもう一度、この子たちを甦よみがえらせてくださる？　そうしてわたくしはね……幻げん獣じゆうたちの大群を引き連れて、あの忌いま々いましい匍都ハイトを火の海に変えますのよ」

　ひひひ、と不気味に笑うイーサを、トリエラは見ようとしなかった。

　虚うつろな視し線せんはただ、中庭の白骨たちに注がれている。

　生命を失った哀あわれな残ざん骸がいたちは、何も答えない。

　天窓の上で稲光がひと筋。生と死と脳のう髄ずいを祝福するかのように、空へ電流を走らせた。










あとがき




　どうもこんにちは。一巻と同時に買ってみたという方は初めまして。藤ふじ原わら祐ゆうと申します。

『煉れん獄ごく姫ひめ』の二巻をお送りしました。

　一巻のあとがきで「二巻はできれば今年ことし中じゆうに」とか書いていたのですが、蓋ふたを開けてみれば今は一月。『今年中』ではなく『来年頭』の発売になってしまいました。できればと書いたけどできませんでしたすみません……。っていきなり謝しや罪ざいかよ。

　お待たせした分いい内容のものになっていればと思うのですが、如何いかがでしたでしょうか？　ともあれ、楽しんで頂けたのであればこれに優まさる幸せはありません。

　あ、忘れてた。明けましておめでとうございます。




　しかしまあ、ここ最近出た自分の本のあとがきを読み返してみると「予定より遅れましたすいません」というのが慣かん例れい化かしてしまっており、なんだか各方面に頭を下げっぱなしな感じで非常にいたたまれない気分になってきます。特に担当の佐さ藤とうさんに対しては、どんどん申し訳なさがエスカレートというかアクセラレートしておりまして、今回などはチキンレースどころではなく盛大に崖がけへダイブして海に墜つい落らく、溺おぼれているところをどうにかこうにか引き上げてもらったという有様で、これ、そろそろ僕は腹を切った方がいいんじゃないかな？

　……まあ、切腹じゃまだ甘い貴様などは打ち首だと言われても反はん論ろんはできないのですが。すみませんでした本当に。次からは生まれ変わったように締しめ切きりを守りたいです。

　そんな感じでなし崩しに謝罪から謝辞へと移行する！

　イラスト担当のｋａｙａ８様。まずは原稿遅れてしまってすみませんと地べたに額ひたいを擦こすりつける他ほかなく、でも再登場した彼女（ネタバレ風味のため一応伏せる）の新衣い裳しようが本当に素敵すてきで、拝見した瞬しゆん間かんに飛び上がって喜んでしまいました。本当にありがとうございます。もちろん彼女だけではなく、他のキャラたちも。

　アスキー・メディアワークス編へん集しゆう部ぶを始めとした各部署の方々、デザイナーさま、今回特にご迷惑をおかけしてしまった校こう閲えつさま、関係者各位さま、そして読者の皆さま。僕ひとりの力など微々たるもので、こうして支えてくださっている方々がいてこその物語なのだなと痛感します。どうかこれからもよろしくお願ねがいします。




　次の予定ですが、実は僕、この『煉獄姫』と同時進行で『＠ＨＯＭＥ』という別シリーズも執筆しておりまして、でもって現在のところ、次にどちらを出すのかがまだはっきりしておりません、すみません……。

　もちろん打ち切りとかではなく、お陰様で『煉獄姫』も『＠ＨＯＭＥ』も続刊を出すこと自体は決まっております。つまり、じゃあどっちの続刊を先に手掛けようか、という状態です。

　ですので次は『煉れん獄ごく姫ひめ』の三巻もしくは『＠ＨＯＭＥ』の二巻ということになりつつ、どちらにせよ可能な限り早めにお届けできるよう努力しますので、片方しか読んでいないという方、両方読んでるよという方、どちら様もどうか見捨てずにお待ち頂けたらと思います。




　昨年はふたつのシリーズを同時に始めるという幸運を頂きました。

　本年は、そのふたつのシリーズをしっかり回していきたいと考えております。

　どうか本年も、よろしくお付き合いくださいますようお願ねがいします……というか読み返してみると八割方謝しや罪ざいでできてますねこのあとがき。年始からこの有様だよ。

　次回はせめて五割謝罪くらいに持っていきたいです。頑張る。





藤ふじ原わら 祐ゆう



























藤ふじ原わら 祐ゆう

前巻に引き続き写真は花。花の写真を撮るのは好きです。でもよくよく見ると花って物体、綺麗というよりエロ気持ち悪いですよね。だから好き。

[image: ]




イラスト／kaya8

寒くなりました。毎年冷え性で悩まされるこの季節。うちのピー太のモフモフの羽毛が温かそうで羨ましいです。私も冬だけ羽毛が欲しい……










煉れん獄ごく姫ひめ 二に幕まく








藤ふじ原わら　祐ゆう
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